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　　　　　プロローグ




「だって俺、おまえに嫌われてるだろっ」

　拗すねた口調でそんな可愛いことを言われて、我慢できる男がいるならお目にかかりたいものだ。

　三年越しの片想いで、こちらも心も身体も相当煮つまっていた。

　だから、いつもは見せない幼い表情で拗ねた口調で縋すがりつかれて、俺の理性は木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んでしまったんだ。




　こいつがこんなに酔っ払ってるところなんて、この三年弱見たことがなかった。クールな外見に似合った、顔色ひとつ変えないスマートな呑み方は部内でも評判で、結構酒には強いはずだ。

　いったいどうしたんだと考えて、思い出した。ハードワークがつづいているうえに、そういや昼飯のときに風邪薬買ってきて飲んでたっけな。

「離せよ、いいよ」

　植え込みにへたり込んでるやつを見つけて、抱き起こしてやろうとしたときだ、本ほん城じょうがそんなセリフを吐いたのは。

「キライなやつの面倒なんか、見たくないだろっ」

　呂律ろれつの回らない口調で、俺の腕を拒みながら、そんなことを言う。

「キライだったら、わざわざ様子なんて見に来ねーだろ、フツー」

　溜息交じりに言ったセリフに、本城が定まらない視線を上げた。

　なんだ？　その奇妙な顔は。

「ホントに？」

「なんだ？」

「ホントに俺のことキライじゃない？」

　俺のスーツの袖をぎゅっと握り締め、酔いに潤うるんだ瞳が見上げてくる。

　何がいったいどうしたというのか？

　いったい何枚被ってるのかわからないほどの猫を被り捲まくり、社内ではクールビューティで通っているこいつが、まるで棄すてられた仔猫みたいな顔で、そんなことを聞いてくるなんて。




　黙っていれば氷の美貌。

　問答無用のクールビューティ。

　だけど俺は知っている。それが、本城の被った仮面だということを……。




「キライじゃねーよ」

　それどころか……くそっ！　人の気も知らねーで。

「そっか……よかった。ホントの俺、知ってるの、おまえだけだし……だから俺……」

　途端、ホッとしたような顔で微笑ほほえみ、俺の胸に擦り寄ってきて……倒れ込んだ。

「お、おいっ！」

　呼んでも揺さぶっても、本城は一向に目を開けない。

　いつもは、俺の姿を視界に入れるのも嫌だって態度なのに……。

　腕のなかで、ぐったりと撃沈してしまった本城を抱き上げて、通りでタクシーを拾い、俺は自宅に連れ帰った。

　下心アリアリで。

　当然だろう？　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだったんだ。

　酔いのせいで、やつはいつもとは比べものにならないくらい素直になってるし、甘えてくる仕し種ぐさは可愛いし……。

　何より、抱き寄せた肩の薄さと腰の細さに、俺の理性なんぞ、綺き麗れいサッパリ消え去っていた。

　もう三年近く、俺はこいつに惚ほれてるんだ。







「相あい原はら～？」

「なんだ？」

「ここどこ？」

「俺の部屋だ」

「ふーん……」

　会話に脈絡がないのは、言葉を発しているのが酔っ払いゆえだ。

　俺より二回りも華きゃ奢しゃな身体を抱き上げてベッドに運ぶのはさして苦労でもなかったが、体中から力の抜けた人間から衣類を脱がせるのがこんなに厄介だとは知らなかった。

　スーツを脱がせ、ネクタイを抜き、シャツのボタンを外すと、アルコールに上気した肌が露あらわになる。その色香に生唾を飲んで、そんな自分に苦笑した。

　俺も大概追いつめられてるな……ったく。

　これから飢えたオオカミに襲われるっていうのに、当の本人は無邪気な寝顔。ベッドの上で丸まって何やら探すように手を動かしている。

「どうした？」

　自分もネクタイを解きながら、生まれたままの姿で横たわる本城に尋ねる。

　どうせ相手は酔っ払いだ。まともな応えが返ってくるとは思えなかった。

　何かを探していた本城の手が俺の背に触れて、やつは寝ぼけ眼まなこで俺を見上げると、安心しきった顔で微笑んだ。そして、縋りつくように俺の背に擦り寄ってくる。

　──ったく、誘いやがって。

　その仕種に、はじめて本城のことを意識した、あの日のことが思い出された。

　そういえばこいつ、研修のときも変な寝方してたっけな。

　壁にくっつけて置かれている研修会館の狭いシングルベッドで、こいつはさらに壁側に寄って、壁に擦り寄るようにして眠っていた。




　壁に寄り添って背を丸めて眠る、どこか淋しげな細い背に、俺はどうしようもなく抱き締めたい衝動に駆られて戸惑った。

　抱き締めて、口づけて、俺の腕のなかで眠らせてやりたい。

　そんなことを考えて、ハタと、俺もこいつも同じ男だということに気がついた。

　気がついて……しかし、気づいたときにはもう、遅かった。




　不安なのか？

　ふとそんな考えが頭を過よぎった。

　身につけていたものを脱ぎ棄てると、俺は本城の隣に滑り込む。すると思った通り、意識のない状態でやつは俺の胸に擦り寄ってきた。

　可愛い。

　作り込んだ表か情おと声で必死に仕事をこなしているときのこいつも充分に可愛いが、しかし、被っている猫を脱ぎ捨てて、子供のような顔で眠るこいつは、文句なしに可愛い。

「俺が、ずっと側そばにいてやるよ」

　うっすらと開いた唇に口づけながら、華奢な背を抱き締めると、それに応えるように、しなやかな腕が抱き返してくる。たったそれだけのことで、俺のなかにあった僅かな罪悪感も、綺麗サッパリ消え去っていた。







「あ……あぁんっ……やぁ……っ」

　アルコールの影響か、感覚が研ぎ澄まされた肌は敏感で、驚くほど感じやすい。

　俺の言葉に従順な今の本城は、素直に肢あしを開き、恥部を俺の視界に晒さらして見せた。

　あまり使い込んでいないのがわかる淡い色合いの欲望が、俺の愛撫に反応して勃ち上がり、先端から蜜を滲ませている。

　それを掬すくい取るように舌先で愛撫しながら、ジェルで濡らした指を、固く閉じた秘部へと滑らせた。たぶんはじめてのはずだから、無茶はできない。

「ん……や……なに？」

　ぼやけた視線が、しかし不安を訴える。

「もっと気持ちいいことしたいだろ？」

「もっと？」

「あぁ、もっとだ」

　濡れた屹立に指を絡め、刺激する。

「あぁっ」

「気持ちいいだろ？」

「……ん…もっと……して」

　正気のやつなら絶対に言わないだろうセリフで、今夜の本城は男を煽あおる。

　──自分がこれから何をされるのか、ホントにわかってるのか？

　あまりに無防備な本城の姿に、今こうしているのが俺じゃなかったとしたら……という不安が襲ってきて、俺はどうしようもない苛立ちに襲われた。

　しかし、乱暴に奪ってしまいたいという衝動をどうにか抑えつけて、丹念に細い身体を愛撫する。

　襞の一枚一枚を解すように入り口に舌を這わせ、同時に内部に埋めた指をじわじわと蠢うごめかす。最初固く閉じていたそこは、媚薬入りのジェルのせいもあってか、すぐに柔らかく蕩とろけだし、俺の指に絡みついてきた。

「もうそろそろ大丈夫か……」

　バックからのほうが楽らしいが……やっぱり本城の顔を見ながらしたい俺は、開いていた下肢をさらに大きく割り、胸につくほどに抱え上げると、爛ただれたように紅く熟れた秘部に、すでに臨界点にまで達して先走りの液を零しつづけていた自身の欲望を突きつけた。

　ぐいっと先端を押し込むと、熱い襞が先端を包み込んでくる。

　そのあまりに淫らな感触に、俺の欲情は沸騰した。一気に最奥まで押し挿いり、根元までを収めると、潤んだ肉襞が絡みついてくるのがわかる。

「あ……あぁ…っ……い…あぁっ！」

　探し当ててあったポイントを先端で突き上げてやると、背を仰のけ反ぞらせて喘ぎ、さらにきつく締めつけてくる。

　はじめて経験する気の遠くなるほどの悦楽に、「一度男の味を知ると、女を抱けなくなる」と、昔どこかで聞いた言葉が思考を過ぎった。

「本城……っ」

「あ……あ……あぁっっ」

　泉いずみ……泉……っっ！　おまえを、ずっと抱きたかった……。







　腕のなかで眠る、愛しい存在。

　情事の後も、本城はやっぱり何かを探すような仕種をして、俺の胸に縋りついてきた。

　何か……トラウマでもあるのだろう……無意識の淋しさが、こんな行動をとらせるのに違いない。

　ずっと抱き締めていてやりたい。

　そんなことを言ったら、こいつはめちゃくちゃ怒り捲るだろうな……。

　それでもいい。

　怒っても喚わめいても、俺は俺のやりたいようにするだけだ。

　決めた。

　これからずっと、俺はこいつを抱いて寝るぞ。

　もうおまえに、淋しい想いなんかさせない。

　絶対に……。





　　　　　イイワケ　その１

　変な癖クセだと、誰かに笑われたことがある。

　壁を向いて、壁にベッタリ寄り添うように眠る、癖。

　子供のころから、部屋の隅に置かれたベッドで、俺は壁を向いて寝るのが癖だった。

　何か、頼るものが欲しかったのかもしれない。

　部屋の真ん中にデンッとベッドを置いているやつも、広い座敷の真ん中に布団を一枚敷いて寝られるやつも、俺には理解できない。そんな不安定な場所で、俺は安心して眠ることなんて、できない性分なんだ。

　手を伸ばせば、壁の感触。

　何もない、空虚ではない。

　たしかにそこに存在するものに触れる安心感。

　布団に丸まりながら、俺は半覚醒状態の意識のなか、そのたしかな感触を求めて、手を伸ばした。







　たしかなものに触れる。

　安心できる、大きな存在感。

　だけど……なんか、いつもと違う。

　俺の部屋の壁は、こんなにあったかくないし、すべすべしてないし……もっとこうザラッとした感触で……。

「起きたか？」

　誰だ？　この甘いバリトン。どこかで聞いたような……。

　やっとの思いで重い瞼まぶたを上げた俺の視界に入ってきたものは……できる限り視界には入れたくないと常日ごろから思っている、憎たらしい男の、憎たらしい二枚目顔だった。







「……な、なん……で」

　寝起きの掠れた声で、思わず呟いていた。

　なんでおまえがここにいるんだっ!!　と叫んでやりたくても、自分の置かれた状況が、俺の口を閉じさせた。

　なんで俺とおまえがひとつベッドで抱き合って眠ってるんだっ!?!?　し、しかも……素っ裸っっ!!　その上、俺の腕はやつの背に回り、やつの腕は俺の腰を抱き寄せるという、ご丁寧なほどお約束な展開に、俺は驚きょう愕がくを通り越して、惚ほうけていた。

「なんだよ。おはようのキスもなしか？　昨夜はあんなに燃えたのに？」

　……。

　神様、できることならこの場で俺の息の根を止めてください……。

「な、なんのことだ？」

　口づけようと迫ってきた男の顔を掌てのひらで押し退けながら、俺に圧のし掛かろうとする男を睨みつける。

　そんな俺の抵抗を易々とシーツに縫い止めながら、やつは飄ひょう々ひょうと言い放った。

「昨夜はあんなに素直で可愛かったのに。一夜明けたらこれか？」

　素直？

　可愛い？？

　俺がかっ!?!?

　冗談だろう？？　生まれてこのかた、まったくもって無縁な言葉だ。ふざけるのもいい加減にしろよっ。

　とにかくこの状況から抜け出さなくては、進む話も進まない。

　圧し掛かる男の身体を押しやり、ベッドから身体を起こそうとして、しかし俺は、下半身を襲った経験のない痛みに、再びシーツに沈み込んだ。

「～～～～～っ」

　な、な、なんだよこれは────────っ!!

「ムチャすんなよ。はじめてだったんだろ」

　……はじめて？

　てーことは……。

「相原……つかぬことを聞くが……昨夜俺はおまえとヤッたのか？」

　真顔で聞いた俺に、相原は心底呆れた顔をした。

「ほんっとに覚えてないのか？　何もかも？　まったく？？」

「………」




　店で呑んでたとこまでは覚えてる。

　昨日は、所属する営業部の呑み会で……みんなかなりでき上がってて……。

　結構酒には強いから、そんな呑み会程度で前後不覚になったりすることは普段の俺なら考えられないけれど、今週ばかりはそうもいかなかった。

　週頭に発覚した、オペレーターの入力間違いという初歩的なミスが原因で引き起こされた受注ミスのせいでトバッチリを食った俺は、一週間その後始末に走り回り、毎晩毎晩帰宅は午前様。しかも、そこへ追い討ちをかけるように部長がどっかから貰ってきた風邪をうつされて、俺はフラフラだったんだ。

　風邪薬も飲んでたし、疲れと睡眠不足とが重なって……。

　たしか、店にいたときに途中で気持ち悪くなって、酔いを覚まそうと思ってひとりで外へ出て……そこから先の記憶が……ない。

「お前がフラフラしながら出てったから探しに行ってみれば、植え込みに座り込んで酔い潰れてるし、しかたないから俺が運んだんだ」

　サイドテーブルに置かれたシガーケースから一本取り出し、火をつける。そして紫煙を吐き出しながら、相原は俺を一瞥した。

「わ、悪かったな……迷惑かけて」

　く、くっそ──、なんで俺がこいつに頭下げなきゃならないんだっっ!!

　ム、ムカツクっっ!!

　シーツの上にペタンと座り込んだ恰かっ好こうのままで、俺は今一度、目の前のすかした二枚目を睨みつけた。

「煙草っ！」

　撫然と怒鳴った俺に、相原は「あぁ」と小さく呟いて、吸いはじめたばかりの煙草を揉み消す。

　俺は煙草の煙が嫌いなんだ。

　髪にも服にも匂いがつくし、喉は痛くなるし。

「悪い。もうずっと止やめてたんだけどな」

　小さく笑ったやつの横顔が、まるで幼い子供をあやすときのそれのように穏やかで、俺のイライラはますます募っていく。

　ベッドサイドの窓を少し開け、換気をすると、やわらかな風が吹き込んできて、相原の髪を乱す。額に落ちた髪を無造作に掻き上げる、その男くさい仕種に思わず見み惚とれて、俺は慌てて視線を外した。







　俺と相原は、同期入社で、同じ営業三課に配属されて、早三年目。新入社員研修のときからお互いに気に食わなくて、ぶつかってばっかりの犬猿の仲だ。

　営業成績も抜きつ抜かれつ。上司や同僚たちは「良きライバル」なんて言うけど、そんないいもんじゃーない。寄ると触るとケンカになって、こいつといていいことなんかこれっぽっちもないんだっ！

　状況判断がおっつかない俺を眺めていた相原は、ニヤリと口元に嫌な笑みを浮かべて、俺を覗き込むと、とんでもないことをのたまった。

「しっかし、営業一のクールビューティが、実はこんなに初ウブだったとはな」

「…………っ！」

　嘲あざけった言葉に、怒りと羞恥で血が沸騰しそうになる。それをどうにか抑えつけて、シーツを握り締め、歯軋りしながら俺は低い声で呻いた。

「誰がなんだって!?」

「クールビューティで名高い本城泉が、実はヴァージンで……てっ！」

　みなまで言う前に、側にあったでっかい枕を、やつの顔面に投げつけていた。

「俺は男だっ！　何がヴァージンだっ！　ふざけんなっっ!!」

　たしかにクールビューティなのは合ってる。猫被ってるからな。会社では。

　黙ってりゃ氷の美貌と言われるこの顔のメリットを最大限に活かすために、本来粗野な性格をひた隠し、営業成績のアップに勤いそしんでるんだ、俺はっ！




　たしかに誘いは多い。

　この顔のせいで、何を勘違いしたのか、ベッドに誘ってくるオヤジたちは後を絶たないくらいだ。

　だけど、俺はそんな姑息な手段で仕事を取ったことなんて、一度もない。

　クールな流し目で一瞥してやれば、大抵のやつは黙ってくれる。内心ヒヤヒヤしてるなんてことは、絶対に口には出せない、俺のホンネだ。

　本当の俺は、そういったカケヒキにはてんで慣れてなくて、どう受け応えしたらいいのかなんて、まるっきりわからないんだから。

　そんな俺の本性を知ってるのは、社内ではこいつだけで、それが、俺がこいつを気に入らない理由のひとつでもあった。だけど、数ある理由のうちのたったひとつに過ぎない。

　俺はこいつの、妙に余裕かましてるところとか、俺に営業成績トップをもってかれても余裕綽しゃく々しゃくの表情で飄々としてるとことか、俺より背が高くて男らしい二枚目なとことか、腰が砕けるような甘い声をしてるとことか……とにかく、全部が気に食わないんだっ!!

　それなのに。

　それなのに俺は……俺は……このだいっキライな男と、Ｈしちゃったっていうのかよっ！　おいっ!!

　にわかには信じ難いけど、でも、さっきから口に出すのも憚はばかられる場所がズキズキと痛むこととか、経験のない下半身のだるさとか……自分の身体の状態を全部総合して判断すれば、己の身体に起こったことは想像に難くない。

　くっそ。なんでこんなことになったんだっ。

「お、おいっ！」

　考えごとに耽っていた俺は、急に身体を引き寄せられて、抗うこともできず、やつの胸に倒れ込んでしまう。

　そして、気づいた。

　──……あ……。

　これ……さっき目が覚める前に触れた感触……凄く安心できた……たしかな感触……。

　──って、俺！　な、何考えてるんだっ！

　やつの大きな手に顎を取られ、顔を上げさせられる。

　だから、おまえの顔なんか見たくねぇんだよっ！

　なんだよ、その不敵な笑みはっっ！

「そう睨むなよ。隅から隅まで知り合った仲じゃないか」

「俺は覚えてないっ！」

「ふーん……。じゃ、今度は覚えてるようにやろうぜ」

　へ？

「お、おいっ！　ちょっと待てよ……なんだよこの手はっ！　おいっ！　相原っっ!!」

「おまえが覚えてないって残念そうに言うからだろ」

「そ、そんなこと言ってない！　おい！　って！　やだ……や……っ」

　悔しいことに、おれは易々と相原の腕に拘束され、抗議の声はやつの唇に塞がれてしまった。

　押し退けようともがいても、拳で背中を叩いても、やつの身体はピクリともしない。それどころかますます身動きとれないように俺の身体を抱き込んで、身体を密着させてくる。

　身じろぎした拍子にやつの昂ぶりが太股に触れて、俺は思わずビクリと背を震わせた。それがわかったのだろう、俺の口腔を蹂じゅう躪りんするやつの舌の動きが、濃密さを増した。

「ん……ふ……っ」

　息苦しいほどに貪むさぼられて、酸素不足に視界がボーッとしはじめる。巧みな舌技に煽られて、いつの間にか俺は相原の下肢に足を絡め、その広い背に縋っていた。

　悔しいけど、めちゃくちゃ上手いっ。こいつ、かなり遊んでやがる。

　そう思ったらなんだかまたまたムカムカしてきた。

　なんで俺がこいつに遊ばれなきゃならないんだっ！　俺はそんなにお安くない!!

　肌を滑りはじめた相原の掌を追いかけ、掴む。圧し掛かる肩をぐいっと押し上げて、やつの顔を正面から見据えた。

「やめろっ！　俺は遊びでこういうことをする気はない。欲求不満ならほかを当たれよ。いくらだっているだろ？　相手してくれる女がっ！」

　それは、職場での俺。

　クールビューティと称される俺の、顔と声。

　しかし、そんな俺の突き放した抗議にも、相原は怯まなかった。一瞬面食らったような顔をして、しかし次の瞬間には、いつものにやけた顔が俺を見下ろす。

「……っ!!」

　こいつ、完全にバカにしてやがるっ!!

「だったら、問題ないさ」

「何がっ!!」

「俺も遊びで男を抱く趣味はないからな。男を抱きたいと思ったのは、おまえがはじめてだ」

「何わけわかんねーこと……」

「遊びじゃない。おまえが欲しい。それなら文句ないだろ？」

　……。

　い、今、真顔で言いやがったな。めっちゃくちゃ恥ずかしいセリフをっっ!!

　爪先から頭のてっぺんまで血が昇るのを感じながら、俺は相原を直視できなくて、視線を外した。

　だって……なんで……なんでそんなギラついた目ぇしてんだよ。そんな熱っぽい、おもいっきり牡オスの目……。おまえが俺に欲情してるって、ハッキリとわかる、色っぽい視線。

　なんでだよ。俺たちライバルで犬猿の仲で……こんなの……おかしい。

「気が済んだか？　どのみち俺は途中でやめる気はないからな」

　いきなりおとなしくなってしまった俺に、確認するように言う。しかし、どうやら引く気はないらしい。

　当然という顔で俺を抱こうとする男に、俺はかける言葉が見つからない。

　そっぽ向いたままの俺の瞼に口づけ、やつの手を掴んだまま行き場をなくしていた俺の手を外すと、相原は、まるでナイトのような仕種で、俺の手の甲に口づけた。

　めちゃくちゃ気キ障ザ。

　なのに、それがサマになるから、悔しい。

　俺の腕を自分の背中に回させて、相原の腕が俺の腰を抱き寄せる。空いているほうの手が俺の頬を撫で、乱れたままの髪を梳すき上げた。

　どうしよ……俺……なんか……ま、いっか……なんて思いはじめてる。

　どうせ昨夜一回ヤっちゃってるんだし、一回も二回も同じだよな……なんて、無茶な屁理屈で自分を納得させて、この行為を肯定しようとしてる。

　どうして……俺、こいつのことキライなはずなのに……どうして……。

　俺の躊躇ためらいを拭い去るように、相原が口づけてくる。

　触れるだけ、啄むような軽いキス。

　たったそれだけのことなのに、胸の動悸が激しくなって、俺は息も絶え絶えだった。

　身体中を弄まさぐる大きな手。

　その後を追うように相原の唇が肌を伝う。時折きつく吸われて、ピリリとした痛みが背を震わせても、俺の口からは、抵抗の言葉は発せられなかった。

　そのかわり、誘うような甘い声が、喉を震わせる。

「ん……やぁ……あぁ……っ」

　巧みな愛撫に俺の意識がボーッとしはじめたところへ、下肢を割られ、触れられることもなく浅ましく反応した俺の欲望が、ねっとりとした感触に包まれた。瞼の裏に閃光が飛ぶような強烈な刺激に、思わず濡れた声が零れる。

　自身の欲望が、相原の口腔に含まれているのだとすぐに気づいて、それでも抵抗なんてできやしなかった。

　背を駆け上る、経験したことのないほどの快感。

　昨夜の俺は、こんな凄い快感に酔わされていたのかと思うと、自分の狂態をカケラも覚えていないのは幸なのか不幸なのか……。

「も……や……でる……っ」

　股間で揺れる相原の髪を鷲わし掴づかみ、離そうとしても、相原の愛撫は止まらない。

　ダメだって！　俺、もうもたない……っ！

「あっ……く……っ」

　馴染んだものよりもっと強烈な感覚が、背をゾクゾクと駆け上り、俺は昂められた欲望を放っていた。

　──どうしよ……俺、相原の口に……。

　でも、ぎゅっと閉じた目を開けて、それを確認する勇気も、今の俺にはなくて……。

　だけど、そんな俺の不安など相原は気にする様子もなく、俺の下肢をさらに大きく開く。そして、もっと奥まった場所に濡れたものが触れた。

「え……？　あ、相原……っ？」

「ちょっと紅くなってるけど、傷はついてないから、大丈夫だな」

　大丈夫って……おい！　全然大丈夫じゃない!!　起きたときからずっと痛いんだって!!

「やめ……あぁっ！」

　抵抗しようとするより早く、昨夜散々蹂躪されたであろうその場所に、何かが侵入してきて、俺は異物感に喘いだ。

　侵入してきたのは、相原の指だ。

「昨夜のが残ってるし……まだ柔らかいな」

　ばっかやろ──！　実況中継なんざしなくていいっっ!!　抜けよ、抜けったらっ!!

　しかし、心はこんなに精一杯抵抗してるというのに、身体はいとも簡単に持ち主を裏切ってくれた。

「やぁんっ！」

　嘘。俺、なんて声……。

「お前のイイトコロはもう全部開拓ずみだ」

　嘘だろ。

　昨夜、一回ヤっただけじゃないのかよっ!?　なんでこんなに……!?

　だけど、相原の長い指に内壁を擽くすぐられると、どうしようもなく身体が震えて、奥まった場所からジワジワと快感が湧き起こってくる。

　いつの間にか三本に増やされた指が、俺のなかを好き勝手に蠢いて、俺は指だけで泣き喚いた。

「あ……あぁ……や、ダメ、そこ……っ」

　指を埋め込まれた場所から濡れた卑猥な音が聞こえて、ますます劣情を煽られる。

　経験したことのない快感。

　この見た目のせいで、男女間わず相当遊んでそうに見られがちだけど、俺はさほど経験豊富ってわけじゃない。こんなとこ弄いじられたのなんて、（昨夜は記憶がないし）はじめてで……こんなに凄いなんて、知らなかった。

「……は…っ……あぁ…っん……っ」

　恥ずかしい声が、あとからあとから溢れてくる。

「指だけでイクなよ」

　耳元に囁かれて、同時に俺を苛さいなんでいた指が引き抜かれ、俺は浅ましくも腰を揺らしていた。

　やだ、抜かないでくれよっ！

　恥ずかしい懇願の声を上げかけたとき、淋しさにヒクつく場所に、熱い塊が触れ、俺は息を呑んだ。

　火傷しそうに熱くて、もの凄く巨おおきいのがわかる。

　不安に顔を上げれば、額に汗を浮かべた牡の顔。

　その欲情に濡れた瞳が近づいてきて、口づけられる……と同時に、熱く爛れた場所を、猛った牡が切り裂いた。

「──────────っっ!!」

　声にならない痛み。

　あれだけ馴らされても、それでも本来その機能を持たない場所は、男の侵入に悲鳴を上げた。

　──馴れてなんかいるわけないか、まだ二回目なんだから……。

　そんなことを妙に冷静に考えながら、俺は内部にある相原自身をリアルに感じはじめていた。

　貪るように俺に口づけながら、なかで暴れる欲望。熱くて硬くておっきくて……脈打つ鼓動がダイレクトに伝わってくる。

　抱き締める腕が、食えない表情の裏に隠された激情を、俺の肌に直接伝えてくる。

　──『おまえが欲しい』

　求められる言葉が、俺の仮面を剥はがしていく。

　一枚一枚暴いていく。

　相原しか知らない、本当の俺を……。

「泉……」

　ばっか。

　なんだよ、その恋人に呼びかけるみたいな甘ったるい声。

　余計、感じちゃうだろ。

「は……あぁ…んっ」

　激しい律動。

　息苦しいほどの快感に、生理的な涙が滲む。

















　頬に零れた涙を追いかけるように、相原の口づけが肌を伝う。

　やさしい愛撫の一方で、繋がった下肢では、凶暴な欲望が、俺の内壁を容赦なく突き上げ、どちらのものとも知れない蜜液が、濡れた音を立てている。

　指で弄られた場所よりも、もっと奥。そこを熱い切っ先で抉えぐられるたびに、信じ難いほどの快感が爪先から頭のてっぺんまで駆け昇って、俺は身悶えた。

「あっ……あぁ…っ……あぁっ！」

　切り裂かれるような痛みの先にあったものは……気の遠くなるほどの、快楽。

　犯される屈辱さえも凌りょう駕がしてあまりあるほどの、それは悦楽の絶頂だった。

「泉……泉……っ」

「あ…あ…いっ……こ…じぃ……っ」

　晃こう次じ……っ。

　瞼の裏に閃光が弾けて、俺の欲望が腹に弾けたのを感じたのと同時に、相原の欲望がドクンッと弾ける。俺の中に熱い飛沫が叩きつけられるのをリアルに感じて、俺はあられもない声を上げていた。










　俺って、こんなに流されやすいやつだったっけ？

　脳味噌がクールダウンしてから反省しても、後の祭りだ。

　思い出したくもないほど激しい情事の後、俺は、理不尽にも相原の胸に抱かれる恰好のまま、指一本動かすのも億劫なほどの気だるさに、ぼんやりと窓の外を眺めていた。

　よくよく見たら、ここは俺の部屋じゃなくて相原の部屋で、週末の昼間からサカッてしまった俺たちを嘲あざ笑わらうかのように、太陽はすでに右に傾きはじめている。せっかくの土曜日を、俺たちは丸一日ベッドの上で過ごすことになってしまったようだ。

　起き上がれなくなった俺を抱きかかえて風呂に入れてくれて、やめろ！　って言ったのに、隅々まで洗ってくれた相原は、さっきから一言も口をきかない。

　風呂場で散々暴れてやったから、さすがのやつも疲れきったのかもしれない。

　かくいう俺も、なんかもう文句を言う気力もなくなって、そのまんま。

　取り替えられたシーツは気持ちいいし、窓から差し込む陽射しはあったかいし、このままウトウトしてるのも悪くない。

　まあ、文句があるとすれば、いまだに素っ裸のまま相原の腕のなかに抱かれているこの状況と、ちょっと腹が減ってるってことくらいか。




「おまえ、なんであんな妙な寝方するんだ？」

　突然、相原が口を開いた。

「妙な寝方？」

　ああ、あれか。壁に寄り添って寝る癖。

「別に……なんか安心するんだよ」

　裸で抱き合ったまま交わす会話が、こんなに恥ずかしいものだとは思わなかった。

　なんか……めちゃくちゃエロい感じ。やつの腕は俺の肩を抱いたままだし、俺はやつの胸に顔を埋めてるような恰好だし……。

「何かに寄り添ってれば安心して眠れるのか？」

「……たぶん」

　なんでそんなこと気にするんだよ。俺の癖なんてどーでもいいだろ。

　うちは母親しかいなかったから、物心ついたときにはひとりで寝てたんだ。母親は夜の仕事してたし。淋しいなんて言えなかったんだよ。「三つ子の魂百まで」って言うだろ。

「壁より俺のほうが良くないか？」

　は？

「壁は冷たいし硬いだろ？　俺なら毎晩こうやって抱き締めて寝てやるぞ」

「な……な……なに言って……」

　俺を抱き締めていた腕に力が込められ、触れ合っていた肌がさらに密着する。

　慌てて抵抗しようとして振り上げた拳は大きな手に受け止められ、あっという間にやつの身体の下に敷き込まれてしまった。

「ふ、ふざけんなっ！　離せっ!!」

「ふざけてない」

「お、俺たち、ライバルだろっ！　そんな関係じゃ……」

「言ったろ。俺はずっとおまえを抱きたいと思ってた。研修のときからずっとだ」

　──………え？

「な、何言って……ふざけてキスとかしておいて、いい加減なこと言うなよっ！」

　そうだ。こいつは新入社員研修の二人部屋で、寝起きの俺にふざけてキスなんか仕掛けてきて、散々からかってくれたんだ。

「本城の寝顔が拝めるなんて、俺はツイてるな」とかなんとか、ふざけたこと抜かしやがって！　あまつさえ、「キスだけで真っ赤になって、意外と可愛いんだな」などと正面切って言われたときの屈辱といったら……っ!!

　思わず、本性丸出しで怒鳴ってた。

　結果、俺はせっかく被ってたクールビューティの仮面をアッサリ剥がされて、以来こいつが苦手でキライでしょうがないんだっ!!

「あれも、ふざけてなんかなかった」

　──……!!

「ホンキだ。ホンキでおまえにキスしたいと思った。だからした」

　したいからってなんでもしてたら、犯罪だろうがっ！

　なんだよ、じゃあ、はじめっからおまえ、俺のことそんな目で見てたのか？　女見るみたいに？

「……手ぇ離せ」

　自分でも驚くほど低い声。

　凍った表情。

「俺はおまえのオンナになってやる気なんか、これっぽっちもない」

　相原の表情が硬くなるのが見て取れて、なぜか胸がツキンと痛む。

　くっそ。なんで俺がこんな嫌な気分にならなきゃなんないんだ。さっきまではあんなに……あんなに……。

「離さない。俺はこれから毎晩、おまえを抱いて眠るって決めたんだ」

「か、勝手に決めるなっっ!!」

「素直になれよ」

「充分素直だっっ!!」

　喚き散らそうとした俺の口を、相原の唇が塞いでしまう。

　おい、やめろって。

　密着した肌から伝わる熱と鼓動が、俺から怒りのボルテージを下げてゆく。抱き締められる腕の強さに、不覚にもホッと安堵してしまいそうになる。

　ダメだダメだっ！

　そんな女々しいのは俺じゃないっ!!

「俺は、おまえとはライバル以上の関係になるつもりはないっ！」

「そうか」

　おいっ！　人の話を聞けっ!!「そうか」じゃないだろっ！

　お、おい……ちょっと……なんだその手はっ。

「あ、相原っ!?」

「晃次って呼べよ」

　ばっかやろ──！　誰が呼ぶかっ!!

　……じゃなくて、おい、ダメだって、俺もう無理っ！

「あぁ……っ！」

「感じやすいな、泉は」

　勝手に名前で呼ぶなっ！　お、おまえが上手すぎるから……っ！

「ダメ……もう、動けな……」

「いいさ。明日もずっと抱き合ってればいい」

　よくない！　絶対によくないっ！

　だけど、知ってしまった快楽から逃れる術すべはなくて……俺、どうしたらいいんだろう……。

　ぐるぐる悩む俺の都合などまるっきり無視で、相原は慣れた手つきで俺の身体を追い上げてゆく。あまりの強引さに白旗を上げた俺は、それでも心のなかで空しいイイワケをつづけていた。

　──俺たちはライバルであって、それ以上でもそれ以下でもないんだからな！

　抱き締める腕に酔いながらも、俺は諦め悪くそんなことを考えていた。





　　　　　イイワケ　その２




　廊下の角を曲がったところで後ろから腕を掴まれ、俺は思わず仰け反りそうになった。

　つづいて、我が身に起きた事態に納得しかねるものの、馴染んだ身体はそれを受け入れてしまう。

　キス。

　誰も来ないオフィスビルの端。

　その非常階段に差しかかる廊下の隅で、俺は同僚の相原に抱き留められ、口づけられた。

　ひとつ上の階にある法務部に行こうと、わざわざエレベーターを待つのも煩わずらわしく、階段を上ろうと思っただけだったのに……なんでおまえがこんなとこにいるんだっ。

「……んっ……」

　ここ数週間で馴らされた行為に、身体が熱を帯びはじめて、俺は慌てて相原の背を叩く。

　離せよ、バカっ！　誰かに見られたらどーすんだっ！

　俺の抵抗などものともせず、相原の行為はますます大胆になり、慣れた仕種で絡め取った俺の舌をきつく吸い上げる。

　途端、俺の膝から力が抜け、ガクンと相原の胸に崩れ落ちた。

　やっとの思いで解放されて、息苦しさに喘ぐ。

「て…め……会社だぞ、ここは…っ」

　俺の腰を抱き寄せる暴漢にしがみついた恰好のままでは、抗議は抗議にならないと思いつつも、俺はやつを睨み上げる。

「昨日からずっとすれ違いだっただろ？」

　それがどうした。

　お互い担当が違うんだから、そんなの当たり前だろーがっ。

　で？　と聞きたそうな顔をしていたのだろう、相原が端正な眉を顰しかめて溜息を吐つく。

「ホントにつれないな、泉は」

「会社じゃ名字で呼べって言っただろっ！」

「いいじゃないか、誰が聞いてるわけでもないんだし」

「そういう問題じゃないっ！」

　馴れ馴れしいって言ってんだよ！　一回…や二回や三回……もっとかもしれないけど、寝たくらいでいい気になってんなよっ。







　部の呑み会で、酔っ払ったあの夜。

　決して酒には弱くないはずの俺が前後不覚になってしまったのは、ひとえに例のクレームと部長がどっかから貰ってきた風邪のせいであって、決して俺自身のせいではない。

　酔い潰れたところを見つけて部屋に連れ帰ってくれたのがこいつだったとしても、その後のことを考えれば、礼なんか言う必要もないことだ。

　このスマートな二枚目を気取ったエリートサラリーマンを地でいくような男は、しっかりスッパリと送りオオカミになってくれた。

　俺の意識がないのをいいことに、ヒトの身体、好き勝手しやがって！　俺は怒ってるんだ！　なんでおまえとこう毎日毎日イチャイチャしてなきゃならないんだよっ！

「とにかく離せっ」

「今晩、来られるだろ？」

　……。

　言外に含まれる、セックスの誘い。

　相原の腕のなかで過ごすその時間は、決して苦痛ではない。それどころか……。

　でも、

「行かない」

「なんで」

　なんでじゃねーだろ──！　このバカっ!!

「こう毎日毎日やってたら、身体がもたねーつってんだよっ!!」

　やつの胸むな倉ぐらを掴みながらドスをきかせた俺に、しかし、やつは怯む様子もない。

「二日か三日にいっぺんだろ？」

　充分すぎるっ！

「とにかく行かないからな」

　まったく……。

　あの晩からこっち、俺がどんなに嫌だと喚いても抵抗しても、相原は一向に聞き入れず、天文学的なずうずうしさで俺を構いつづけている。

　キスもセックスも、いつの間にやら丸め込まれて、気づけば身体は馴染みはじめてて……。

　いけないと思うんだ。

　だって、俺たちはライバルで、男同士で……それ以上でもそれ以下でもないはずで……。

　踵きびすを返して階段を上ろうとした俺の腕を掴み、今度は後ろから抱き締めてくる。

　懲こりない男だな、おまえも。

「だから、離せってば。法務に書類取りに行って、その後アポが入ってるんだよ」

　力ずくの抵抗が無駄だと悟り、俺は溜息交じりに相原を諭す。

「泉がいい返事聞かせてくれたらな」

　お、おいっ！　耳に口づけるなよ！　擽ったいんだってっ！

「…やっ……ぁ…っ」

「せっかくの週末なんだ。楽しく過ごそうぜ。美う味まいもん作ってやるから」

　だから！　なんでせっかくの週末を、おまえと過ごさなきゃならないんだよっ！

「何食いたい？」

　耳じ朶だに落とされる、問いと口づけ。

　ダメだ……そんなとこ…痕が残る……。

「相原…やめ…っ」

「感じる？」

　こ…の、恥知らずっ!!

「あ……ん…っ」

　項うなじを舐められ、耳朶を食はまれ、腰にじんっと熱い疼きが湧き上がってきて、俺は身じろいだ。

「泉？」

　囁くように熱い声が落ちてきて、俺は抱き締める相原の腕に縋りついた。

「鍋……」

「え？」

「鍋がいい」

　掠れる声でリクエストを告げる。

「ＯＫ！　水炊きにするか？　それとも魚すき？」

「……こないだの団子のやつがいい」

　先週末、やっぱり相原の部屋で食べさせてもらった鍋を思い出し、口にした。

「鶏団子か？」

　やつの胸に背を預けながら頷うなずく。

　なんか……手作りって感じで美味かったんだよな。

「わかった。早目に片付けて帰ってこいよ」

　なんだかんだ言って結局今日も丸め込まれた俺は、やっぱり頷くしかない。

　なんでこうなるんだ？

　俺は嫌なはずなのに。

　ニヤリと余裕の笑みを浮かべる男を一瞥し、俺は今度こそ階段を上った。

　こんなことなら、端はなからエレベーター使うんだったよ、まったく。










「おい、ほら、あとひとつ食っちまえよ」

「ダメ。無理。もう入らない」

　鍋に残った最後の一個の団子を、相原が俺の取り鉢に投げ込む。

　あの後、予定通りにアポを済ませ、残業もそこそこに俺が相原の部屋を訪れたときには、外回りから直帰していた相原は、すでにキッチンに立っていた。

　何か手伝おうにも、家事一切がてんでダメな俺は、かえって足手まといになることが最初の何回かでわかっているから、一切手を出さない。

　皿くらいは並べるけど、それだけで、後はリビングのソファーでテレビを見ながらテーブルが整うのを待つだけだ。

　悔しいが……相原の料理は美味い。

　最近では男でも料理くらいできなきゃ嫁の来手もないらしいが、その点ではやつは合格点だと思う。俺なんか、長年一人暮らししてたって、なんにもできやしないのに……。なんでこうも違うんだ？

　最後の団子をどうにか腹に収め、俺はそのままソファーに倒れ込んだ。

「こら。食ってすぐに寝ると牛になるぞ」

　……。

　ジ、ジジくさい……。

　見た目、さすが〝結婚したい男社内ナンバーワン〟なだけはある、めちゃくちゃイイ男のくせして、妙に生活感があったりするんだ、こいつは。

「おまえが無理やり食わせるからだろー」

　人間、美味いものを食ってると、それだけで幸せな気分になれるから現金なものだ。それが大嫌いなやつの作った飯であったとしても、美味いものはしょうがない。

　腹が膨れれば気持ちも緩んで、次には睡魔が襲ってくる。それが自然の摂理。

　しかし忘れちゃいけないのは、ここは相原の……俺を狙うオオカミのテリトリーだってことで……。だけど、一週間分の疲れもあって、俺の脳は危険信号を発することもなく、休むことを選んだようだった。










「ん……？」

　なんか…擽ったい……？

　腹のあたりとか、スースーするし…それになんだか……。

「え!?　うわぁっ！」

　俺は覚えのある感覚に、慌てて飛び起きた。

　──が、起きないでそのまま寝てればよかったと後悔する。

　半身を起こした俺の視界に真っ先に飛び込んできたのは、いつの間に裸に剥むかれたのか、相原の口に出で挿いりする、俺の…その…なんだ……。

　つまり、やつが俺のナニを咥くわえてるところだったんだ。

　何度もされてる行為だけど、でも、こんなふうに直視したことはなくて……ど、どうしようっ。

　焦る俺など気にする様子もなく、相原は舌を絡めつづける。

　ぴちゃっと濡れた音がして、俺は耳を塞ぎたいほどの羞恥に襲われた。

「や…ぁ……あ、あいは…ら……っ」

　バカっ！　ねだってるわけじゃねぇよっ!!

「やめ……離せ……っ!!」

　やつの頭を押し返そうとした途端、先端をきつく吸われて、俺はシーツに仰け反った。

「あ…あ……っ」

　相原の愛撫は巧みで、俺の身体からは抵抗の力も抜け落ちてしまう。先端をぐりっと抉られて、俺はたまらず喉を鳴らした。

「は…っ…あぁっ！」

　俺の飛沫を、相原が嚥えん下かする生々しい音。

　その厭らしさに、俺は眩暈にも似た感覚を覚え、動けなくなってしまう。

















　いつものことだ。ここ何回かで馴らされた、相原のやり方。

　長い指がすぐに後ろを撫でてきて、綻びはじめた襞を擽られると、俺の腰は燻くすぶる熱に揺れはじめる。

　恥ずかしい。

　わかってても、やめられない。

　指で拓ひろげられた場所に湿ったものが触れて、じわじわとそこを濡らしはじめる。舌先で突つかれ、中を擽られると、それだけで一度放った欲望が、再び頭を擡もたげはじめる。

　増やされた指に奥まで押し拓ひらかれて、悦楽への期待に身体が震え、俺は相原に縋りついた。

「あ……はぁ……っ」

「気持ちいいのか？　指に絡みついてくるぞ」

　厭らしい言葉にも煽られて、俺はささやかな抵抗で、抱き寄せたやつの背に爪を立てる。

「わかったよ。欲しいんだろ？」

　熱い切っ先が、触れる。じわりと狭い入り口を掻き分けて、灼熱の塊が挿はいってくる。

「う……くぅ……っ」

　最初の衝撃だけは、まだ馴れない。けど、一番広がった部分が挿りきってしまうと、わりとすんなりと収まってゆく。

　身体の一番敏感な場所で感じる、相原の鼓動と熱さ。

　襞が収縮して、よりリアルにそのカタチまでをも感じてしまい、俺は恥ずかしさに相原の肩に顔を埋めた。

「泉？　キツイか？」

　気遣う、やさしい声。

　それにただ左右に頭かぶりを振って応える。

　ドクドクと脈打ち、欲情に打ち震える相原の昂ぶり。俺の最奥まで押し挿り、中でさらに熱さと巨きさを増してゆく。

　俺が馴染むのを待って、相原が動きはじめる。

　はじめゆっくりと、やがて腰が壊れそうなほどに強く激しく打ちつけられる。耳に届くのは、粘着質な濡れた音と煩うるさいほどの鼓動と、そして、俺の名を呼びつづける相原の、甘く響く声。

　俺はただただ、相原の背にしがみついてるしかできなくて、意味をなさない声を上げながら、波に攫われてゆくだけ。

「あ…ぁ……あぁぁんっっ！」

　昇りつめた先で閃光が弾け、俺は広い背中をきつくきつく抱き締めた。










　俺の辞書には、学習って言葉が欠落しているのだろうか。

　今週も、やっぱり俺は相原の腕のなかで目覚めてしまった。

　どっぷり自己嫌悪に陥りながら目覚める、何度目かの土曜日。




　下半身の感覚がない。

　こいつ……俺が気い失った後も、ガンガンやり捲りやがったなっっ!!　信じられんっ!!

　だけど、悔しいことに、こいつに抱かれて眠るようになってから、俺の眠りは深く心地好いのも事実で……それを認めたくなくて、ついつい悪態をついてしまう。

　なんでだ？　俺はこいつがキライなはずなのに……。

　同期入社でライバルで、社内で唯一俺の本性を知っていて、俺を無理やり抱いた男。

　ヒトの話なんか全然聞かなくて、信じられないくらい強引で……。

　だけど、入社以来、猫被り捲ってクールビューティを演じつづけてきた俺にとっては、唯一自分を曝さらけ出せる相手なわけで……つまりは遠慮がいらないってことで……都合のいい相手なんだよな。いろんな意味で。

　そう、いろんな……。

　ちゃんと考えなくちゃいけないことはわかってるけど、今はまだ、考えたくない。

　──まだ早いな。

　ベッドヘッドの時計を確認して、俺は再び布団に潜り込む。

　俺を抱く相原の腕は緩まない。だから、しかたなく、俺は再びやつの胸に擦り寄った。

　しかたないんだ。こいつが俺を離さないんだから。

　俺は何かに寄り添ってないと寝られないし。

　だから……しかたなく。

　それだけだ。





　　　　　イイワケ　その３




「くそっ」

　俺は小さく舌打ちして、しかし表面だけはクールに、デスクのノートパソコンを閉じた。

　今月の営業成績が、ネットワーク上の社内掲示板にアップされていた。悔しいが俺は、僅差でライバルの相原に負けた。

　それも、二ヶ月連続で、だ。

　冗談じゃない。

　黙ってりゃ氷の美貌と言われるこの顔を最大限に利用して、俺は相原と互角にやり合ってきた。あいつがトップを取れば、翌月は必ず俺が取り返す。その繰り返し。

　二ヶ月連続であいつにやられるなんて、今までなかったことだ。




　原因は、わかりきっていた。

　アイツだ。相原本人。

　先月の呑み会の後、あいつはしっかりと送りオオカミになってくれた。

　いや、正確に言えば、酔っ払って前後不覚になってしまった俺が、相原の自宅に連れて行かれて、そこで……ってことなんだけど……。

　ともかく、俺たちは望まない肉体関係を持ってしまったんだ。

　しかもズルズルとその関係はつづいていて……。

　けど、望まない……と思っているのは俺だけのようで、当の相原はすこぶるご機嫌だ。

　ウンザリするほどマイペースに、俺を構いつづけ、ホンキなのか冗談なのかわからない口調で、俺を口説きつづけている。

　おかげで、日常のペースを乱され捲りの俺は、ハッキリ言って仕事どころじゃない。

　どんなにやつの腕に抱かれて眠る夜が心地好く、深い眠りを齎もたらしてくれたとしても、会社でまでちょっかいをかけられて、毎日毎日俺は心休まるときがないんだ。

　こんな状況で二位につけているのだから、それはそれで褒めてほしいくらいだけど、でも、そんなことを許せるほど、俺のプライドは低くなかった。







「飯食いに行こうぜ」

　後ろから肩を叩いてきた男に、俺はピクピクとこめかみが痙けい攣れんするのを禁じ得ない。

　このやろ～～～！　よっくも平然と～～～っっ!!

　バシッとその手を叩き落し、俺は無視を決め込む。

「ご機嫌斜めなんだな～。眉間に皺しわなんか寄せてると、可愛い顔が台無しだぜ」

「……なっ……！　だ、誰が可愛いんだっっ！」

　キッとやつを睨みつけ、スーツの襟元を掴んだ俺に対して、やつは怯む様子もない。それどころか、何が楽しいのかニヤニヤと感じの悪い笑みを口元に張りつかせている。

　俺がもう一言二言文句を言ってやろうと口を開きかけたとき、黄色い……というよりはピンク色がかった声が相原の背後から聞こえてきた。

「やだもう～、またやってる」

「相原君ったら、懲りないわねぇ」

「本城さん、追いつめちゃダメですよぉ～」

　甲高い声で言いたい放題まくしたてているのは、我が課のかしまし娘……じゃなかった、紅三点、食えない人妻・上うえ野のさんと、泣く子も黙るキャリアウーマン・三枝さえぐささんと、短大出たばっかりの新人類・青あお木きさん。

　にしても……なんだ？　その意味深な発言は……？

「また」って何？

「懲りない」って誰が？？

　誰が「追いつめられてる」って？？？

「ふふふ。相原君、あんまりしつこくすると、嫌われちゃうわよ」

　悪魔の三日月目をした上野さんが、相原の背を突つく。

「大丈夫ですよ。照れてるだけですから」

　おいこら。なに勝手に答えてるんだっ。

「ええ～～!?　じゃあ、もう、二人はラヴラヴ～～？？」

　あ、青木さん……君、いったい……。

「まったくもー。こーんなイイオンナが近くにいるってーのに。失礼しちゃうわ」

　いや……どっちか選べって言われたら、俺は三枝さんのほうが……。

「あ…あの……？」

　やっと口を挟む隙を見つけて言葉を発しかけた俺に、美女（…としておこう、後が怖いから…）三人がぐるんっと振り向いて、口を揃えて言い放った。

「本城君ったらいいわねぇ、愛されてて」

「〝結婚したい男ナンバーワン〟をゲットだもんね」

「やーん、もう、果報者～～！」

　……。

　絶句する俺を置き去りにして、三人はそそくさと昼食をとりにオフィスを出て行った。




「どーゆーことだっ!?」

　地を這うような声でやつの首根っこをぐいぐいと絞め上げながら、問う。

「おいおい、俺を絞め殺す気か？」

　できるもんなら、この場でやるぞ、俺はっっ!!

「三人のあの反応はなんだっ!?」

「応援してるんだと」

「誰を!?」

「俺を」

「～～～～～～っ!!」

　ふ、ふざけんのもいいかげんにしろっっ!!

「なんでバレてるんだよっっ!!」

「何が？」

「俺たちの関係だよっっ!!」

　イライラと胸倉を掴んだ俺に、相原はますますいや～な笑いを浮かべ、俺を見下ろした。

「関係って？」

「……っ！」

　くそっ！　ヤなやつっ!!　これじゃ誘導尋問じゃないかっ！

「もういいっ」

　こいつには何を言っても通じないんだ。まともに相手になった俺がバカだったよ。

　掴んでいた襟首を突き放して、さっさとひとりでオフィスを出ていこうとした俺を、相原が宥なだめるように後ろから抱き締めてくる。

「ば、バカっ！　こ、こんなとこでっ！」

「おまえがつれなくするからだろ」

「こーゆーことしてるから、バレるんだよっ！」

　しかも、あの三人にバレてるだなんて……考えただけでも、先が恐ろしいぞ、俺はっ！

「いいじゃないか、応援してくれてるんだし」

　俺はちっともよくないっ!!

「そーゆー問題じゃないだろっっ!!」

「まったく煩いな～。最近すっかりクールビューティの仮面も剥がれちまって、可愛いったらないんだから」

　大きな手で俺の口を塞ぎ、オフィスの出口方面へと俺の背をぐいぐい押す相原の腕を振り払い、俺は諦め悪く噛みつく。

「誰のせいだと思ってるっっ!!」

「はいはい。責任なら取ってやるよ」

「いらんっ！」

「照れるなよ」

「照れてないっ！」

　あぁ、もう、このメビウスの輪のような会話を、誰かなんとかしてくれ……。

　俺の罵声など聞き流し、相原はランチの選定に入っている。俺はもう何も言う気力もなくなって、とうとう黙り込んでしまった。

　こいつの言いなりになるのは気に食わないけれど、どうにもこうにも、こいつは俺には御ぎょしきれない。

　こうして今日も、相原のペースに巻き込まれ、俺は苦心して被りつづけた仮面が、さらに剥がれていくのを感じていた。










　俺のいけないところは、流されやすいところだと、先日気づいたばかりだ。

　昔はそんなことなかったはずなのに、なんで最近はこうなんだろう……。

「泉……」

　ソファーを背もたれ代わりにして床に座り込み、食後のコーヒーを味わっていた俺を、相原の腕が抱き寄せる。

　なんでこうなるんだろう……。

　嫌なんだ。

　俺は毎回断るんだ。

　なのに、相原に強引に押し切られて、一緒に退社して、買い物して、相原の手料理をたんまりご馳走になって、そして今に至る……。

　これが、ここのところの週末の定番の過ごし方になっているあたり、まずいと思うんだ、ホント。

「ほら、これ」

　相原がテーブルの上に置いたのは、映画のチケット。

「おまえ、見たがってただろ？」

「これ、招待券じゃないか。どうしたんだ？」

　俺はさほど映画好きってわけでもないけれど、でも、テレビスポットを見て、これは観てみたいと思ってた話題の映画だ。

「知り合いが協賛会社に勤めててさ。貰ったんだ」

「へー。ラッキー。明日混んでるかな？」

　何気なく言った俺に、相原はニヤリと笑って、チケットを取り上げた。

　なんだよ。俺のために貰ってくれたんだろ？

「明日は、俺とデートしてくれるわけだ」

　相原の言葉に、俺はやっと自分の失言に気づいた。

「べ、べつに……おまえと一緒に行くって言ったわけじゃ……」

「じゃ、これは没収」

　手にしたチケットをヒラヒラとちらつかせて、相原は俺の肩を抱き、耳元に囁く。

「……じゃあいいよ、もうっ」

　やつの腕を振り払い、すっくと立ち上がると、俺は、ソファーにかけたスーツの上着を引っ掴んだ。

「拗すねるなよ」

　だからっ！　拗ねてないってっ!!

　寸前で俺の手首を掴んで引き戻し、その腕のなかに抱き込んでしまう。

　相変わらず手が早いな、こいつはっ！

「たまにはデートぐらい、いいだろ？」

　俺の機嫌を伺うように真っ直ぐな瞳が覗き込んできて、俺は一瞬返答につまった。

「たまにはって……週末はいつも一緒にいるだろ」

　会社でだって毎日顔合わせるんだし……。

「映画観て、買い物して、たまには外で食事して……ダメか？」

　ずるいやつ。そんな聞き方して。

　それじゃ、嫌って言えないだろっ。

「ダメ……じゃない…けど……」

　ブツブツ。

「よし、じゃ、決まりな」

　そう言って、俺をぎゅーっと抱き締め、髪に口づけてくる。

　バカっ！　やめろって！

　両腕を突っ張ってやつの身体を引き剥がそうとすると、今度は器用に俺のシャツのボタンを外しにかかる。

　あ、おいっ。

「離せよ。ヤだからなっ」

「明日起き上がれないほどにはしないさ」

　そういう意味じゃないっ！

「そーじゃな……っ！」

　文句を言おうと開いた唇を塞がれ、俺の罵声は相原の口腔に吸い込まれてしまった。

　熱い舌が口内を蠢き、俺の官能を呼び覚ます。

　やば……俺、弱いんだよ……こうされると……。

「……んっ……」

　口蓋を舐められ、舌の根元を強く吸われ、俺の身体から力が抜け落ちてゆく。その間にも、はだけたシャツの内側を相原の手が這い、すでに芯を持ちはじめた胸の突起を、押し潰すように捏こねる。

「泉……ここでするか？　それともベッド行くか？」

　首筋を舐め上げながら、相原が尋ねてくる。

　聞くなよっ！　そんなことっ。

　もう身体は二進にっちも三進さっちもいかなくなっていて、ただひたすらこの燻る熱が解放されるのを待っている。

「ここは……ヤ……」

　ハッキリ口に出すのが躊躇われて、俺はただただ首を横に振る。

　したくないのに……ダメだと思ってるのに……身体だけ焚たきつけられて、教え込まれた快楽から逃れる術はなくて……。でもソファーの上じゃ恥ずかしいし、だからといってベッドに行ったら、それこそもう逃げ場はなくなるし……でももう、身体は相原の与えてくれる愛撫を待っていて……。

　俺の額に軽く口づけると、相原は軽々と俺を抱き上げた。

　こういうところが、憎たらしいんだ、こいつは。

　俺だって、同じ男なのに……なのに、何やったってこいつには敵わないって思い知らされる気がする。

　でも、相原の腕が安心できる確かさを持っているのも本当で、俺はますますいたたまれなくなるんだ。なんでかわかんないけど。

　男二人が寝ても充分に広いキングサイズのベッド。

　もともとは相原の姉さん夫婦が住んでいたというこのマンションは世帯向けで、三ＬＤＫあるから、ベッドルームにこれがあってもさほど違和感はない。でも、俺とこうするためにあつらえたような印象があって、見るたびに顔が赤らむ。

　そこに俺を下ろすと、半分脱がしかけてあった俺の衣類を次々と剥ぎ取り、ベッドサイドの椅子の背に投げる。そして自分も躊躇いなく衣類を脱ぎ落とすと、俺に覆い被さってきた。




　素肌と素肌とが触れる感触に、俺はホッと息を吐く。

　なんでこんなに安心できるんだろう……。

　俺は女じゃないから、逞たくましい腕に守ってもらいたいなんて、カケラも思っちゃいないはずなのに……なのに、ホンネを言えば、俺はこうして抱き締められているのが嫌じゃなかった。

　嫌どころか、肩を抱かれるのも、口づけられるのも、こうして相原の腕のなかにすっぽりと抱き込まれるのも……ホントは凄く嬉しいんだ、俺。

　そのことに最近気づいて、ひとりでジタバタしてしまった。

　ずいぶん長い間、抱き締めてくれる温もりを知らなかった俺には、一度知ってしまった安心感は、もう底なしだ。知らなければ、きっと知らないままで済んだかもしれないのに……。

　あぁ、もう。やっぱ問題あるよな。マズイよな。なんで俺……。

　そんなことを考えてたら、思わずやつの背にぎゅっとしがみついてしまっていたらしい。訝いぶかしんだ相原が、俺を覗き込んできた。

　な、なんでもないったら！　見るなよっ！

　ぷいっと顔を背けた俺に、相原は小さく笑って、力いっぱい抱き締めてくる。

「おい……苦しいつて」

「泉、可愛い」

「か、可愛いわけないだろっ！　俺だって男だぞ！」

　イイトシした男が可愛いなんて言われて、喜ぶと思ってんのかよっ！

「わかってる。怒るなよ」

「おまえが怒らせるようなこと言うんじゃないかっ」

　これ以上余計なこと言ってると、させてやんないぞ。

　言いたいことが顔に出てたのか、相原は小さく苦笑すると、啄むように口づけてきた。何度も何度も、いったん冷めかけた欲望を思い出させるかのように、羽根のようなキスが繰り返される。

　肌を伝う掌の熱さに、俺の体温も上がりはじめる。その後を追うように、相原の唇が肌を啄み、チクリとした痛みを伴いながら、その痕跡を残していく。

　相原に触れられていない場所はないくらいに身体中弄られ、追い上げられて、でも決定的な刺激が与えられなくて……燻る熱がじれったさを訴える。

「あ…あいはら……」

　とうとう音を上げてやつの名を呼んだ俺に、相原は弄っていた左胸から顔を上げ、濡れた唇をペロリと舐めた。

　あの舌が俺の身体中あますところなく舐めまわっていたのかと思うと、眩暈にも似た羞恥が襲ってくる。でも、今の俺は、このもどかしい状態をどうにかしてほしくて……ただそれだけで……。

「そんな目で誘って……ダメだろ？」

　何がどうダメなんだ？　だって……おまえが焦らすから……。

「あ……っ……あぁ…んっ」

　相原の大きな手が俺の欲望を握り込む。すでに勃ち上がって雫を零しはじめていたそれは、濡れた音を立てて、ますます俺を追いつめた。

　先走りの液が双丘の狭間を伝い、奥まった秘部を濡らしている。欲望を握っていた相原の手が奥へと伸び、俺に確認するようにその場所を突ついた。

　指の腹で二、三度撫で上げ、すでにそこが柔らかくなっているのがわかると、おもむろに侵入してくる。骨ばった指が繊細に動いて、知り尽くした身体を拓いてゆく。

「ん……や…ぁ……っ」

　いつの間にか三本に増やされた指が中で蠢き、俺の感じる場所をぐいぐい押し上げる。

　あ……ダメ……そこ……っ。

「やぁ……っ」

　あとちょっとというところで指が引き抜かれ、潤んだその場所が淋しさを訴える。その浅ましさに羞恥を感じる隙も与えず、相原の欲望が埋め込まれた。

「あ……ぁ……っ」

　熱い……。

　悔しいけど、俺の身体は、女のように愛される快楽を知ってしまっている。この熱さを知ってしまったら、もう、逃れられない……。

「泉……泉……」

　俺の唇に瞼に目尻に口づけながら、相原が俺の名を呼ぶ。もっと呼んでほしくて、俺はしがみつく腕に力を込め、広い背に爪を立てた。

　それに煽られるように、一層激しさを増す律動。相原の腹筋に擦こすられて、俺の欲望も扱かれる。

　繋がった場所から聞こえる、淫いん靡びな音。

　浅い場所を掻き回され、深い場所を突き上げられ、相原から与えられる快感に、我を忘れるほどに翻弄される。

「泉……イイ？」

　耳朶に落とされる囁きも、熱く濡れていて……俺の中で暴れる欲望と、汗に濡れた広い背中と、欲情に掠れた甘い声が、俺を悦楽の淵へと突き落とす。

「あ…ん…っ！　イイ……っ！　も…やぁ……っ！」

　激しすぎる快感に撥はねる背を、相原の腕がぎゅっと抱き締めてくれる。それに促されるように、俺も相原の背にしがみつき、知らずとキスをねだっていた。

　ゾロリと口蓋を舐められて、感極まった声が溢れ出る。しかし、激しいキスの隙間に零れ出る声は、息も絶え絶えだ。

「あ……あ…あぁっ……こ……じ……っ」

　我を忘れたときにしか、呼べない名前。

「晃次……っ！」

　背を突き抜ける悦楽に、意識が霞む。

　俺の欲望が弾けたのを感じたのとほぼ同時に、体内に、相原の欲情が注ぎ込まれるのを、感じた。







　疲れた身体を相原の胸に預けながら、気だるくまどろむ。

　明日もまた、俺は目覚めると同時に、深い自己嫌悪に苛まれるんだろうな……きっと。

　でも、なんかもう今は、どうでもいい。

　相原の腕に抱かれて規則正しい心音を聞いていると、赤ん坊のように眠くなってきて……髪を撫でる大きな手の感触は気持ちいいし、今日はもう寝てしまおう。

　明日は……映画観に行くんだっけ……。

　買い物にも付き合ってやってもいいけど、夕飯は……外食じゃなくていいや。また鍋でもしてさ。中華もいいけど。とりあえず相原の手料理のほうがいい。

「泉？　眠ったのか？」

　遠くで相原の声が聞こえたような気がしたけど、でも、重くなった俺の瞼は、開かなかった。





　　　　　イイワケ　その４




「眉間に皺」

　午後のオープン・カフェ。

　アイス・ラテのストローをもてあそんでいたところへ、相原がちゃちゃを入れる。

　おでこを突つく相原の手を払いながら、俺は口を尖らせた。

「だってさー」

　つまんなかったんだよ、映画。

「いいじゃないか。どーせタダ見なんだから」

　でもなー……。せっかく相原が貰ってきてくれたのに……。

「おまえが楽しそうにしててくれれば、俺はそれでいいんだから」

　なんでこいつ、こーやって人の心読むかな。

　だいたい、俺のこと甘やかしすぎだ。俺、どんどん自分勝手になって、言いたい放題で、ヤなやつじゃないか。

　小さく溜息を吐いて、買い物するために場所を移す提案をしようと口を開きかけたとき、背後から聞き慣れない声がかかった。

「晃次……？」

　コーヒーを飲んでいた相原が「え？」という表情で顔を上げる。

「やっぱり晃次」

「由ゆ璃り子こ……」

　振り返ると、セミロングの髪をゆるくウェーブさせ、なかなかにゴージャスな恰好をした女性が立っている。手にしてるのは、たしかなんとかってブランドの新作バッグじゃなかったっけ？

「久しぶりねぇ。ごめんなさい、連れの方がいらっしゃるのに」

「い、いえ……」

　チラリと俺を値踏みするような目で眺めて、彼女は意識をすぐに相原に戻した。

　なんか……ヤな感じ……。

　彼女に無言で促されて、相原が渋々といった感じで口を開く。

「彼女は穴あな井い……じゃなかった、今は碓うす井いか……碓井由璃子。大学時代の……」

「元彼女ってやつかしらね」

　相原の言葉を切って、ニッコリと言い放った彼女に、当の相原が苦い顔をする。

　ふ──ん。

「こちらは？」

「会社の……同期だ。本城泉」

「……どうも」

　当たり前の紹介をした相原に、なんだか嫌な気分になって、俺は戸惑う。

　別に……同期で合ってるし……ほかにどう紹介のしようもないはずだし……なんで俺不機嫌になってるんだろう。

「こんにちは。お綺麗な方ねぇ」

　あんた、それ、自分に自信があるから言えるセリフだぜ。目が笑ってるよっ。

「ひとりで買い物か？」

「主人は仕事ばっかりで、お休みなんてないもの」

「さすが会社経営者は違うね。いいことじゃないか。繁盛してんだろ」

　らしくもなく投げやりに言った相原に、彼女は肩を竦めて見せる。

「相変わらず冷めてるわね。昔の女になんて興味ないってこと？」

　冷めてる？　相原が？？

　俺が相原に対して抱いたこともない形容詞が、俺を戸惑わせる。

「選んだのはおまえだろ」

　たしかに、相原もらしくない。俺の前では、こんな喋り方したことないのに……。

　四人掛けの丸テーブルの空いている椅子に腰掛けると、彼女はバッグから煙草を取り出し、真っ赤な爪をした白い指で、一本を取り出す。

「やめろ。泉は煙が嫌いなんだ」

　たしかに俺は煙草の煙が嫌いだけど、でも、他ひ人とが吸うのはしかたないと諦めてる。いつもは。

　海外じゃ喫煙が出世に響いたりするけど、日本じゃ一流企業のサラリーマンでも平然と煙草吸うし……。

　以前相原が吸ったのを怒ったのは……とりあえず突っかかる理由が欲しかったからだ。

　──そんなきつい言い方しなくたって……。

「あら。じゃ、煙草止めたの？　あんなにヘビーだったのに」

　……え？

　相原、普段でも煙草吸うんだ……？

　最初の朝以来見たことないぞ。それとも俺が怒ったから吸わないのか？　俺が煙草の煙が苦手なことは、入社当時から知ってるはずだし……。

「どうでもいいだろ、そんなこと」

「……ふーん」

　煙草をしまいながら、彼女は意味深な視線を相原に投げかけ、座ったばかりの椅子から腰を上げた。

「お邪魔さま。そんなに睨まなくても、消えるわよ」

　さっきから俺には全然会話が見えないんだけど……。

「それじゃ、本城くん、またね」

　ま、またねって言われても……。

「え…あ…はぁ……」

　ヒールを鳴らして颯爽さっそうと去っていく彼女の背中が見えなくなって、相原は深い溜息を吐いた。

「相原……」

「ん？」

「あーゆーのが好みだったんだ……」

　たしかに美人だけど。

「………」

「凄い……全身ブランド」

　全部で幾らになるんだろ。

「昔のことだ。行こうぜ」

　レシートを持って立ち上がった相原に、俺も慌てて荷物を手に取る。

　なんだよ、機嫌悪くなっちまって。

　こーゆー場合、怒るのは俺なんじゃないのか？　昔の彼女に馴れ馴れしくされてさー。

　──って……俺、何言ってんだろ……。

　別に、相原の昔の彼女に何言われたからって、俺には関係ないよな……。




　もしかして声をかけてきたのが、今現在相原と付き合っている女だったとしても、俺が怒る理由なんて、ない。俺は相原のオンナじゃないんだし……。

　だけど……。

　なんでこんなにイライラするんだろう……？

　相原に気づかれないように、そっと溜息を吐く。

　出そうで出ない答えは、考えるだけ時間の無駄だ。

　結局その後、いつものようにスーパーで食料品だけ買い物して、俺たちは相原のマンションに戻った。










　キッチンでフライパンを操る相原の背を眺めながら、俺は二人分のテーブルセッティングをする。

　いつもの週末と変わらない食卓。でも、空気は止まったまま。

　言っておくけど、原因は俺じゃない。

　いつもとは逆のパターンに、俺もどうしたらいいのか、わからない。だって、いつもは怒ってるのは俺のほうで、相原は悠然と俺を宥めてくれてて……。

　いつも自分本位に、自分のことだけで精一杯で生きてきた俺には、他人に気を遣うとかそういうことができなくて、もう……困るんだよ。

　だいたい、相原のやつが何に怒ってるのかわかんないし。俺にどうしろって？

「相原～、ビール呑む？」

　冷蔵庫を覗き込みながら背中に尋ねる。

「……ああ、出しといてくれよ。もうできるから」

　食器棚からグラスを出しつつ、俺は小さく溜息を吐いた……その拍子に、指先を滑ってグラスが床に落ちた。

　パリンッ。

「……ぁ……」

　やっば。

　慌てて破片を拾おうとして、指先にチクリとした痛みを感じる。

「バカっ。触るな」

　驚いて駆け寄ってきた相原が、鮮血を流す俺の指を口に含んだ。

　指先を舐める舌の動きに、違う場所を弄られる感触を思い出してしまい、思わず鼓動が早まる。

「ほかは、大丈夫か？」

「ん……」

　散らかった破片を片付けながら、俺にその場を離れるように促す。

「バンソウコウ貼っておけよ。そこの引き出し、薬箱になってるから」

　……やってくんないのかよ。いつもなら、全部面倒見てくれるくせに。

「泉？」

　いつまでたっても動かない俺を訝しんで、相原が顔を上げる。

「どうしたんだ？」

「……帰る」

　すっくと立ち上がって、俺は相原に背を向けた。

　もうヤだ、耐えられないよ、俺。

「おい」

　責めるような相原の声。

「何怒ってるんだ？」

「……怒ってるのはおまえだろっっ！」

　ぐるんっと振り向いて、俺は腹に溜めていたものを吐き出した。

「なんだよ、さっきからっ！　俺が邪魔だったんならそう言えばよかっただろっ！　綺麗な人だったじゃないかっ！」

「おい、泉っ」

　言いたいだけ言ってその場を去ろうとした俺を、相原の腕が引き止める。

「由璃子は人妻だ。説明しただろ」

「でも、付き合ってたんだろっ！」

「学生時代の話だぞ」

　事実なんじゃないかっっ!!

「向こうは未練ありそうだったじゃないかっ」

「あれは……」

　言い淀んだ相原に、俺の怒りは沸騰寸前だ。

「なんだよっっ！」

　ハッキリ言えよっ！

　困ったような渋い顔で視線を外した相原に、俺は、切れた。

「相原のバカっっ!!」

　やつの腕を振り払い、俺はバッグとジャケットに手をかける。

「お、おい……っ！　泉っ！」

　後ろから抱き竦めるようにして引き止める相原の腕の強さに、危うくほだされかけて、俺は慌てて、その腕を外そうともがいた。

　しかし、暴れる俺を宥めるように強まる抱擁が、俺の心に待ったをかける。

「泉っ！　頼むから……一緒にいてくれ……っ」

　……なんだよ……そんな言い方されたら……帰れないだろ……。

　もうわかんないよ、俺には。

「俺……怒ってるんだからなっ」

「悪かった」

「バンソウコウも貼ってくれないし」

「痛むか？」

「痛いよっ」

　ちょっと切っただけなのに、チクチク、チクチク……痛いっ。

　俺の手からバッグとジャケットを取り上げ、相原はいまだ血の滲む指先を握ると、薬箱になっていると言った引き出しを開けた。

　俺をソファーに座らせ、指先にバンソウコウを貼ってくれる。それから片付け途中だったガラスの破片を燃えないゴミ箱に入れ、冷めかけた料理を温めなおす。

　そしてすべてのテーブルセッティングを済ませてから、いまだソファーの上でむくれている俺を呼びにきた。

「泉。悪かったから、機嫌なおしてくれよ」

　気づけば、いつの間にやらいつもと同じ状態に戻っている。

　怒ってたの、おまえのほうだったんじゃないのか？　なのに、ちょっと俺が拗ねたら、すぐ折れるんだもんな。

　そう思ったら、なんかもう拗ねてるのもバカらしくなってきて、俺はクスリと小さな笑みを零した。

「機嫌なおったか？」

「ん。腹減った」

　相原に腕を引かれて、ソファーから腰を上げると、やつは軽く口づけてきた。いつもならそんなこと許さない俺だけど、今日は「ま、いっか」って気分になっている。

　しつこく俺の唇を啄みつづける相原に焦れて、俺はその胸を押し返した。

「もうっ……飯食った後で」

　俺の言葉に、相原がピタリと動きを止める。

「………」

　え？　俺、なんか変なこと言ったっけ……？　……あ……。

　ポロリと零れた言葉を反はん芻すうして、俺は自分の失言に気づいた。途端、爪先から頭のてっぺんまで血が昇るのを感じて、慌てる。

「め、飯、食おう！　冷めるっ」

　あぁ、もう、何言ってんだ、俺。

　抱かれていた腕から逃れてテーブルについた俺の背後から、相原が小さく笑うのが聞こえてきて、俺はますます血が昇るのを止められなくなってしまう。

　そんな関係じゃないって否定してるのは俺なのに……なんであんなこと……。

　いくらやつと一緒にいるのが楽でも、やつの腕が温かくても、こんなズルズルした関係、つづけてちゃダメだって、いつもいつも思ってるのに……。

　ダメだな、俺って。

　本当に流されやすい。

　結局そのまま相原の手料理を食べて、二人で後片付けをして、風呂に入って……と、いつも通りの週末を過ごしているうちに、俺が拗ねてた原因も、相原が怒ってたわけも、あやふやになってしまった。

　そして、俺はというと、さっきの失言を撤回することは許されず、その晩も、相原に散々哭なかされて、やはりそのままやつの腕のなかで眠りに落ちる結果となってしまった。

　なんでだろう。

　なんで俺は、相原の腕を振り払えないんだろう……。





　　　　　イイワケ　その５




　週頭からの残業で、おもいっきりマンデーブルーに拍車のかかった俺は、寄り道する気力もなく、真っ直ぐに駅へと向かった。

　まだ夜もさほど深くない時間だというのに、駅へ向かう道筋には酔っ払ったサラリーマンが溢れていて、暇な会社は暇なんだなと、世の不公平を嘆いてみる。

　その途中、ビルの狭間の小さな公園の角を曲がったところで、外灯に凭もたれ掛かるように佇たたずむ、派手めな女の姿が目に止まった。







「お疲れさま」

　この間とは違ったブランドに全身を包んだ、碓井由璃子が、ニッコリと微笑んで立っている。

　できることなら無視して素通りしたかったけど、どうやらそういうわけにもいかなさそうだ。

「相原なら、今日は外出直帰ですけど……」

「晃次じゃないの。あなたを待ってたのよ、泉くん」

　馴れ馴れしい呼び方に、ちょっとムッとしながらも、俺は表面だけはにこやかに、返した。

「俺を……？」

「時間いいかしら？　それとも晃次のマンションに帰るの？」

　どこか含みのある言い方に、俺は断る言葉を見つけられなくなる。

「いえ……」

「近くに美お味いしいイタリアンのお店があるの」

　俺がどう返事をしようと、どうやら彼女は自分の意志を曲げる気はないらしい。

　しかたなく、俺は彼女の誘いに頷いた。







　彼女に連れられて、いつもは足を向けたことのない高層ビルの最上階にあるイタリアンレストランに入る。彼女が名を告げると、店長らしき紳士が姿を現し、窓際の特等席に案内された。

　本来なら、男がエスコートすべきところを、すべて彼女にリードされ、俺はなす術もなく黙ってそれを眺めているしかない。

　メニューもワインも、すべて彼女が見み繕つくろった。

　一応俺にもメニューが渡されていたけれど、それはいわゆる女性用の、値段表示のないメニューで……つまりは俺には決定権はないってことだ。

　その、あまりに俺を見下したやり方に、俺は言葉をなくした。

　なんで？

　なんでこんなことされなきゃなんないんだ？

　運ばれてきたワインをテイスティングするのも、もちろん彼女。

　ソムリエにニッコリと頷いて、俺のグラスにも赤い液体が注がれる。

「私、お魚がダメなの。だからお肉系のメニューばかり選んだけれど、よかったかしら？」

　よくなくたって、もうオーダーした後だろ？

「え……えぇ」

　どちらかといえば、肉より魚のほうが好きな俺は、頬を引き攣つらせながら、曖あい昧まいに頷いた。別に嫌いなわけじゃないからいいんだけどさ。

　つづいて、前菜の皿が運ばれてくる。盛りつけにまで気の行き届いた、一流の料理。

　パスタ、メインと順に運ばれてくる皿を片っ端から空にしながら、しかし、そのときの俺には、本場から呼んでいるというシェフの料理も、砂を噛むような味しかしなかった。




　綺麗に飾られたデザートをフォークで崩していたとき、それまで他愛もない話しか振ってこなかった彼女が、俺を見据えて、言った。

「晃次って、冷たいの」

「……え？」

「私と付き合ってたときは、私に合わせてくれることなんてなかったわ。セックスの後だって、さっさとシャワー浴びに行っちゃうし、余韻を楽しむなんてこと、したことなかったし……連れ歩くにはイイオトコだけど、一緒に暮らそうなんて思えなかった」

　彼女の口から次々と告げられる、俺の知らない相原像に、俺は絶句する。

　だって、俺の知ってる相原とは別人のようで……。

　俺の知ってる相原は、〝結婚したい男社内ナンバーワン〟の評判通り面倒見がよくて、やさしくて、寄ってくる女の子を邪険にするようなこともない。俺にだって、ウンザリするほど甘い男だ。

「それなのに……この間あなたと一緒にいる彼を見たときの、私の驚きがわかるかしら？」

「………？」

「私、あなたが嫌いだわ」

　シガーケースからスリムの煙草を取り出し、火をつける。悠然と紫煙を吐き出しながら、彼女が俺を眺める。その挑戦的な視線に、俺はカァ──ッと頭に血が昇った。

　ぐっとテーブルクロスを握り締め、唇を噛み締める。

　彼女がなぜこれほどまでに俺に敵意を抱いているのか、俺にはさっぱり理解できない。

　──俺が何をしたって言うんだ……？

「彼を狙ってる女の子は山のようにいたの。そのなかから選ばれて、私、有頂天になってたわ。なのに、晃次にとっては私じゃなくても同じ。誰でも良かったのよ。彼の生活の邪魔にさえならなければ」

　煙草をぎゅっと揉み消し、冷めたコーヒーを飲み干す彼女の表情には、どこか自虐的な笑みが見える。

「それなのに……あなたは違うのね」

　ボーイに新しいコーヒーを注がせ、彼女がニッコリと微笑んだ。

「……え……？」

「すっごく愛されてる。だから私、あなたが憎らしいの」

　新しい煙草に火をつけ、彼女は意味深な笑みを向ける。

　これって……バレてるってこと？

　ど、どうして……っ。

　絶句する俺に、彼女はコロコロと笑いながら、告げる。

「あら。気づいてないと思ってた？」

「え……あ……いや……」

　やっと彼女に突っかかられていた理由に合点がてんがいって、しかし、俺にはどうにも反応のしようがない。

　バレるもなにも、だって俺たちは……。

「いいわよ、男同士だって私は気にしないし。あいつがどっちもＯＫだってのは知ってたし」

　そ、そうだったのか……。あいつ、バイだったんだ……。

　てことは俺以外にも男と……？

　なぜか、そんなところが思考の隅に引っかかる。

　──て、そうじゃなくて……っ！

「お、俺たちはそんな……っ」

「ただの友達だって言うの？　セックスしてるのに？」

　ど、どーしてそんなことまでわかるんだよっっ!!

　焦る俺など無視して、彼女は次々と俺を奈落に突き落としていく。

「照れなくてもいいわ。カフェでイチャイチャしてるとこ見られて、恥ずかしいのはわかるけど」

　い、イチャイチャっっ!?!?

「あんまりラヴラヴで笑っちゃったもの。晃次は邪魔するな！　って顔で睨むし」

　あの含みのある見えない会話は、そういうことだったのか。

　今さらながらに、自分の鈍さに呆れてしまう。

「だからね、苛めたくなったの。あなたのこと」

　そんなにこやかに言われても……俺はなんて返したらいいんだよ。

「たったそれだけのために、こんな高級レストランに俺を連れてきて、食事したって言うんですか？」

「そーよ。あぁ、支払いのことなら気にしないで。全部主人に回すから」

　いや、そうじゃなくて……。

　この人のダンナって……俺、尊敬するよ……（ぐったり）。

「ふふ……悪く思わないでね。あの晃次をああまで変えた相手ってのがどんな子なのか、知りたかったのよ」

　まるで母か姉のような口ぶりで言う彼女の悪びれなさに、俺はもうお手上げだ。

　苛められていたわけでも、突っかかられていたわけでもなく、単に揶揄からかわれてただけってことか？？

「別に……いいですけど」

　突ついていたケーキの最後のひとかけを口に放り込み、俺は憮然と応えるしかない。

　そんな俺の様子に、彼女は目に涙を浮かべて笑い転げてくれた。

　女って……ホント、謎だ。

　昔から、何人かいた彼女たちと長くつづいた覚えのない俺には、理解不能の生き物なんだよ。




「お詫びの印に、昔の晃次のこと、教えてあげましょうか？」

　にこやかな笑顔の向こうに、黒く先の尖った尻尾しっぽと、捩じ曲がった角が二本見えるような気がして、なんだが躊躇う。

　でも、俺の知らない昔の相原に興味があるのも事実で……俺はつい、由璃子の言葉に、頷いてしまった。










　ビルの前で彼女を乗せたタクシーを見送って、駅へと足を向ける。

　まだ充分電車は走ってるし、俺はタクシーが苦手なんだ。酔うから。

　俺のなかにあったもやもやは、いつの間にか綺麗サッパリ拭い去られていて、俺の足取りは軽かった。

　由璃子から聞いた、昔の相原像に多少戸惑いはしたものの、それでもすべては昔のことだと、笑い飛ばすことができる。

　彼女の言葉を信用すれば、相原が変わった原因は俺だってことで……だからどうした？　って気もするけど、なぜだか俺の頬は緩んでいたんだ。

　なのに……！

　駅の改札まで来たところで、それまでの俺の揚々とした気分は、突如、一転した。

　エスカレーターを上り切って、視線を上げた先に見たものは……。

　切符売り場から少し離れた場所で佇む、二人連れ。

　相原と……もうひとりは、俺の知らない、男。

　絶対にサラリーマンではないとわかる風貌の、派手めな、二枚目だった。

　その男の肩を抱き寄せるようにして、相原が何やら耳元に囁いている。相原に何を言われたのか、小さく頷いた男は、にこやかな笑顔を向け、相原のネクタイを整えると、その胸を軽く叩いた。




　いきなり、世界が止まった。

　なんで？

　どうして？？




　その日、何度頭を駆け巡ったかわからない疑問符を反芻しながら、俺はその場に立ち尽くす。

　──『来るもの拒まず、去るもの追わずって感じで。いっつも違う相手連れてたわ』

　由璃子の声が、どこか遠くから、聞こえた気がした。





　　　　　イイワケ　その６




　仕事を終えて、俺は最近知ったばかりの携帯ナンバーを押す。

　数コールで出た人物に用件だけを告げて、俺は携帯を切った。







　家庭的な雰囲気の小さなバー。

　いつもは使わない駅前にあるこの場所を指定したのは、俺じゃない。

　ドアベルが鳴って、新しい客が来たことを告げる。

　カウンターの端に陣取った俺の隣のスツールに腰掛けると、彼女……由璃子は、相変わらずの食えない顔で微笑んだ。

「嫌われちゃったと思ってたけど、また会えて嬉しいわ」

「……聞きたいことがあって……」

　俺はグラスを睨みながら、ボソリと呟く。

「いいわよ。私に答えられることだったらなんでも。私、泉くんのこと、気に入ってるし」

　俺の言葉に、少しだけ考えたものの、彼女は明るく、言い切った。







　彼女の話に耳を傾けながらも、俺は自己嫌悪に苛まれていた。

　昨日今日の付き合いのようには見えなかった、あの男。由璃子なら知ってるかもしれないと思って、思わず呼び出してしまった。

　でも結局何も言い出せないまま。会話は他愛もないことに終始している。

　きっと何か感づいているだろう由璃子も、何も言ってこない。

　何やってんだろ、俺。

　気にする必要なんてないじゃないか。

　あの男が、相原と付き合ってるって決まったわけじゃないんだし。ちょっと……ほんのちょっとだけ、親しげにしてたってだけのことじゃないか。

　そう何度も自分に言い聞かせた。

　一晩中。

　なのに、俺のなかの不快感は、一向に去ってはくれなくて、相原とその隣で微笑む男の顔ばかりが、瞼の裏に浮かんでは消えていく。

　その繰り返し。

　その理由を、探して探して。

　導き出されたひとつの答えに、俺は怖くなって、蓋ふたをした。

　認めちゃいけない。

　受け入れちゃいけない。

　でなきゃ、俺は二度と、ひとりではいられなくなってしまう……。




「泉くん」

　名を呼ばれて、俺は隣に座る由璃子を見た。

　ショート・カクテルに口をつけながら、彼女が微笑む。

「素直になったほうがいいわよ。逃した魚は大きかった！　なんて、あとで嘆いてもはじまらないのよ」

　俺の気持ちなんかお見通しって顔で、由璃子が微笑む。

「俺は……」

　だって……そんな簡単な問題じゃないんだ……。

「あいつに不満があるの？　男としてのプライド云々っていうのなら、理由にならないわよ」

「……どうして……？」

「性別が恋愛の障害になるっていうのなら、最初のときにハッキリと拒絶しなくちゃ」

　最初って……だって、記憶にないし……俺が前後不覚のところを、あいつは襲ったんだぞ。俺の意志なんて関係なく……。

　勝手に踏み込んで、勝手に甘やかして、勝手に温もりを教え込んで……。

「でも、その後、関係を迫られても、拒否しなかったんでしょ？　毎週毎週あいつのマンションで一緒に過ごして、ひとつベッドで寝てるんでしょ？　そこまでしてて、まだ認められないの？」

　決して責めるわけではなく、言い聞かせるように由璃子はひと言ひと言、言葉を紡つむぐ。まるで、理解力のない子供に言い聞かせるかのように……。

　でも、俺は、そんなに簡単にあいつを受け入れられないし、この気持ちを認めるなんて……そう簡単にはできないんだ。

　抱えてきたものも、棄ててきたものも、とうの昔に諦めてしまっていたものも……すべてが大き過ぎて、簡単には思い切れない。

　俺は……怖いんだ……。




　何も言わない俺に焦れることもなく、由璃子は黙って酒に付き合ってくれる。

　なんで相原が、数いる女の子のなかから彼女を選んだのか、わかるような気がした。

「あんた、イイオンナだな。人妻じゃなかったら惚れてるかも」

　苦笑気味に言った俺に、彼女は一枚上手だった。

「あら、人妻だって恋はできるわよ。でもお言葉だけいただいておくわ。晃次に殺されそうだもの」

　肩を竦めながら、本気か冗談かわからない言葉を吐く彼女に、俺も思わず笑ってしまう。

「泉くん、笑ってるほうが可愛いわよ」

「……あんまし嬉しくないんだけど……。俺も男だし」

「男の人にだって、〝可愛い〟は褒め言葉だわよ。顔だけじゃないもの、可愛いのは。女はね、可愛い男が好きなのよ。庇護欲をそそられるから。男なんて結局、甘えたがりなんだもの」

　たしかにそうかもしれない……と納得して、俺は天井を仰いで肩を竦めた。

　叶わないよ、ホント。







　彼女を伴ってビルの地下にあるバーを出る。

　さすがに今日は俺が支払ったけど、この間のイタリアンに比べたら、きっと一桁違うんだろうな。

　でもなんか、そんなプライドも意味のないもののような気がした。

　それが男女であったとしても、対等の人間であることには変わりない。ありがたくご馳走になっておけばいいんだ。彼女には、そう思わせられるだけの、魅力がある。

「泉くん、たとえあいつにどんな過去があったとしても、今のあいつは泉くんにゾッコンよ。それだけはたしか。だからあとはあなたの気持ち次第」

「……ん。そうだな」

「よく考えることね」

　ニッコリ微笑んだ彼女に、俺も微笑み返そうとしたとき、俺は彼女の背後に、見慣れたシルエットを見とめて、言葉をつまらせた。




「泉……なんで……？」

　先に帰ったはずの相原が、呆然と俺を見つめていた。

　その隣には、先日駅で見かけた男の姿。

　二人の背後に煌きらめくホテル街の安っぽいネオンが、俺のイライラを爆発させた。

　途端、カ──っと頭に血が昇るのを感じて、唖然とする由璃子を置き去りにして、その場に背を向ける。反射的な行動に、脈絡などあるはずもない。

「お、おいっ！　泉っ！　由璃子……おまえ、なんで……っ」

「私はいいから、さっさと追いかけなさいよ」

　背後で二人のやりとりが聞こえても、俺は歩みを止めず、肩を怒らせて大股に歩み去る。そのときの俺には、後先のことなんか、考えてる余裕なんて、カケラもなかった。




「泉、待てって！」

　待たないっ！

　一度だけなら、駅で偶然ってこともあるかと思ってたけど、なんで今日もあいつと一緒にいるんだよ！　しかも、帰り道と全然違う場所じゃないかっ!!

　この浮気者っっ!!

　全部嘘か？

　ほだされた俺が馬鹿だったのか？？

　おまえの気紛れに振り回されて、その気になったのは、俺のほうだったって言うのかよっっ!!

　なんだよっ！　俺のこと好きだって言ったくせにっ!!

　もう、別れてやるっ！

　付き合った覚えなんかないけど、別れてやるからなっっ!!




「泉っ！」

　いつの間にか追いつかれて、相原の大きな手が俺の肩を掴む。肩と二の腕を掴まれて、俺は歩みを止めた。

　触れられた場所から伝わってくる相原の体温が苦しくて、掴まれた腕を振り払う。

「泉、こっち向けよ」

「ヤだ」

「おいっ！」

　きつくなった相原の口調に、ついつい俺の言葉も荒くなる。

「離せよっ！　俺なんか構うなよっ！　あいつんとこ戻ればいいだろっ！」

「あいつ？　何怒ってるんだよ？　おまえこそ、なんで由璃子と会ってるんだよっ」

「会って悪いかっ!?　なんでおまえに断らなきゃならないんだよっ！」

　おまえだって、俺に内緒であいつと会ってたくせにっ！

「答えろよっ！　俺に黙って会って、何してたんだっ！」

「何も。会って酒呑んでただけ」

「嘘つけっ！」

　決めつける言い方に、俺は血管が数本纏まとめて切れる音を聞いた。

　こうなるともう、売り言葉に買い言葉。

　脊せき髄ずい反射で罵声が紡ぎ出されていく。

「嘘ってなんだよっ！　おまえには関係ないだろっ！」

「関係あり捲りだっ！　恋人が浮気してんのに、黙ってられるかっ！」

「浮気してんのはそっちだろっっ!!」

　ゼイゼイと荒い息をついて睨み合い、一気にてっぺんまで昇りきった血が、急激に冷めていくのを感じる。




　……浮気？？

「いい加減にしなさいよ。いい大人がみっともない」

　しかし、一瞬脳裏に浮かんだ疑問に意識を向けるよりも早く、張りつめた空気を引き裂いたのは、呑気な由璃子の呆れ声だった。

「由璃子、おまえっ！　こいつに何吹き込みやがったっ！」

　今まで俺を睨みつけていた相原が、打って変わって由璃子に矛先を向ける。

　おい、喧嘩相手が違うだろっ。

「何って、事実だけよ。叩けば埃ほこり出捲りの晃次が悪いんでしょ。自業自得よ。ねぇ、晶あき英ひで」

「まったくだ」

　由璃子に振られて、晶英と呼ばれた、相原が連れていた男が大きく頷く。

「おまえら、他ひ人とごとだと思って、遊んでやがるな」

　睨みつけた相原の視線を避けるように、二人はあらぬ方向へ視線を泳がせる。

「昔っから、おまえらに関わるとろくなことがないっ」

　苦々しく零した相原に、由璃子が心外だとばかりに噛みついた。

「失礼しちゃうわねー。せっかく泉くんとの仲、上手くいくようにしてあげようと思ったのにっ！」

　え？　そ、そうだったのか？？

「それが余計だって言うんだっ！　おかげで拗こじれてるじゃねーかっ！」







「ちょっとぐらい誤解があったほうが、いいきっかけになるのよ」

　ご、誤解？？？

　そして、次に晶英の口から発せられた言葉に、俺はムンクの叫び状態で雄叫おたけびを上げた。

「姉さんに見つかったのが運の尽きだ。諦めろよ」

　なにっっ？？

　姉さん？？

　由璃子が晶英の姉さん？？

　でも俺、そんな話、カケラも聞いてない…。

　てことは相原のやつ、姉弟丼!?　いや、でも、晶英とは付き合ってるって決まったわけじゃ……。

　え？　あれ？？

　あれれ？？

　混乱した頭でロクでもないことまで考えて、盛大な疑問符が、頭の上に跳び捲る。

　そんななかで、ひとつだけ、俺は確かな事実に気づいていた。

　何もわかっていないのは、この面子のなかで、俺だけだってこと。

　それに気づいた瞬間、それまで相原にだけ向けられていた俺の憤りは、その場にいた俺以外の三人全員に向けられることとなった。




「相原」

　俺の呼び声に、喧けん々けん囂ごう々ごうやりあっていた三人が、弾かれたように俺を振り返る。

「ちゃんと説明しろ」

「説明？」

　わけがわからないという顔で聞き返した相原に、俺はつめ寄った。

　首根っこを絞め上げ、地を這うような怒声で、再度言う。

「全部説明しろ。俺に隠してること。全部っ！」

「……わかった」

　俺の剣幕に恐れをなして、相原がコクコクと頷く。

　背後でコッソリ動こうとした人影にも、俺はピシャリと言い放った。

「逃げんなよっ！　あんたにも全部説明してもらう」

　化粧のりのいい頬を引き攣らせながら、由璃子もコックリと頷く。

　その隣で、晶英も秀麗な顔に浮かべた笑顔を、凍りつかせていた。




　そうして石化した三人を引きずって、俺はタクシーを拾う。

　一から十まで根こそぎ全部、きっちり喋ってもらおうじゃないか！





　　　　　イイワケ　その７




　三人の説明に、俺はこめかみがピクピクと痙攣するのを禁じ得ない。

　こいつら……最悪だ。




「あら～、全部泉くんの誤解よぉ～。私、晶英が晃次の恋人だったなんて、ひとっ言も言ってないわよっ。男と付き合ってたこともあったみたいよ～って言っただけでぇ」

　ソファーの上でスカートの裾を弄りながら、由璃子が長いイイワケをつづけている。

　あのとき、俺が由璃子の後ろに見た気がした、先っぽの尖がった黒い尻尾と捩じ曲がった二本の角は、どうやら錯覚ではなかったらしい。

「ちょっと待て。俺は男と付き合ったことはないし、バイだった覚えもないぞ！」

　相原が苦々しい顔で由璃子を睨む。

　おまえの性癖なんて、この際どーでもいいんだよっ！

　そーゆー誤解を受けるような生活をしてたってことのほうが問題だろっ！

　晶英は晶英で、言葉を発するのもバカバカしいらしく、相原の淹いれたコーヒーを黙って啜すすっている。




「もーいい」

　俺はぐったりとソファーに沈み込んで頭を抱えた。

　結局のところ、俺は由璃子に踊らされただけだったんだ。

　あの日、カフェで相原が不機嫌だったのは、由璃子のこの傍はた迷惑な性格を知ってたから。俺たちの関係に由璃子が感づけば、当然こうなるだろうことを予測して、考え込んでたらしい。

　でも、俺に忠告するには由璃子との過去やその他もろもろ全部話す必要が出てきてしまうのが躊躇われて、言えなかったんだ。

　由璃子から聞いた昔の相原の武勇伝（？）の数々は、さほど脚色されてるわけでもないらしい。

　当の由璃子はというと、珍しくホンキの晃次を見て、からかってやろうと思い立ったんだと。俺がまだ本当に落ちきってないのも、初対面のときにわかったって言うから、やっぱり女って恐ろしい。

　相原が由璃子と付き合う前から友人だった晶英は、そんな由璃子を見張っていてほしいと、相原に頼まれていただけだった。

　ちなみに、相原と晶英が同級生で、由璃子は二つ年上だと聞かされた。

　相原と由璃子が付き合ってたのは、相原が大学一年のときで、新入生のなかでピカイチの注目株だった相原に、由璃子のほうが目をつけて迫り倒したなんてことまで説明されて、俺の不機嫌は最高潮だ。







「で、でも、泉くんも、晃次のことが好きなんだって自覚できたわけだし、よかったじゃないの。ねぇ！」

　──……え？

　当然のように由璃子に言われて、俺は途端、頭に昇っていた血が下がっていくのを感じた。

　ヤバイ。

　由璃子に遊ばれてるとも知らないで、俺ってば喋らなくていいことまで喋ってたような……。

　自分の口から零れた発言のまずさを今さら嘆いても、もう遅い。

　形勢逆転。

　由璃子の言葉に、振り向いた相原を直視できなくて、俺はもじもじとソファーをずり退さがる。

「え、えーっと、俺……きょ、今日はもう、帰るよ」

「あら、いいじゃないの。まだ時間は早いし。私たちのほうこそ失礼するわ」

　余計なとこで気い遣ってんなよっ！

　おい、こらっ！

　由璃子に促されて、晶英までもがバッグを手に玄関へ向かう。

　腰を上げかけた俺を、無理やりソファーに押し戻すと、相原は俺のジャケットを持ち去り、クローゼットに掛けてしまった。

「じゃ、またねえ、泉くん。またご飯でも食べましょ♥」

　にこやかに手を振る由璃子を、相原の広い背中が遮る。その背中が明らかに怒っていて、俺は「帰る」のひと言が、言えなくなってしまった。

「なによぉ、心の狭い男ね！」

「晶英、さっさとこいつ連れて帰れよ」

　めちゃくちゃ不機嫌な相原の声が、由璃子を牽けん制せいする。

「言われなくても……ただでさえ、義に兄いさんからくれぐれもって言われてるんだ」

「だろうな」

「失礼しちゃうわね～！　二人とも!!」

　しかし、まだまだ言い足りないふうな由璃子の声は、次の瞬間、マンションの結構分厚いドアによって阻まれ、消された。

　ガチャ。

　ガチャガチャッ。

　鍵をかけて、ドアチェーンまで掛ける音。

　そしてリビングに戻ってきた相原に、俺は背筋を冷たいものが伝うのを感じて、視線を外した。







「で？」

「で……って、なんだよっ」

「誤解は解けただろ？　まだ別れるとか言うのか？」

　うっ。

　一番弱いところを、いきなり突いてきやがるっ。

「べ、べつに別れるもなにも、俺たち付き合ってなんか……」

　ゴニョゴニョとはっきりしない俺に、相原は大きな溜息を吐いて、セットしていた髪を乱暴に掻き上げた。

「俺は、別れないからな」

「だから……っ！」

　──俺たち、付き合ってなんかないだろっ！

　そう言おうとした俺の唇は、いきなり圧し掛かってきた相原のそれによって、塞がれてしまった。

　口内を蹂躪し尽くす相原の熱い舌に煽られて、俺の身体が熱を上げてゆく。

　ヤバイ……。このままじゃ俺、また流される……。

「……ん…っ…ぁ……」

　思わず相原の背に縋りかけた俺の手首を拘束すると、相原はそれを片手で頭上に縫い止めてしまう。

　そしてもう一方の手が脇腹を擽り、俺はビクリと背を撓らせた。

「好きじゃない相手でも、感じるのか、おまえは」

　頭上から淡々と告げられた言葉に、俺は一気に現実に引き戻され、熱くなりはじめていた肌が、冷めてゆくのを感じる。

「……な……」

「俺に抱かれて、淫らに喘いで、気持ちよけりゃそれでいいのかっ！」

　目の前が真っ暗になる感覚。

　──俺……そんなつもりじゃ……。

「俺が恋人じゃないなら、なんだっ？　ただの都合のいいセックスフレンドかよっ！」

　いつもやさしい相原のものとは思えない、突き放したような冷たい声。




　相原の言葉は、真実だ。

　間違ったことなんか、ひと言も言ってない。

　悪いのは、ハッキリしない俺。

　全部、俺が悪いんだ。

　だけど……相原の言葉は、酷ひどく俺を傷つけた。

　悔しいことに、視界が曇りはじめる。

　──だから嫌だったのに……っ!!




「……泉……」

　驚いたような、戸惑ったような、相原の声。

「も……離せ……よっ」

　唇を噛み締めながら、俺は顔を背けた。

　こんなみっともない顔、見られたくない。

「おまえが……おまえが勝手に甘やかしたんじゃないか……っ……俺はひとりでも平気だったのに……淋しくなんかなかったのに……っ！」

　ちくしょー！　ひとりでも大丈夫だって、ずっとそう思ってがんばってきたのに……。もうひとりでなんか、寝られるわけないだろっ!!

　おまえのせいだっ！

　おまえが勝手に……っ!!

「ば……かやろ…ぉ……っ」

「泉……泣くなよ……まいったな……」

　拘束していた腕を解放し、俺をその胸に抱き寄せると、背中を擦さすってくれる。

　温かな腕に包まれて、俺の心が溶け出した。

　いったん溶け出したら、もう二度と、もとには戻れない。

「泉……？」

　思わず、ぎゅっとしがみついてしまった俺を、相原が戸惑ったように引き剥がそうとする。

「ヤだっ」

　たしかな胸の温もりを手放すのが怖くて、俺は必死にしがみついた。

　ダメだ。

　もう手放せないよ。

　こうなるのがわかってたから……だから……だから俺……。

「泉……」

　困ったような声。

　もう、そんなに嫌なんだ……俺に縋られるの、嫌なんだ……。

　そう思ったら、またまた視界が曇ってきて、でも俺は、しかたなくしがみついていた手を離した。

「そんな顔するな。嫌がるおまえを、無理やり縛りつけておきたくなる」

「あい…は…ら……？」

　しゃくりあげながら、なんとかその名を口にする。

　震える唇にやさしい口づけが落ちてきて、俺は、思わずその首に縋っていた。

「い、泉っ!?」

「棄てるんなら、キッパリ棄ててくれ。じゃないなら……俺のこと、まだ好きなら……めちゃくちゃ甘やかしてくれなきゃ、ダメだっ」

　相原が、息を呑むのがわかった。

　これが、俺。

　素直に好き……なんて言えない。

　けど、都合のいい……と言われても、でももう、この温もりは手放せない。

「棄てられるわけ、ないだろ。こんな甘ったれな仔猫、放っておけるわけないっ」

　痛いほどの抱擁。

　熱く甘い口づけ。

　抱き締めてくれる、腕の温もり。

　知らなければ、なくても済んでいたはずのもの。

　けれど、もう二度と手放せないもの。

　俺はもう、ひとりぼっちには、戻れない……。





　　　　　イイワケ　その８




　いつも、ひとりだった。

　幼いころ。

　父親は……どこの誰だか知れない。

　夜の仕事をしていた母は、いつもいつも、留守がちだった。

　それでも、母は好きだった。

　たまの休みには、お弁当を作って、近所の公園へ二人で出かけた。ちょつとしたピクニックごっこ。

　決して生活に余裕はなかったけれど、それでも、幸せだった。

　ひとりぼっちになる夜以外は……。




　狭く薄暗いアパートの部屋で、俺は、怖くて淋しくて、いつも部屋の隅で震えていた。膝を抱えて、母の帰りを待っていた。

　母が帰宅すれば、狭く暗い部屋が明るくなる。

　ひとりじゃなくなる。

　そんな生活が何年かつづいて……今度は本当にひとりぼっちになった。

　母が連れてきた紳士は、学も家族もない母にはもったいないほどの人物で、俺は二人の仲を、喜んで祝福した。

　表面上は。




　狭いアパートを出て、郊外の大きな屋敷に引っ越した。

　明るく清潔な部屋。

　大きな窓から見える、広い庭。

　でも、そこでも俺はひとりぼっちだった。

　広い部屋。

　広いベッド。

　俺には、その広さが、怖かった。

　だから、いつも、隅っこで眠った。

　新しい父が買ってくれたクマのぬいぐるみを抱いていたこともある。

　でも、高校生になったころ、それも棄てられてしまった。

「汚かったし……泉ももうぬいぐるみなんて歳じゃないでしょ？」

　明るく言った母に、俺は何も言えなかった。

　淋しかった、いつも。

　ひとりぼっちは、淋しかった……。




　だから、強くなろうとした。

　仮面を被った。

　ひとりでも大丈夫だと自分に言い聞かせた。

　言い聞かせ、つづけた。

　いつもいつも……。










「泉……一緒に暮らそう。毎晩抱き締めて眠ってやる。淋しい想いなんか、絶対にさせない」

　しゃくりあげながら話す俺を、その胸に抱き締め、髪を撫でていた相原が、泣き腫はらした瞼に口づけ、言う。

「そんなの……ダメだ……」

「なんで？」

「だって俺……もっと我わが儘ままになる……もっとヤなやつになる……そしたら、嫌われる……」

　それが一番、怖かった。

　これ以上近づいて嫌われて棄てられたら……俺はもう、生きられない。

「バカだなぁ」と相原が、俺のこめかみに口づけながら小さく笑った。

「俺は、骨の髄ずいまで泉に惚れてるんだぞ。俺が棄てられることはあっても、俺が棄てることなんて、あるわけない」

　──そんなの……わかんないよっ。

　声にしなくても、俺の言いたいことがわかったのだろう、相原は俺を抱き上げ、ベッドルームへと運ぶ。

　そして、広いベッドにやさしく横たえ、言った。

「愛してる」

　顔中に口づけながら、その隙に器用な指が衣類を剥いでゆく。

「生涯変わらぬ愛を誓うよ」

　──ばっ…か……。気障なセリフ。

　だけど、そのときの俺は、その言葉に素直に頷いて、相原の口づけを、受け取った。







「あ……あ…あぁ……っ」

　下肢を左右に大きく割られて、その狭間で相原の頭が揺れている。

　相原の熱い舌が、俺の感じやすい先端とか括くびれのあたりを執拗に舐め回して……もう今にも弾けてしまいそう。

　溢れ出した蜜が後ろのほうまで濡らしていることがわかって、俺は言いようもない羞恥に襲われた。

　濡れそぼったその場所が、もの欲しそうにヒクついてる。

　相原が欲しいって、言ってる。

　だけど相原は、前にしか愛撫をくれなくて……違うのにっ……そっちじゃないのに……っ。

　でも、恥ずかしくて、そんなこと言えなくて……。

「やぁ……あ…は…ら……っ」

　艶やかな髪を引っ張って、切なさを訴える。

　けど、相原は意地悪で……。

　咥えていた俺のものを見せつけるように、先端部分だけを舌先でぐりぐりって……。

「あ……あぁ……っ！　だ、ダメぇ……っ」

　後ろも……もっと奥も弄って……っ。

「こっちは……もうトロトロだな……。凄い…指が吸い込まれそうだ」

「ん……っ！　あ……あぁ…んっ！」

　いいから……もういいから……早く……っ!!

　中を弄っていた指が引き抜かれて、それとは比べ物にならないほどの質量と熱をたたえたものが、そこにあてがわれる。

　熱い……相原自身。

「あ……あ……あぁ……っ！」

　狭い肉壁を押し拓げるように侵入してくる、熱い肉棒。

　隙間を埋めていくような、繋がり。

　ひとりの男のものにされる……快感。

　もうひとりぼっちじゃないと言い聞かせるように、相原の律動が激しさを増す。

　繋がった場所から濡れた音が響いて、でも俺は、相原の腰に足を絡め、もっともっととねだった。

「あ……あ……あぁ……い、イイっ……こぉ…じぃ…っ」

　舌っ足らずな声で甘えると、相原は精悍な額に汗を浮かべながら、啄むような口づけをくれる。それがもの足りなくて、俺は自ら口を開いて、相原の舌を誘い込んだ。

　もっと熱く激しく、求められたくて……。

　身悶える俺を見つめる視線にも煽られて、気づけば俺は、突き上げる相原の動きに合わせて腰を揺らしている。

　逞しい切っ先で深い所を抉られ、恐ろしいほどの快感が、背を突き抜けた。

「い…イク……っ！　イっちゃ……っ！　あ…あぁ……っ！」

　絶頂の瞬間、言えないでいた言葉が、途切れ途切れに零れ落ちた。

「こ…じぃ……ぁ…あ…し…て……っ」







　あの後、（たぶん…）もう三回くらいして、俺はぐったりと相原の腕のなかに倒れ込んでいた。

　──まったくも～、ヤリタイ盛りの高校生じゃあるまいしっ！

　その精力はいったいどこから湧いてくるんだよっ！

「泉、大丈夫か？」

　俺の髪を撫でながら、そんなことを聞いてくる。

「だ、大丈夫なわけないだろっ！　明日仕事なのに……どーすんだよっ！　起き上がれないからな、俺っ」

　俺の言葉に、ちょっと考えるふりをして、相原はとんでもないことを言い出した。

「ま、あの三人に頼めば、大丈夫だろ、きっと」

　あの三人……？？

　──て、ちょっと待て、あの、絶対にカリは作りたくない、我が課のおっそろしい、女三人組のことか……？？

「じょ、ジョーダン……」

「でも、起き上がれないんだろ？」

「あいつらにバレることのほうが問題だっ！」

「バレるって……もうバレてるだろーが」

　うっ。

　くっそー、そうくるか。

「……後が怖そうじゃないか」

　睨んだ俺に、相原は飄々と言い放つ。

「でも、味方につけておいて悪い相手じゃないと思うぞ」

　そりゃまぁ……。

「引っ越しするのに休みも貰わないといけないし、俺たちの住所も画策してもらわないといけないからな」

「……え？」

「引っ越してくるんだろ？」

　そりゃ、家を出て一人暮らしをしてる俺の部屋よりも、相原の部屋のほうが広いけど……。

　うぅっ。そういえば俺、なんて恥ずかしいことを喋っちゃったんだろう……。

　なんかもう、顔が上げらんない感じ……。

　最中も、恥ずかしいこといっぱい言ったような……。

「泉」

「……なに？」

「愛してる」

　………。

　は、恥ずかし過ぎる……っ。

「毎晩こうして眠ろうな」

　そう言って、相原は俺をその胸に抱き寄せた。

　あったかくて、逞しくて、たしかな感触。

　その温もりが、俺を少しだけ素直にしてくれる。

「……うん……」

　消え入りそうな声で応えた。

　相原の腕枕なら……きっとよく眠れる。

　温もりに包まれて、俺は深い深い眠りの淵に落ちていく。




ひとりはもう、淋しくない……。

















　　　　　エピローグ




　ずっと爪を立て、唸り声を上げていた、懐なつかない仔猫は、今、俺の膝の上で丸くなって眠っている。

　安らかな寝息を立てて。

　安心しきった顔で。




「……こ…じ……」

　俺が少しでも離れると、一分の隙も許さないと言うように、泉は身体を擦り寄せてくる。

　意地っ張りで強がりで、甘えたがりで泣き虫の泉。

　俺だけが、そんなおまえを知っている。

　そう思ったら、この三年間も、あながち無駄な時間ではなかったと思えてくるから、不思議だ。

　おまえが素直になって、俺を受け入れるために必要だった時間。




「泉……愛してる……」

　誰かをこんなに愛しいと感じたのは、はじめてだ。

　泉に出会って、俺は生まれてはじめて、本当に人を愛するということを知った。

　イイワケなら、幾らでも聞いてやる。

　可愛いばっかりの悪態は、「愛してる」の裏返し。

　拗ねてそっぽ向く横顔に、俺はどうしようもなく抱き締めたい衝動に駆られて、困る。

　だから、責任取れよ。

　俺に甘えていいのは、おまえだけなんだから。

　俺が甘やかしたいのは、おまえだけなんだから……。







　温もりのホンネ









　　　　　プロローグ




「泉いずみっ！」

　怒ったって宥めたって、絶対ダメなんだからなっ！

「話くらい聞けよ」

　聞かないっ！

「同居の話はなかったことにするっ！」

　冷たく言い放った俺に、相あい原はらはぐったりと溜息を吐いた。

「同居じゃなくて同棲だろ？」

「そんなこと言ってんじゃないっっ!!」

　論点をずらすなよっ！

「だから、あれは違うんだって」

「何が〝結婚したい男社内ナンバーワン〟だよっ！　デレデレしやがって！　二度と俺に触るなっっ!!」

　そうなんだ、こいつ。

　俺には「仕事が入った」なんて言ったくせして、女と出かけてやがったんだっ！　これが浮気じゃなくてなんだっ！

　女とギフトショップから出てきたやつを見つけたときの、俺の気持ちがわかるかっ？？　もう……このバカっっ!!

　だいたいこいつは、フェミニスト通り越して、女に甘すぎるんだっ！　いつでも誰にでもイイ顔してっ！

「誕生日だってホワイトデーだって、律りち義ぎにお返しなんかしてやがって！　そんなもの全部断れよっ！」

　イベントのたびに山積みになるプレゼントに対して、こいつはひとつひとつ全部お返ししてるんだ。貰う前に断ればいいんだよっ！

「あのなぁ……取引先の担当者や受付の子から貰った分なんて、みんな義理だろうが。お返しだって仕事上の付き合いのうちだろ？」

　そんなの、向こうはあわよくばって考えてるの、見え見えなんだよ。どう考えたって本命にしか見えないようなのだって、いっぱいあったんだ。

「俺は全部断ってるのに……」

　ボソッと呟いた俺に、

「会社じゃクールが売りの本ほん城じょうくん、だからな。おまえがプレゼント受け取った日にゃ、会社中の女どもがヒキツケ起こすぞ」

　悪かったなっ。猫被っててっ！

「俺はおまえみたいなタラシじゃないからなっ」

「向こうが勝手に寄ってくるんだ。俺は何もしてない」

　開き直った相原が、腕組みをしてムッとした表情をした。

「おまえ……サイテー」

「サイテーで結構。俺が自分から口説いたのは、おまえがはじめてだ」

　──……そんなこと、今聞いてないのに……。




　ピンポーン！

　口論も言い尽くして、さすがに黙ってしまった俺たちに、沈黙が圧し掛かりかけた瞬間、幸運にも玄関チャイムが鳴った。

　少し躊躇った後、相原がインターフォンに出る。

『相原さん、お荷物でーす！』

　元気な声とともに配達の若い青年の声が聞こえてきた。

　それに、慌てて相原が玄関に出て行く。

　…………？？

　なんだ？

　なんかあるのか？

　俺に見られちゃヤバイようなものが届いたとか？

　なんか……ますますアヤシイっ。




　ソファーにどっかりと腰を下ろして、相原が荷物を受け取るのを待っていた俺の目の前に、巨大な包みを抱えた相原が戻ってきた。

「……なんだ？　それ」

　大の男が両手に抱えるほどの大きな包み。しかも可愛いらしいラッピング付き。

　女への贈り物にしか見えないその包みに、いったんクールダウンしかかった俺の怒りが、一気に再燃する。

「帰る。お邪魔なようだから」

　すっくと立ち上がった俺の前に、そのデカイ包みを抱えたままの相原が立ちはだかり、通路を塞いでしまう。そして、その包みを、俺に押しつけてきた。

「なんなんだよっ」

「開けてみろ」

「……え？」

「いいから」

　渋々、受け取った包みを応接セットのテーブルに置き、リボンを解き、可愛らしい色の包みを開ける。

　すると……薄茶色のモコモコしたものが姿を現した。

「これ……」

　クマ。

　どこからどう見ても、でっかいクマのぬいぐるみ。

　巨大なテディ・ベアだった。

　どう反応していいやらわからず、俺は愛敬のあるクマの顔と相原の渋った顔とを交互に眺めてしまう。

　もしかして……もしかしなくても……これって……。

「俺に？」

「おまえ以外に俺が贈り物をする相手なんかいないだろ」

「にしたって……俺、男なんだけど……」

　なんて返していいかわからず、そんな当たり前のことを言ってしまった。相原、もしかして俺のこと女だなんて……思ってるわけないよな……やっぱ。

　そんな俺に苦笑して、相原はクマを抱く俺の腰を抱き寄せる。

「こいつ抱いて寝ればいいだろ。ただし、俺がいない夜だけな」




　…………。

　出張だってあるし、毎晩毎晩一緒に寝られるわけじゃないのはわかってる。お互いイイ大人なんだから。だから、そんな夜は、淋しいけどしかたないなって、俺は思っていた。

　俺のトラウマを、相原は気にしてくれている。

　俺が淋しくないように、俺がひとりぼっちにならないように。

「イイトシの男に、クマさん抱いて寝ろって？」

　小さく笑いながら、言ってやった。

　ホントは、視界が滲むくらい、相原の気持ちが嬉しかったけど、でも、口を尖らせて、そんなことを言った。

「俺と二人っきりのときの泉なら、似合うと思うぞ。可愛い過ぎて、犯罪だ」

　ばーか。

「なぁ、もしかして……」

「恥ずかしかったんだからな。しかたないから、社外の女の子に付き合ってもらって。このサイズのは店になかったから取り寄せてもらったんだ。あぁ、もちろん彼女は既婚者だぞ」

　完璧、俺の誤解。

「ごめ……俺……」

「言葉だけじゃーなー」

　ムッ。せっかく、殊勝に謝ったのにっ。

「なんだよ」

　ムッとして返した俺に、相原はちょんちょんっと自分の唇を指差した。

　もうっ、わかったよっ。

　しかたなく、抱っこしていたぬいぐるみをソファーに置き、俺は相原の頭を抱き寄せる。

　まずは、触れるだけのキス。

　数度啄む間に、相原の腕が俺の腰を抱き寄せ、身体を密着させてくる。

　それから、俺は自ら舌を差し出して、相原のそれに絡めた。




　相原の腕のなかで、相原の心臓の音を聞いているのが好きだ。

　このままなだれ込んじゃっても、今日はいいかな～……なんて気分になりかかっていた俺に、相原がボソリと言った。

「俺、週明けから出張なんだよ」

「……うそ。聞いてない」

　思わず顔を上げた。

「言う前にお前が怒り出したんだろ？　決まったの、今日の帰り際だったんだ」

　これにはもう、俺は何も言い返すことはできない。

「悪かったよ……で、何日？」

「二泊三日」

「そんなに!?」

　俺の反応に、あからさまに気を良くした相原が、耳元に囁く。

「水曜までの分も含めて、週末はじっくり可愛がってやるよ」

　言い終わらないうちから、相原のスケベな手が、俺の下肢を撫で回しはじめる。そして耳朶をカリッと噛まれて、俺は背を竦ませた。

　すでに熱くなりはじめた欲望を布の上から撫でられて、俺は観念する。

　しかし……。

「だからさ、淋しくても自分で弄っちゃダメだぞ。クマ抱くだけで我慢してろ」

　あまりにあまりなセリフに、俺は頭のてっぺんから湯気が出る思いで、相原の足を踏みつけた。

「い…って！」

「この……エロジジイっ！　ふざけたこと言ってるとさせてやんないからなっ！」

　しかし、懲りない相原は飄々と笑って、俺を抱き締めてくる。

　欲情を孕はらんだ口づけを受け取り、そろそろホンキで今のマンションを引き払わなくちゃな……と、俺は相原の背に腕を回しながら、考えていた。





　　　　　ホンネ　その１




　引き出しの奥にしまったままだったマンションの賃貸契約書を確認して、引っ越しの予定を立てる。大抵は一カ月前に不動産屋に連絡しないといけないし、引っ越し屋に見積もりも頼まなきゃならないし……目ぼしい引っ越し屋に電話してみようかと思っていた矢先、俺の予定は根底から覆くつがえされた。

　俺の元にその噂が届いたのは、相原が出張から戻ってきた翌々日のこと。

　俺は、耳を、疑った。







「……転勤？」

　まさしく寝耳に水、だ。

「あぁ、カリフォルニアの例の支社、営業再開するんだと。相原以外にも何人か行くことになるらしいぞ」

　数年前、ハリケーンによる大災害によって引き起こされた洪水で水没して、営業不可能に陥っていたという冗談のようなホントの話。その支社が、街の復旧に合わせて、営業再開することになったというのだ。

　──カリフォルニアだって……!?

　先輩の言葉に、俺は言葉もなく立ち尽くす。

　──相原が……転勤……？

　朝から部長に呼ばれた相原は、ずっと会議室に篭こもったまま。

　しかし、たぶん人事部あたりから流出したらしき噂話は、本人の口から告げられるよりも早く、部内に広がりを見せていた。










「泉」

　屋上でただぼんやり街並みを眺めていた俺の後ろから、やさしい声がかけられる。

　靴音が近づいて、それでも振り返らない俺を、後ろからフワリと抱き締めてくる逞しい腕の感触。布越しに感じる男の体温。

　やっと手に入れることができた、温かな存在。

「泣いてた？」

　噂を聞いた俺を心配して、捜しに来たんだろう。

　耳元に囁かれて、俺はプイッとそっぽを向いてしまう。

「……誰がっ」

　──ホント、素直じゃない、俺。

　でも、俺の悪態なんか聞き慣れている相原は、クスッと笑って後ろから宥めるようにキスをする。頬を掠めた唇の感触にもの足りなさを感じて、俺は身を捩よじった。

　会社ではファーストネームを呼ぶことさえ、いつもは許さない俺なのに……。

　でも今は……どうしても相原の温もりに触れていたかった。

　広い背に腕を回し、その存在を確認する。すると俺の腰に回された相原の腕に力が篭り、腰を密着させるように抱き寄せられた。

　頬に瞼に、宥めるようなキスを降らせ、焦れったさを感じはじめたころになってようやく、唇が塞がれる。

　侵入してきた相原の舌が歯列を撫で、口蓋を擽り、引き篭りがちな俺の舌を絡め取る。敏感な粘膜を吸われて、ジワジワと背を駆け上る快感に、俺は身震いした。

「キスだけでイクなよ」

　からかうような声とともに耳朶を食まれて、俺はやつの二の腕に爪を立てる。

　バカっ。こんな場所で、ホンキで仕掛けてくるなよっ！

　週頭から出張に出ていた相原となかなか時間が合わなくて、今週はまだ一度も肌を触れ合わせていない。それどころかキスだって……。

　だから……。

「早く泉を抱きたいよ。ずっとおまえのことばかり考えてた」

　不謹慎なやつ。

　仕事中なんだぞっ。

　そうは思っても、俺も同じ気持ちだったから、何も言えない。たった一週間なのに、この渇きはいったいどうしたことだろう。

　相原の気持ちを受け入れて、自分の気持ちを認めて……甘えてもいいんだって、もうひとりじゃないんだって思ったら、全然抑えがきかなくて……。

　会社にいるときは、いつもと変わらぬクールな俺のままだけど、でも二人っきりになると、途端にダメだった。

　ぐずぐずと足元から氷の仮面が崩れ、溶け出してしまう。

　こんな情けない自分は嫌なのに、でも相原の前だけだと思ったら、それももうどうでもよくなってしまって……。

　すっかり星空になったオフィスビルの屋上で、俺たちは何度も何度も口づけた。

　俺に、何か言いに来たんだろ？

　なんで俺がこんな場所でイライラした気持ちを持て余してたのかなんて、全部わかってるくせに。

　俺だって、ホントは聞かなきゃいけないことがあったのに。

　なのに……言葉は喉に絡まって、声にならなくて……。

　俺の責めるような視線にも、相原はとうとう口を割らなかった。

　ただただ何度も何度も口づけてきた。

　キスで誤魔化すつもりなのか？

　それとも言わないつもり？

　おまえがいなくなったら、俺、どうしたらいい？

　もうひとりでなんか寝られないのに……。

　この温もりを俺に教えたのはおまえなのに……。

　ひとりでいられなくしたのは、おまえなのに……。

　なんで……なんで何も言わないんだ？

　なんで……なんで……安心させてくれないんだよっ？

　やっと、ほんの少しだけ、素直になれたのに……っ。










「ん……あ…ぁ…っ」

　恥ずかしい声。

　何度聞いても、とても自分がこんな甘ったるい声を上げているだなんて、信じられない。

　だけど、身体はもっともっと激しい快感を求めて、淫らに反応を返してしまう。

「泉……もっと声聞かせて」

　そんな……これ以上恥ずかしい声なんて……。

「あぁっ！　や…ぁ……っ！」

「いやだ」と言おうとして、しかし俺の唇が紡いだのは、快感を示す濡れた喘ぎ声だけ。

　奥を穿うがつ相原の長い指が、俺の一番敏感な場所をぐいぐいと押し上げ、はしたなく蜜を零す切っ先は相原の口腔に含まれる。

　直接的な刺激に、俺はシーツの上で身悶えるしかない。

　や……ダメ……そんな……っ。

「あい…は……ら……っ…んっ」

　あと少しというところで放されてしまった欲望は、はしたないほどにビクビクと震えて、トロトロと先端から蜜を零しつづけている。

　どうして……ヤだ…もっと……っ！

　ねだる言葉が言えなくて身悶える俺に、相原はこれ以上ないほど淫らな恰好を強いる。腰が浮くほどに大きく割られた下肢。その狭間で、しとどに濡れる欲望も、相原の指を咥え込んだままの秘孔も、すべてが相原の視線に晒されていた。

「や……やめ……っ」

　あまりの羞恥にヒクッと喉を喘がせた俺に、しかし相原は容赦ない。

　濡れた音を立てて俺の中を弄る指を蠢うごめかし、その刺激で解放を求めて震える欲望を凝視する。

　見つめる熱い視線にも犯されて、俺の欲情も昂ぶっていく。

　そして……、

「や…っ…あ…あぁ…っ…い…イク……も…っ…やぁ…っ！」

　相原の視姦に耐え切れず、俺はとうとう後ろへの刺激だけで吐精してしまった。なかに受け入れたままの相原の指をぎゅっと締めつけてしまったのがわかって、あまりの羞恥に涙が滲む。

「や……だ…よ……こん…な……」

　指だけでイかされるなんて……。

　欲しいのは、こんな快感じゃない。

　俺が欲しいのは、気持ちいいだけのセックスじゃないんだっ！

　抱き締めたいのに……。

　抱き締めてほしいのに……。

「泉……？」

　戸惑ったような相原の声。

「ごめん。泉の可愛い顔が見たかったから……」

　だったら……！

　だったらちゃんと抱けよ、バカっ！

「ぁ…んっ」

　奥を穿っていた指が引き抜かれるのにも感じて、敏感になった肌が粟立つ。

　柔らかく蕩けた秘孔がもの欲しげにパックリと口を拓あけたままなのがわかって、その浅ましさに眩暈がした。だけど、もうどうしようもない。

　相原じゃなきゃ、この淋しさは、埋められないんだ。

　入り口に、熱い塊が触れる。

　その熱を感じた途端、柔らかくなった襞が、ますます淫らに蕩けてゆく。

　相原を受け入れるために……。

「あ……あぁ……んっ……っ」

　ぐいぐいと押し挿ってくる相原の欲情。

　その熱さが、俺の思考をも蕩かしていく。

　密着する汗ばんだ素肌の感触が、不安に駆られる俺を安心させてくれる。

「泉……泉……」

　繰り返し呼ばれる名前。

　腰を打ちつけられるたびに聞こえる粘着質な濡れた音。

　──もっと強く……っ！

　もっと激しく抱き締めてほしい。

　身体の一番深い場所で、相原の欲望が脈打っている。

　ジンジンと燃え滾たぎる情熱が伝わってくる。

「泉……愛してる」

　何度も何度も言い聞かせるように告げられる言葉。

　天邪鬼あまのじゃくな俺が口にできないぶんまで、相原が言葉にしてくれているかのようだ。

「……ぁ…は…ぁっ……あ…んっ」

　端的な言葉の代わりに、抑えられない嬌声が、それに応える。

　──愛してるっ。

　簡単な言葉が、素直に告げられない。

　代わりに俺は、相原の背に回した腕に、ぎゅっと力を込めた。





　　　　　ホンネ　その２




　相原の腕のなかで目覚める、いつもの週末。

　寝ぼけた脳味噌で、間近に感じる温もりに擦り寄る。逞しい、相原の胸の温もりに。

「起きたのか？」

　俺の背を抱き寄せ、まだ重くて開かない瞼に、目覚めのキスが落とされる。

「……ん……」

　起きてるけど……起きたくない。

　だって、こうしてるのが、凄く気持ちいい。

　寝たのなんて明け方だったはずだし、まだいいだろ？　眠いよ……。

　そう思っていると、相原がクスッと微笑むのがわかって、それから広い胸に抱き上げられた。腕枕をして肩を抱かれているような恰好。情事後のオンナみたいだってわかってるけど、俺はこうされるのが嫌いじゃない。

　おでこにキスされて、それから相原の長い指が乱れた髪を梳いてくれる。

　こうやって甘やかされるのも、凄く好きだ。

　そんなこと絶対素直に言わないけれど、こうしてされるままになっているのが、その証拠。言わなくたって、相原にはきっとバレバレのはず。

　しかし、やがて覚醒しはじめた意識に、俺は自分たちの置かれた状況が、そんな甘ったるいものではなかったことを、思い出してしまった。




　本当は、こうやって抱き合う前に、ちゃんと話をしなくちゃいけなかったんだ。

　だけど……。

　身体のほうが燃え上がってしまったのをいいことに、ついつい後回しにしてしまった。いや、話を切り出すのが怖くて、セックスに逃げてしまったのかもしれない。

「……相原……」

「ん？」

　相原の腕のなかで、俺は言葉を捜す。

　しかし、呼びかけたものの、何から切り出していいやら、さつぱりわからない。

　──転勤の話、本当？

　──俺は、どうしたらいい？

　…………。

　バカだな。

　俺はいったい何を聞こうとしてるんだろう。

　本当も何も、決まってるじゃないか。

　内示が出たってことは、身の回りの整理をして、辞令が下りるのを待ってろってことだ。

　俺は……俺にだって仕事がある。

　相原が抜けた穴を埋められるのは、今の営業三課では俺だけのはずだ。この不況で人事だって余裕はない。人員の補充があるとは限らないんだから。

「いつから？」

　とても相原の顔を見ながらなんて言えなくて、つい視線を外してしまう。

「……泉？」

「カリフォルニア行き。いつから？」

　尋ねた俺に、しかし相原からの答えはない。

「……相原？」

　見上げると、少し渋ったような顔の相原が、俺を見つめていた。

「なんでだ？」

　──……え？

「なんで…って……？」

　聞いちゃいけなかったのか？

　そりゃ内示だから、ペラペラ言いふらすようなもんじゃないけど、でも、俺にも言えないようなことなのか？

　大きな溜息を吐いて起き上がると、相原は乱暴にカーテンを開ける。昇りきった太陽の少し強めの陽射しがベッドルームに差し込んで、俺は目を細めた。

　ベッドに腰掛けたまま俺に背を向けて、相原は黙ったまま。やがて苛立ちを抑えるように髪を掻き上げ、呟いた。

「俺がカリフォルニアに行ったら、おまえ、どうする？」

　俺が聞こうとしたことを逆に問われて、俺は答えにつまった。

　どうする？　って言われても……。

　どうにもできるわけないじゃないか。

　おまえは転勤する。

　俺は今のまま。

　俺たちはサラリーマンなんだから、会社の命令に逆らえるわけがないだろう？

　そんな常識的なこと、俺にだって判断がつく。

　だから、

「どうも……しない」

　吐き出すように、言った。

　──おまえは、どうしてほしい？

　相原がそうしてほしいって言うのなら……俺……。

　でも、言葉にならない。

　いつものように口をへの字に結んで、そっぽ向くだけの、俺。

「……わかった」

　──……え？

　俺の言葉に何を納得したのか、相原はそれだけ言って、ベッドルームを出ていこうとする。

「相原……？」

　──相原……怒ってる？

　呆然と呟いた俺に、相原は言い捨てた。

「引き止めないんだろ？　泉は」

　そんな……だって……。

　引き止められるわけないじゃないかっ！

　転勤はサラリーマンにとっては宿命だ。しかも今回の場合は、どう見たって相原の能力が高く評価された結果の人事。向こうで何年か経験を積んで帰国すれば、当然それなりのポストが用意されているに違いないんだ。

　相原にとってこれほどいい話はないのに、なんで俺が「やめろ」なんて言えるんだよ！

　俺だって……俺だって、男なんだ！

　男が社会的に認められたいって思う気持ちは、俺にだってわかる！

「そんな……そんないい加減な気持ちで仕事してるのか？」

　相原の言葉に、俺は冷静さをなくしていた。

　ヒトの気も知らないで！

　おまえのためだって思うから……なのに……っ！

「泉？」

「俺のために仕事辞やめる気なのかよっ！　辞令蹴るってことは、そういうことだろ!?　俺たち、こんなにがんばってるのにっ！　そんないい加減なこと言うなよっ！」

　俺が、がんばってがんばって、やっと並んでる営業成績も、きっと相原にとっては大したことじゃないのかもしれない。悔しいけど、それだけ相原は仕事ができるんだ。

　そんな相原が、妬ましくて悔しくて、でも、誇らしかった。

　相原の、仕事への真しん摯しな姿勢とか、軽口叩いてても実は真面目なところとか、頭の回転の速いところとか……俺は凄く尊敬してるんだ。

　同じ男として、同期として、そして恋人として……そんな相原がこんなに好きなのに……っ！　それなのに……っ!!

「おまえにとって仕事って、その程度のものだったのかっ!?」

　怒鳴った俺に、しかし相原は口の端を歪めて笑った。

「その程度？」

　投げやりな、いつもの相原らしくない表情。

「そうかもな。おまえと天秤にかけて勝てるものなんか、俺のなかには存在しないさ」

「…………っ！」

　ショックで、言葉もない。

　同じセリフを言われて、歓よろこぶやつもいるのかもしれない。

　だけど俺は、ショックだった。

　相原に、そんなセリフを言わせている原因が自分なのかと思ったら、足元が崩れていくような恐怖すら感じて、胸が苦しくなる。

「なんで……そんな……」

　震える声で呟いた俺に、相原は至極当然といった口調で言う。

「おまえを置いていけって言うのか？　この俺に。ひとりじゃ不安で寝られないくらい淋しがり屋な恋人を置いて、海外転勤しろって言うのか？」

　ただ事実を告げただけの相原の言葉に、俺は谷底へ突き落とされた。

　──俺のせい……？

　──俺が相原の足あし枷かせになってる……？

「……泉？」

　俺の様子がおかしいことに気づいて、相原が覗き込んでくる。

　肩を抱かれて、しかし俺はその手を振り払った。

「……するなよ……」

「え？」

「ばかにするなよっっ!!」

　抱き込もうとする相原の胸を突き飛ばし、叫ぶ。

　ばかやろうっ！

　ふざけんなっっ!!

　怒鳴ってやりたかった。

　事実だ。事実だけど。

　そんなふうに言われて、ヘラヘラと笑っていられるほど、俺のプライドは低くない！

　だけど、それ以上は言葉にならなかった。

　震える唇を噛み締めて、涙を堪こらえるだけで精一杯だ。

　俺のためにおまえが犠牲になるなんて……そんなこと俺が望んでるわけないじゃないかっ！　なんでそんなこともわかんないんだよっ!!

　離れたくない。

　側にいてほしい。

　毎晩その腕のなかで眠りたい。

　そんな女々しいことばかり考えている俺だけど、でも、相原の邪魔になるようなことだけは、ごめんだ。

「……平気なのか？」

　頭上から降ってきた問い。

「俺がいなくても、おまえは平気なのか？」

　その言葉に、力なく首を縦に振った。

　全然平気じゃないけれど、でも、それが、俺に残された、最後のプライドだった。





　　　　　ホンネ　その３




　いつもなら、今ごろは相原の手料理をたらふく食べて、リビングのソファーでゴロゴロしてるころだ。

　だけど今、俺はひとりだった。

　いや……、

「おまえと二人……か……」

　ベッドの上にデンッと陣取る大きなクマのぬいぐるみに、話しかける。

　相原が、俺のためにくれた、テディ・ベア。

　ひとり寝の夜も淋しくないように、俺のために買ってくれた。

　あの日、相原の部屋に届いたクマを、結局相原と一緒にいられるあの部屋に置いてあっても意味がないってことに気づいて、うちまで持って帰ってきたんだ。

　ベンツの後部座席を陣取ったクマの愛らしさといったら……運転している相原には申し訳なかっけど、うちに着くまで俺は笑いっぱなしだった。

　だけど……まさか本当に、毎晩毎晩こいつを抱いて眠らなくちゃならない日が来るなんて、思ってなかった。

　すぐにまた、こいつと一緒にあの部屋に引っ越すんだって……ずっと相原の腕枕で眠れる生活がやって来るんだって……そう思ってたのに……。

　淋しい……。

　悔しいことにも、淋しくて哀しくてしかたない。

　ちょっと前まで、この部屋には、こいつさえいなかったはずなのに。俺は毎晩ひとりで眠っていたはずなのに。

　この壁に寄り添って……。







　トゥルルルル────……トゥルルルル────……

　留守電にセットしたままだった電話が鳴って、俺は慌てて子機を取った。

「はい……」

『泉っ!?』

　俺が応じるより早く聞こえてきたのは、久しぶりに聞く、母の声だった。

　だけど、様子がおかしい。

「母さん？　どうし……」

『お父さんが……っ！　お父さんが……っ!!」

　──……え？

　お義と父うさんが……？

『倒れたのっ！　お願い、すぐに帰ってきてっ！』

　それは、義ち父ちの急病を告げる、母の叫び声だった。










「お兄ちゃん！」

　病院に着いた俺を真っ先に出迎えたのは、今年九歳になる弟の那な央おだった。

　俺に飛びついてきた那央の後ろで、ダークスーツに身を包んだ長身の男が頭を下げる。義父の秘書であり、那央の教育係も任されている、高たか杉すぎだ。彼に会釈して、俺は腕のなかの那央に意識を向けた。

「ママは？　病な室かかい？」

　それにコックリと頷いて、那央は真っ赤に潤んだ大きな瞳を上げる。

　那央は、母が義父と再婚してからできた子で、四十の呼び声を聞いてから授かった実子を、義父は、それこそ目のなかに入れても痛くないほど、可愛がっている。

　俺にとっても、半分とはいえ血を分けた可愛い弟だ。

　集中治療室ではなく個室に移されているところを見ると、容態は安定してるってことなんだろうか？

「面会謝絶の札は、たった今外されましたが……絶対安静だそうです」

　察しのいい高杉が、義父の病状を報告してくれる。

　その言葉に頷いて、俺は那央の肩を抱き、特別室の白いドアをノックした。




「……泉……」

　久しぶりに見る母は、少し痩やせていた。

　抜けるように白い肌も、折れてしまいそうに薄い肩も、昔のままだけれど。

　俺を見とめるなり、我慢していたのだろう、ポロリと涙を零した母を、そっと抱き締める。十五で俺を産み、女手ひとつで育ててくれた母のこんな気弱な姿を見たのは、はじめてだった。

「母さん……大丈夫だよ。面会謝絶も取れたんだろう？」

　俺の腰にしがみついていた那央が、母に縋りつく。

「ママ……泣かないで」

　零れ落ちそうなほど大きな瞳を不安げに揺らして、那央が言う。その声に、母はやっと涙を拭って笑顔を見せた。

「ごめんなさいね。ママ、ちょっと気弱になっちゃってたみたい」

　そして、那央を抱き寄せ、柔らかそうな髪を撫でてやる。

　そんな二人の姿を、俺はただ、眺めていた。

　──……相原……。

　義父の容態が急場を脱したことがわかって、安心したせいかもしれない。なぜか急に、相原の声が聞きたくなる。

　でも、今はそれも叶わない。

　那央を膝に抱き、義父のベッドを見つめる母の姿に、俺は言いようのない淋しさを感じていた。

　義父と母と那央。

　そこには、俺の入り込めない〝家庭〟がある。

　本当に血の繋がった親子関係が……。

　義父の容態を心配する二人を、一歩下がった場所から見守りながら、俺にはもう、帰る場所はないのだと痛感する。

　もう何年も前に……那央が生まれたときに突きつけられた現実。

　それに気づいて家を出てからずっと、俺は実家とは疎遠だった。










　母が義父と再婚したのは、俺が十四歳のときだった。

　古く、薄汚いアパートでの暮らしから、一転して、郊外の高級住宅地に建つ大きな屋敷での暮らしになった。学校も、公立から私立のエスカレーター式の有名校に移った。

　それまでずっと母と二人きりだったから、義父に母を奪われたという気持ちはどうしたって抜けなかったけれど、でも義父はやさしくて、俺は幸せだった。




　幼いころに両親をなくし、親戚をたらい回しにされて育った母は、若くして夜の仕事に身を落とし、悪い男に騙された。

　俺には、どこの誰ともわからない男の血が、半分流れている。その事実を知ったとき、俺は、俺には母だけなのだと思い込むことで現実から逃げた。

　母を責めたことはない。母だけが、俺のすべてだったから。

　だから、その母が幸せになれるのなら、それでいいと思った。

　少しの淋しさなど、母の笑顔の前では、目を瞑つぶれる程度のもののはずだったんだ。




　高校一年の年、那央が生まれた。

　そのときに、知った。

　愛情は、移ろうものなのだということを。

　大学入学を期に家を出て、それからはめっきり実家には寄りつかなくなった。

　どうしても、気持ちが向かなかった。

　楽しげに微笑み合う三人を見るのが、辛つらかった。

　自分がひとりぼっちなのだということに気づかされるのが、どうしようもなく、怖かったんだ。

　──相原……。

　抱き締めてほしい。

　ほかの誰でもない、おまえに。

　どうしようもなく、相原の温もりが、恋しい。

　相原の腕が、恋しい。

　──なんで……。

　なんで今、側にいてくれないんだよ……っ！

　身勝手なことを思って、心が軋きしむ。

　振り払ったのは俺なのに……意地を張ったのは、俺なのに……っ！










「会社？」

　翌日、会社を休んで病院に残ることにした俺は、併設の食堂で、母と向かい合っていた。

　義父の容態は峠を越して、このままなら一カ月もすれば退院できそうだ。

　しかし、問題は、これから先のこと。

　倒れるほど無理をしていたということは、退院後も今まで通りに働けるとは限らない。

「お父さん、かなり無理してるの。ひとりであそこまで大きくした会社だから、お父さんがいないと何も動かないようなところがあって……」

　祖父の代には小さな商店だったという会社を、年商百数十億の企業にまで育て上げたのは、義父の力だった。一代でそれだけの成功を成し遂げることは、並大抵の努力でできることじゃない。

「お父さんの会社、手伝ってあげてほしいの。いずれは泉に継いでほしいって、お父さんも思ってるのよ」

「……俺に？」

　だってそれは、那央が継ぐべきものなんじゃ……。

「お父さん、あまり口には出さないけど、泉のこと可愛くてしょうがないのよ？　本当はもっと家にも帰ってきてほしいって、いつも言ってるのよ？」

　母の言葉を疑ってるわけじゃない。

　けど、十年近くかけて捻じ曲がってしまった俺の心では、どうしたって真っ直ぐに受け止められる言葉じゃなかった。

「俺には、できないよ」

「……泉？」

「会社は、那央が継げばいい。俺は今の仕事を辞める気はないし、家に戻る気もないんだ。それに……」

　母には辛い言葉を、口にするのが躊躇ためらわれる。けれど、一呼吸置いて、俺は口にした。

「俺は、波は多た野の家の人間じゃない」

　母の眉が、悲しげに歪められる。

　長い睫まつげを伏せて視線を落とした母の消沈しきった姿に、胸が痛む。

　それでも、十四のときに受け入れられなかった現実は、十年以上経った今でも、受け入れることができないままだった。

　母が義父と再婚したとき、俺は義父の籍には入らなかった。




　本ほん城じょうは、母の旧姓だ。

　義父も母も、俺が〝波多野〟を名のることを望んでいたけれど、でも、どうしても、俺は首を縦に振れなかった。

　あれ以来、俺ひとり、家族になれないまま。

　でもそれは、名前を変えれば解決するような、そんな単純な問題ではなかった。










「お兄ちゃん、帰っちゃうの？」

　那央がジャケットの裾にしがみついてくる。

　可愛くて、妬ましい弟。

　俺の那央への感情は、ひと言では言い表せないほど複雑だ。

　でも、懐いてくれる那央の存在は、やはり、可愛い。

　──たったひとりの弟だもんな。

「ごめんな。お兄ちゃん、これ以上お仕事休めないんだ」

　本当のことなのに、まるでイイワケのように聞こえるのはなぜだろう。

「いい子で。ママのこと、頼んだよ」

　頭を撫でてやると、コックリと頷き、ジャケットの裾を握っていた手を離した。

　那央の後ろに控える男に目配せすると、男は那央の肩を後ろからそっと抱き寄せる。

「たかすぎ……」

「お兄様を困らせてはいけませんよ。さ、笑ってお見送りをしましょう、那央様」

　不安げな那央の呼び声に、凛りんと言い聞かせて、高杉は俺に頭を下げる。

　まだ若いはずなのに……できた男だ。




　だけど、絶対的に那央を守るためだけに存在する男。

　自ら望むことなく守ってくれる温かい腕を得られる環境は、那央にとってはプラスになるんだろう。他人を羨うらやんだり、僻ひがんだり、醜い感情を知らずに済む。

　欲しいものを欲しいと言えずに育った俺には、那央の素直さは、眩し過ぎた。

　自分の心の醜さを、暴かれるようで……。




　高杉に促されて、やっと那央も笑顔を見せる。

　母と俺と那央。

　そっくりだと、よく言われる。

　目に見える血の繋がり。

　でも、それさえも、今の俺には素直に受け入れられなかった。





　　　　　ホンネ　その４




　眠ることもできず、ベッドの上でクマを抱いていた。

　傍から見たら、けったいな恰好だよな、きっと。

　イイトシした男が、大きなクマのぬいぐるみ抱いて、イジイジやってんだから。




　──『本当にご実家に戻られるおつもりはないのですか？』

　帰り際、高杉が言った。

　つまりは、会社を継ぐ気はないのか？　と確認しているんだろう。

　──『おまえは、いずれは那央にって、そう思ってるんだろう？　俺が帰ってきたら邪魔なんじゃないのか？』

　皮肉って返した俺に、しかし高杉はうっすらと口の端を上げて笑っただけだった。




　何を考えているのかわからないあの男は、俺の手には余り捲る。

　──帰れるわけ、ないじゃないかっ。

　邪魔者だって、わかってるのに……。

「……ちっくしょー……」

　俺はこんな女々しいやつじゃなかったはずだ。自分の居場所がないことくらい、もうずっと前からわかっていたことで、そんなの今さら嘆くことじゃーない。

　なのに、ここ最近になって相原によって甘やかされることに慣れてしまった俺の心は、酷く孤独に弱くなっていて……以前よりもずっと、ひとりぼっちが堪こたえた。

　だけど今、俺の側にいてくれるのは、この大きなクマだけ。

　モコモコした柔らかい毛に頬を擦り寄せて、俺はベッドに横になった。

　眠れそうにないけど、寝なきゃならない。明日は会社に行かなきゃならないし、俺がどんなに悩んでたって、時間は止まってはくれないんだ。










「泉」

　ボーッとパソコンの画面を見つめていた俺は、背後からかけられた声に、ビクリと肩を震わせた。

　気づけば昼食時。

　朝から直行で外出していた相原は、当然昼飯をとってから帰社してくるものだと思ってて……予定外の展開に、俺は内心舌打ちした。

　しかし、俺のデスクに左手をつき、背後から覆い被さるようにして俺の肩を抱く相原からは、どうにも逃げようがない。

「飯、まだだろう？　行こう」

　本当は、話したくない。

　何を話したらいいのかわからなくて……俺の気持ちは、まだ整理なんてできてないんだ。

　でも、こうして声をかけてきてくれたのが嬉しいのも事実で、俺はドクンと高鳴った胸を、ぎゅっと押さえ、小さく頷いた。




　ランチタイムのピークを過ぎた時間帯。

　人の多い通りから外れた場所にある、たぶん夜は小料理屋になるのであろう和定食を出す店に、相原は俺を連れていった。

　俺ははじめての店だ。

「この間偶然見つけたんだ。今度泉を連れてこようって、思ってた」

　いつもと変わらぬ笑顔で、相原が言う。

　落ち着いてて、いい店だ。

　テーブルごとについたてもあるから、個室みたいな感じだし。メニューも豊富で、どれも美味しそう。

　相原は、こういう店を見つけるのが上手いんだ。

「なんにする？」

　相原が置いてくれたメニューを見ながら、俺は唸った。

「ん～…」

「イサキの塩焼きなんか、美味そうだぞ」

　俺が好きそうなものを見繕って、言う。

　それがまた当たってるから、なんか悔しい。実際、悩んでるんだけど……。

「それもいいけど……でもな～…」

　俺が言い淀んだ理由に、すぐに思い当たったんだろう、相原が小さく笑った。

「小鉢のインゲンの胡ご麻ま和あえは俺が貰ってやるよ。そのかわり俺の茶ちゃ碗わん蒸むしやるから。それでいいだろ？」

　相原の言葉に俺はしかたなく頷いた。

　全部バレてるのが、なんとも気恥ずかしい。別に、今さらなんだけど。

　だって、インゲン、嫌いなんだよ。

　いつもと変わらず俺を甘やかしてくれる相原に、俺は、俺たちの置かれた状況を、危うく忘れかけてしまう。

　いつも俺のことを最優先にしてくれる相原。

　いつも無条件で俺を甘やかしてくれる相原。

　素直になれない俺に、何もかもお見通しって顔で、「愛してる」って言ってくれる。

　ちょっと前までは、たしかに気に食わない大キライな相手だった。

　でもそれは、どうしようもなくこいつのことが気になって、でも認めたくなくて、その裏返しの感情だった。

　無理やり奪われて、勝手に甘やかされて、でも嬉しくて。

　そんな生活が、ずっとつづくんだと思ってた。相原が俺の目の前からいなくなる日が来るなんて……サラリーマンなんだから、当然そういうことだって有り得るはずなのに……俺はカケラも考えたことなんかなかったんだ。




「どうだ？」

「……美味しい」

　俺の応えに、相原が満足げに微笑む。

　美味しいよ。美味しいけど……でも、相原の手料理のほうが、もっとずっと美味い。

　らしくなく口数少ない俺に、相原は週末のやりとりで怒って帰ってしまった俺が、まだ拗ねてるんだろうと思ってるらしい。

　実際まだ釈然としないけど、でも、そうじゃなくて……いつも喧嘩腰な会話ばっかりだから、こういうときにどうしたらいいのか、さっぱりわからないだけなんだ。

「まだ怒ってるのか？」

「……べつに」

　先に怒ったの、おまえだろうっ!?

「悪かった。けど、泣いて引き止めてくれるもんだと思ってたからな」

「誰がっ!!」

　そんなこと言うなよっ！

　そんな……冗談みたいな軽い口調で……。

　いつもの飄々とした相原の顔からは、それがホンキなのか冗談なのか、鈍い俺には読み取ることなんかできない。

　相原がどう思ってたって、俺には引き止める言葉を口にすることなんかできないし、かといって、相原が辞令を蹴るって言い出しても、実際、困る。

　困るんだ……。

　だから、俺も茶化して返した。

　だってそうする以外、どうしろって言うんだよっ。

「俺が女だったら良かったのになっ。さっさと結婚でもして、連れて行けばいいんだし」

　まるで他ひ人とごとのように言った俺に、相原が肩を竦める。

「やっぱりまだ怒ってるんだろ？」って顔で。

　ホントに……俺が女だったら……きっとこんなに悩んだりすることもなかったんだろうな。ズルズルと長い付き合いになってたカップルだったとしても、きっといいきっかけになったはず。

　でもどうしたって俺たちは男同士で……そんな簡単にいく問題じゃない。




「親父さん、大丈夫だったのか？」

　しかたなく話を変えようと思ったのか、相原が尋ねてきた。

　昨日俺が休んだ理由はみんな知っている。

「しばらく入院が必要だけど、命に別状はないよ。でも、お義父さんよりも、母さんのほうが気弱になってて……」

　俺に突きつけられた問題は、相原の転勤だけじゃなかったことを思い出して、ますます憂ゆう鬱うつになる。

　──『お父さんの会社、手伝ってあげてほしいの』

　母の言葉が蘇る。

　──『本当にご実家に戻られるおつもりはないのですか？』

　戻ってこられたら困るくせにっ！

　表情を変えずに言った男が、憎らしかった。

「……泉？」

　黙ってしまった俺を訝しんだ相原が、俺の顔を覗き込む。

　俺は少し躊躇ってから、しかし、吐き出した。

「俺、会社辞めるかも」

「……え？」

　俺がついていくと言うとでも思ったのだろう、少し気色ばんだ相原の表情を、しかし俺は切り捨てる。

「お義父さんの会社、継ぐかもしれない」

　そんな気もないくせに、なぜかそんなことを言ってしまった。

　驚いた、顔。

　そりゃそうだよな。

　ずっと一緒にいても、そんな話、したことなかったし。

「結構大きな会社の社長なんだ。弟は、まだ小さいから……」

　だから、俺ももう、どうすることもできない。

　覚悟を決めなきゃならない。

　そう匂わせたつもりだった。

　暗に含ませた言葉の意味を、頭のいい相原は正確に受け取ったらしい。いつもは見せない厳しい表情をして、しかし、「そうか」と小さく呟く。




　──それだけなんだ……？

　そのときの俺の心に浮かんだのは、そんな身勝手な言葉。

「そうか」で片付けられてしまうような、そんなものだったんだ……。

　──俺……何を期待して……。

「俺、午後からアポ入ってるから」

　沈黙が苦しくて、俺は、逃げる。

　そんな俺をじっと見つめて、一瞬何か言いたげな顔をしたものの、相原は黙って頷いて席を立った。

　午後の仕事でミスを連発した俺は、自分の弱さにウンザリする。

　なんで……、どこで歯車は狂ってしまったんだろう……。










　カラランッ。

　ドアベルが鳴る。

　ふっと香ってきた品のいいフレグランスに、俺は振り返る。

「どうしたの？　そんな泣きそうな顔して」

　俺の髪をくしゃっと撫でながら、由ゆ璃り子こはやさしく笑った。







　恋人の昔の彼女に愚ぐ痴ちってる自分が、どうしようもなく惨めだった。

　でも、相原と俺、男同士で世間を憚る関係だってことを考えると、俺が愚痴れる相手なんて、数えるほど。

　ただ、誰かに聞いてほしかった。

　明確な答えが、欲しかった。

「……俺、どうしたらいい？」

　情けなくて、声が震える。

　みっともない。

　そんなこと、誰かに聞かなきゃ決められないなんて。

　そう思ったら、ますます自分が惨めになって、俺は強い酒を呷あおった。

「ダメよ。無茶な呑み方して」

　俺からグラスを取り上げようとした由璃子の手を掴んで、空になったグラスを取り返すと、俺はバーテンにおかわりを催促した。

　そんな俺に嘆息して、由璃子は煙草に火をつける。

　相原みたいに俺の主張ばっかりを通したりはしない。俺が煙草の煙が嫌いだって知ってても、最低限のマナーで俺に気を遣いながら、決して自分のスタイルは崩さない。

　彼女の信念や主張は、付き合う相手によって変わったりはしないんだ。

　そんな由璃子が凛り々りしく見えた。

　それに比べて俺は……。

「私には何も言ってあげられないわ」

　半分ほどの長さになった煙草を揉み消しながら、由璃子が言う。

「あいつのことだから、泉くんが止めれば、きっと平然と会社辞めちゃうでしょうね。でもそれを許せない泉くんの気持ちも、当然だと思うわ。どんなに可愛くっても女じゃないんだもの。あいつだって、そのくらいのことわかってると思うわよ」

「……じゃあ、なんで……」

　なんで、あいつはあんなにアッサリ、辞令を蹴るようなこと言うんだっ？　会社にいられなくなるの目に見えてるのに……？

「自信……じゃないかしら？」

「……え？」

「組織に縛られなきゃやっていけないような、そんな無能な男じゃないはずでしょ？」

　──…………!!

　──……ぁ……。

　相原のためを思って言った俺の言葉は、逆に相原を見くびってたってこと……？

「俺……」

「あなたのためだったら、それだけの覚悟も自信もあるって、あいつは言いたかったんじゃないかしら？」

　由璃子の言葉に、俺は愕然とした。

　なんにもわかっちゃいなかった。相原のこと。

　俺は、何ひとつ理解なんてできてなかったんだ……。

「……そっか……」

　笑うしか、なかった。

　バカらしくて情けなくて、笑いしか出てこない。

　自嘲気味な笑いとともに涙が溢れてきて、俺は顔を伏せた。

　涙の雫が、グラスに残った酒に、波紋をつくる。

　眩暈がした。

　自分の情けなさに。

　ぐるりと世界が一周して、次の瞬間、俺は意識を飛ばしていた。





　　　　　ホンネ　その５




　次に気づいたとき、俺は車の助手席だった。

　知らない車。

　相原のベンツじゃない。もっと派手なスポーツカーだ。

　なんてったっけ……？　酒のせいで死んでるらしき思考回路で車種を思い出そうとしていたとき、運転席から声がかかった。

「気がついた？」

「……晶あき英ひで？」

「晃次じゃなくて悪いね。あいつの携帯、通じなかったみたいでさ」

　由璃子の弟で相原の大学時代からの親友の晶英が、ニコリと愛想のいい笑みを見せた。

　こうやって見ると、この姉弟、よく似てる。

「ごめん。呼び出されちゃったんだ？」

「泉くん寝ちゃって起きなかったんだよ。姉さんの力じゃ運べないし。だから俺が呼び出されたんだけど……気にしなくていいよ」

　晃次につけておくからと笑って、晶英は運転に集中した。

　何やってんだろ、俺。

　自分の気持ちも整理できなくて、酔って、愚痴って、みんなに迷惑かけて。まだ酒の残る頭でも、自分の置かれた状況の情けなさだけは、理解できる。

　大きく溜息を吐いた俺を、しかし晶英は、黙って見ないふりをしてくれた。







「歩けるかい？」

　晶英に支えられて、なんとか部屋に上がる。

「悪いけど、上がらせてもらうよ？　──っと」

　部屋に入った途端、ズルズルと崩れ落ちた俺を、晶英が支えてくれる。

「大丈夫じゃ……なさそうだね」

「……ごめん」

　もう歩けない。

　ほっといてくれていいよ。これ以上は……。

　言おうとした俺を、晶英が抱き上げた。

「えっ!?　あ、晶英っ!?」

　慌てた俺に、小さく笑う。

「大丈夫だよ。ベッドまで運ぶだけだから。ベッドに下ろしたら、すぐに帰るよ。晃次に殺されたくないしね」

　ニヤリとウインクして、軽々と俺を運ぶ。

　優やさ男おとこ風に見えるのに、意外と逞しくて、驚いた。落とされないように晶英の首に腕を回して、おとなしく運んでもらう。

　俺は酔っていて、晶英は親切心で俺を連れ帰ってくれて、だから何も疚やましいことなんか、あるはずない。

　なのに、つい、驚いてしまったんだ。

　俺をベッドに下ろしてくれる晶英の向こうに見つけた、シルエットに……。







「あい…はら……」

　俺の呟きに、晶英が「え？」という顔で振り返る。

　そして次の瞬間には、低く呻く声とともに、襟首を相原に絞め上げられていた。

「お、おいっ！　落ち着けよ。俺は……」

　ホールドアップしながら説明しようとした晶英を、相原は容赦なく壁に押さえつける。

「なんの真似だっ!?」

　怒を孕んだ低く抑えた声が、空気を震わせる。

「違う……誤解だ……晶英は……」

　酔いでぐるぐるする頭をどうにか起こし、ベッドの上を這った俺に、しかし相原はピシャリと言い放った。

「おまえは黙ってろっ！　おれは晶英に聞いてるんだっ!!」

「なんにもしてないって！」

　息苦しさに顔を顰めながら、相原を諭すように言う晶英に、相原は尚も言い募る。

「なんかするつもりだったのかよっ!?」

「あのなあ……」

　呆れた顔をして相原の腕を力ずくで引き剥がし、晶英は首を摩さすった。

「おまえこそどこにいたんだよ？　おまえが捕まらないから、俺が呼び出されたんだろ？」

「……え？」

「姉さんが何度連絡してもおまえが捕まらなかったって……」

「……俺が連絡を受けたのは、ほんの三十分ほど前に一回だけだっ」

　相原の言葉に、晶英も眉根を寄せる。

「なるほど……そういうことか」

　肩を竦めた晶英に、相原もウンザリといった様子で溜息を吐く。

「由璃子に嵌はめられたってことか？」

　そして、ようやくことの次第を理解したらしき相原の肩からガクリと力が抜けた。

　どうやら由璃子が一芝居打ったらしいということまではわかったけど、それがどういうことなのか、酒の回った俺の頭では、サッパリ理解できない。

「これはカシにしといてやる。今日のところは退散するよ」

　ポンポンと相原の肩を叩き、晶英は背を向けた。

　一度だけ振り返って、俺に手を振る。

　そして、

「姉さんからの伝言。〝素直になりなさい〟だってさ」

　それだけ言い残して、帰っていった。







「なんでわざわざ由璃子と……」

　沈黙を引き裂いたのは、相原のほうだった。

　ウンザリといった口調。

「……べつに……いいだろっ」

　ほかの誰に愚痴れって言うんだよっ！

　俺の答えに、相原が溜息を吐く。

　その反応が、なぜだかカチンと俺の気に障った。

「誰と呑んでたって、関係ないだろっ」

「おまえのその言葉は聞き飽きた」

「……なに？」

　どういう意味だよっ!?

「何が関係ないんだっ!?　部屋にいない恋人を心配して何が悪いっ!?」

「嫉妬深い亭主みたいなこと言うなよっ！　ちょっと呑んでただけだろっ！」

「嫉妬深くて悪かったなっ！　ちょっと目を離すとこういうことになってるから、心配なんだろうがっ!!」

　──こういうこと……？

　それって……俺と晶英のこと、疑ってるってことか？

「俺が浮気してたって言うのかよっ!?」

　酔っ払って立てなくなって、送ってもらっただけなのに？

　それだって、全部、由璃子が仕組んだことなんだろっ!?

　俺と晶英との仲をおまえに誤解させて、何をどうしようと思ったのか、俺にはちっともわかんないけど……でも、由璃子の性格なんか、おまえの方がよっぽどわかってるはずじゃないかっ！

「泥酔状態の俺に手え出すようなケダモノなんか、おまえくらいだっ!!」

　側にあった枕を投げつけながら、叫んだ。

「誘ったのはおまえだ」

　──…………!!

「お、俺が……いつ……っ!!」

「やっぱり俺じゃなくたって、よかったんじゃないのか？　あの晩、おまえを抱いたのが俺じゃなかったとしても、おまえは結局流されて、ズルズルと付き合ってたんじゃないのか？」

　後頭部をハンマーで殴られたようなショック。

　以前にも、同じような言葉で罵ののしられたことがある。

　それは……相原にとっては、どうしたって拭いきれない不安なのかもしれない。でも……っ。

　たしかに、最初の夜の記憶はない。

　酔っ払って、甘えて、女のように抱かれて。

　相手が相原じゃなかったら……なんて、考えたくもないことだ。

　相原じゃなかったら……あの晩、俺を介抱してくれたのが相原じゃなかったら……俺はどうしてたんだろう……？

「そんなこと……」

　ないとは言い切れない。

　だけど……。

　だけど……っ！

「ばっかやろ──っ!!」

　言っていいことと悪いことがある！

　相原にらしくない言葉を言わせている原因が、俺を想うあまりの行き過ぎた嫉妬だってわかってても、でも、このときの俺は、それを許せるような寛容さなんか、持ち合わせちゃいなかった。

「……帰れよっ……帰れっ！　おまえの顔なんか、二度と見たくないっ!!　カリフォルニアでもどこでも、行けばいいんだっ!!」

　とうとう、言ってしまった。

　相原を責めたばっかりなのに……。

　言ってはいけない、ひと言。

　だけど、止まらなかった。

　涙も出ない。

　惨め過ぎて。

　血が滲むほどに唇を噛み締めた。

「そうだよっ!!　おまえの代わりなんか、いくらだっているんだっ!!」

　睨み上げた先で、硬直していた相原の顔が、苦渋に歪む。

　ズキンッと痛む心に蓋をして、俺は視線を外した。

　パタンッ。

　部屋のドアが閉められて、靴音が遠ざかる。

　それを聞きたくなくて、俺は布団に潜り込んだ。





　　　　　ホンネ　その６




「お呼びたてして、申し訳ありません」

「いや……」

　深々と頭を下げる男に、俺は気き後おくれして、曖昧に返した。

　ホント、何を考えているのかわからない。だいたい今どき家仕えしてるってあたり、普通じゃない。




　相原と気まずくなって、でも修復できないまま気がつけば再び週末を迎えていた。

　もうこのまま二度と相原の部屋で週末を過ごすこともないまま、あいつはカリフォルニアに行っちゃうんだろうか。

　そんなことを考えていたら、ひとりの部屋に帰る気にもなれなくて、黙々と残業して、気がついたら相原の姿はなかった。そういや部長に誘われてたような気がするけど、実際のところは知らない。

　オフィスに残る人影も、疎まばらになったころ。仕事にも身が入らなくなって、しかたなく帰り支度をしていたときに、携帯が鳴った。







「やはり、ご実家に帰ってきていただけないかと思いまして……お願いに上がりました」

　ホテルのバー。

　最高の夜景が眺められるように、大きな窓に添って造られたカウンターの端の席に並んで座り、高杉はストレートに用件を切り出した。

「社長も気弱になられています。今回は大丈夫でしたが、今後何があるかわかりませんし……那央様も淋しがっておられます」

「……俺は波多野の人間じゃない。会社は那央が継げばいいし、それまではいくらでも優秀な人材がいるだろう？」

　──例えばおまえだって……。

　チラリと高杉に視線を送った俺に、しかし高杉は肩を竦めて見せた。

「私はトップに立つ人間ではありません。どなたか心底惚れ込んだ方にお仕えするのが、私の生きる道です」

　それがお義父さんってことか……？　それとも……？

「俺だってトップになれるような器じゃないよ。一介のサラリーマンだ。それ以上でもそれ以下でもない」

　自分の感情すらろくろくコントロールできないような、自分自身のことすら理解できないような、そんなやつに、組織のトップが務まるわけないじゃないかっ。

「そこがあなたのいけないところですね、泉さん」

「……え？」

　酒のグラスをカランッと鳴らしながら、高杉が苦笑する。

「あなたはご自身のことを過小評価し過ぎです。いくら溺愛する奥様の連れ子だとはいえ、社長はできもしない息子に会社を任せようと考えるほど甘い方ではありませんよ。でなければ、あの会社を一代であそこまでの企業にできますか？　那央様も純粋にあなたのことを好いておいでです。そこにはどんな邪念も介在しません」

　どうせ俺は邪念だらけだよっ！

　僻ひがみっぽくて素直じゃなくて、仮面を被って他人を欺あざむいてばっかりだ。

　だけど、しかたないじゃないか。そうしなきゃ生きていけなかったんだから。

　ムッとした顔で黙ってしまった俺の耳元に、高杉は唇を寄せた。

「素直じゃない……そんなところも、あなたの魅力です」

　──……え？

「本当は社長のことも那央様のことも好きなのに、素直になれない。皆に遠慮してご自分の感情を殺して、いつもいつも気を遣ってらっしゃる」

「高杉……」

「淋しさも孤独も、すべて胸の内に抱え込んで。それで周りが幸せなら……と、我慢してばかりおられる」

「…………」

「私ではお役に立てませんか？」

　相原以外に指摘されたことなどなかった、本当の俺。

　それをアッサリと見抜いた目の前の男を、俺は唖然と眺めるしかない。

「不安なら、私があなたの片腕になりましょう。私ではご不満ですか？　私は優秀な秘書になれると思いますよ」

　その自信満々な口調に、思わず笑みが零れてしまう。

「笑っておられたほうがお綺麗ですね」

　痒くなるようなセリフも、この時代錯誤な男が言うと似合ってしまうから不思議だった。

「あなたには帰る場所がある。もう仮面を被る必要などないでしょう？　雇われの身ではなく、一国一城の主として、ご自分を試してみたいとは思われませんか？」

　──帰る……場所……？

　その言葉が、酷く俺の心を揺さぶった。

　もうひとりじゃなくなる？

　皆が俺を必要としてくれる？

「俺……は……」

　すっと伸びてきた高杉の手が頬を撫でる。

「たか…すぎ……？」

　どうして？　と聞こうとした唇が、高杉のそれによって塞がれた。

　──…………!?

「やめ……っ。こんな場所で……っ」

「誰も見てません。でも……場所を変えればいいのですか？」

　たしかに俺たちの席は背の高い観葉植物の陰になっていて、ほかの客席からは隔離されているし、店内は薄暗くて、目が慣れなければ人の顔なんてよく見えないけれど……でも……っ。

　相原の顔が、脳裏を過ぎる。

　こんなことあいつにバレたら……と考えて、しかし一瞬後にもう関係ないじゃないかと思い直した。

　あいつに「帰れ」と言ったのは俺だ。

　誰でもいいんだろうと蔑まれて、哀しくて。「二度と見たくない」と、「カリフォルニアにでもどこにでも行けばいい」と、そう言って、あいつを切り捨てたのは、ほかならぬ俺自身だ。

　相原じゃなくたっていいって……相原の代わりなんかいくらでもいるなんて、嘘ばっかり言って……。

「……いいよ」

　つい、口を吐いて出ていた。

　自分で言った言葉が耳に入って、自分自身が驚く。

　──俺……今なんて……？

　呆然とする俺を引き寄せ再び口づけると、高杉の誘う声が鼓膜に届いた。

「部屋、取りましょう」

　目の前の男は、相原じゃない。

　なのに……俺は……。

　──『俺じゃなくたって、よかったんじゃないのか!?』

　相原の言葉が蘇る。

　──『そうだよっ!!　おまえの代わりなんか、いくらだっているんだっ!!』

　自分の言葉が蘇る。

　頷くことも拒否することもできず、俺はただ呆然と、これから自分の身に起きることから目を背けた。







　パタンと部屋のドアが閉まる音がして、俺は逃げ出したい衝動に駆られた。

　後ろから俺を抱き締めてくる男の腕は、相原のものではない。腰を抱き寄せる仕種も、髪を梳く手つきも、口づけも。すべてが、違っていた。

「あなたは、本当に綺麗ですね」

　俺のネクタイを解き、ワイシャツのなかに手を這わせながら、ウットリと高杉が呟く。

「この肌を、見てみたいと思っていました……ずっと……」

　そう言って、どこか遠い目をする男に、俺は違和感を覚える。

　俺が高杉と顔を合わせるのは、年に数回。俺がたまに実家に帰ったときだけだ。それなのに、高杉は俺に対してそんな欲望を以前から持っていたというのだろうか……。

「あなたのためにお仕えします。これで社長も那央様も安心されるでしょう」

　魅惑的な言葉。誘う微笑み。

「泉……」

　やさしい呼び声。

　でも……違う。

　これは……俺を求めてる声じゃない……っ!!

　それに気づいたとき、何かが、俺のなかで弾けた。

　──ダメだっ!!

　考えに耽って抵抗を忘れていた俺は、気づけばベッドの上で高杉に押さえ込まれている。

「え…っ!?　‥……あ…や…ぁ……っ！」

　脇腹を撫でられ、鎖骨に歯を立てられて、肌が戦慄わなないた。

「ちょ……やめ……っ！」

　突如暴れはじめた俺に、高杉が少し驚いて身体を離す。でも、手首は頭上に拘束されたままだ。

「今さら嫌だとおっしゃっても、もう遅いですよ。あなたは私を受け入れたのですから」

　ベッドの上にいるとは思えないほど冷静な瞳をした男を、俺は睨み上げた。

「勘違いするなよっ！」

　俺の言葉に眉根を寄せて、男がわからないという顔をする。

「俺は身代わりに抱かれてやるほど、お安くないっ！」

　たぶん当たりだろうと吹っかけた言葉に、高杉は僅かにうろたえて見せた。

　その隙に緩んだ拘束から抜け出して、俺は乱れたワイシャツの襟元を掻き合わせる。

「……私では不服だということですか？」

　冷静さを取り戻すように言う男に、俺は容赦なく返す。

「不服なのはおまえだろうがっ！　上手く丸め込まれるところだったよ。ヒトの心まで読む鋭さには感服するけど、俺だって、相手が本当に俺自身を欲しいと言ってるかどうかくらいは、わかる！」

　だって……相原はホンキだったから。

　全身全霊で、俺を欲しいと言ってくれたから……だから、わかるんだ。

　相原の声は、もっと情熱的だった。

　低く艶を含んだ声で、俺を呼んでくれた。

　──『泉……』

　その声だけで、俺は愛されてるって、確信できたんだ！

　俺の切り返しに観念したのか、高杉は俺の上から身体を退けた。

「なぜわかったんです？」

「隠してるつもりだったのか？」

「……手厳しいですね」

　あったりまえだ！　可愛い弟狙ってるようなやつに、誰が遠慮なんかするもんかっ！　──て、俺も今さっき気づいたばっかりだけど。

「おまえ、那央に手え出したら、殺すからなっ！」

「まさか。青少年育成法に触れて捕まりますよ」

　どーだか。

　こいつのことだ。那央のこと上手～く丸め込んで、逃げられなくしちまうに違いない。

「那央が大人になるまで我慢しろよっ」

　別に認めないって言ってるわけじゃーない。高杉は男としては最上級の部類に入るんだ。だけど、那央がそれでもいいって、自分で判断できるようになってからでなきゃ、ダメだ。

「ではやはり、あなたにお相手していただきましょうか？」

　なにっ!?

「こう見えても切羽つまってるんですよ、私は」

「嘘つけっ！」

　余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくって顔してるじゃねーかっ！

「しかし……まさかバレるとは思いませんでした。気弱になっているあなたにつけ込むつもりだったのですが」

「……サイテーなセリフをサラリと言うなよっ」

「でも、当たっているでしょう？　あなたのほうこそ、私をどなたかの代わりにしようとしたのではありませんか？」

　グサリッと真実を突かれて、俺は言葉を失う。

「なんなら、今からでも慰めてさしあげますよ？」

　ニヤリと笑った高杉に再びベッドに押し倒されて、俺は慌てた。

「お、おいっ！　やめたんじゃ……っ」

「計画がバレただけのことです。お互いの利害が一致すれば、問題はないでしょう？」

　利害？

　首筋に触れる濡れた感触に、俺は必死にもがいた。

「利害なんて言うなよっ！」

　そんな言葉で、俺の葛藤や空虚感を片付けられたくないっ！

　打算で男に身を任せるほど、俺は落ちぶれてないし、そんな簡単に割り切れるものなら、最初からこんなに悩んだりなんてしやしないんだっ！

「おまえ……那央のことホンキなんじゃないのかよっ!?　俺は……那央の身代わりじゃないっっ!!」

　必死に暴れもがいた腕が、ガリッと何かを引っ掻いた。

「……っ！」

　高杉の頬に走った赤い傷を見とめて、俺は慌ててベッドを下りる。

「泉さんっ！」

　背後から響いた声に、ビクリとして足を止めた。

「欲しいからといって、すべてを手に入れられるわけではないのですよ？」

　重く苦しげな男の声。

　こいつもきっと、悩んでる。

　複雑な想いを抱いて、欲望と戦ってるんだろう、きっと。

　だけど……、

「でも……だからといって、はじめから諦めたら、それで終わりだ！」

　振り向き言い切った俺に、高杉は驚いた顔をして、そして、自嘲気味に微笑んだ。

「あなたに言われるとは……私も落ちたものです」

「言ってろっ！」

　俺だって、たった今気づいたばっかりだ。

　何が大切なのか。

　何が必要なのか。

　大人の分別なんか、クソ食らえ！

　俺はもう、ひとりぼっちになるのは嫌なんだ!!




　乱れた髪を掻き上げベッドに腰掛ける男に背を向けて、俺はホテルを飛び出した。

　そうだ。

　諦めちゃダメだ。

　やっぱりダメなんだ……俺……相原がいないと、ダメなんだ……っ！





　　　　　ホンネ　その７




　ドアチャイムを押す指が、震えた。

　部屋の灯りはついていたから、部屋にいることは間違いない。

　だけど、俺だとわかって拒絶されたら……そう思ったら、膝まで震えだして、俺はそんな自分を叱咤した。

『はい』

　インターフォン越しに聞こえる声に、胸が鳴る。

「……俺……」

　ちゃんと言わなきゃって思えば思うほど、言葉は喉に絡まって、声にならない。

『……泉？』

　呼ばれた名に、胸が軋む。

　少し間があって、玄関ドアが開けられた。

　諦めちゃダメだって、ほんの一時間ほど前に思ったばかりだというのに、相原の姿を目の前にすると、決心がヘナヘナと萎えてゆく。

「あの……俺……」

「……入れよ。ここじゃ近所迷惑だ」

　相原の感情を抑えたような冷たい声に、やっぱり来ないほうがよかったのだろうかと、後悔した。

　でも、それでも、このまま終わるのは、嫌だった。







「相原……俺……っ」

　久しぶりに入ったリビングで、相原に向きなおった俺に、なぜか相原が苦い顔をする。

「ごめん……俺……この間のこと謝ろうと思って……」

　謝って、もう一度やりなおしたいって、言わなくちゃいけない。

　この部屋で相原と暮らしたい。毎晩毎晩、相原の腕のなかで眠りたいって、言わなきゃ……。

　なのに、相原はますます鋭い目で俺を睨むと、俺の言葉を切り捨てた。

「謝って、気持ちよく清算したいって？　次のやつと上手くやるために、俺との関係を綺麗な思い出にしたいって言うのかっ!?」

　──…………っ!?

「なに……？」

　なんで？　なんでそんなこと言うんだ？

「気づいてないのか？　残酷なやつだな、おまえは」

「ざん…こく……？」

　俺……なにも……

「そのコロン、どこでつけてきたんだよっ？　ネクタイの結び目も違ってる！　ここに来る前に、誰とお楽しみだったんだっ!?」

　……あ……。

　これは……。

　呆然とする俺に歩み寄った相原が、ぐっと俺のネクタイの結び目に指をかけ、スルリと引き抜く。衣擦れの音を立ててシルクが床に落ちていくのを眺めていると、いきなり激しい音がして、ワイシャツのボタンが飛び散った。

「……っ！　…や……っ!!」

「俺に見せつけに来たのかっ!?」

　口の端を歪めて笑い、相原の指が俺の首筋から鎖骨を撫でる。

「……え？」

　そして、気づいた。

　高杉につけられた、鬱血の痕。

「これは……っ」

　引き裂かれたワイシャツで隠そうとした腕を取られ、後ろ手に捻り上げられる。

「い……っ！」

「これだけじゃないんだろ？　身体中に残ってるんじゃないのか？」

「違うっ！　これは……っ！」

「違う？　何が違うんだ？　ほかの男の残り香プンプンさせて、こんな痕つけて……気持ちよかったのかっ？　俺じゃなくても感じたんだろっ!?」

　腕を後ろに拘束され、抱き寄せられた恰好で、相原の大きな手に顎を掴まれる。

「やめ……苦し……ぃっ」

「キスもさせたのかっ!?　答えろよっ!!」

　投げつけられる怒声に、俺は絶望した。

　もう、ダメだ。

　相原は、俺の言葉なんか、聞いてくれない。

　いつものやさしい相原じゃない。

　この間から、俺の言うことなんか信じてもくれない。

　なんでだよっ！

　俺はおまえのなんなんだっ!?

「……した…よ……」

　悔しくて、つい、言ってしまった。

「なに……？」

「キスもした！　何回もっ！　セックスだって、おまえなんかより、ずっとよかったっ!!」

　叫んだ言葉に、相原はヨロヨロと手を離す。

　傷ついてるのは俺のほうなのに、相原のほうが傷ついた顔をしてる。

　なんでそんな顔するんだよっ！

　俺のこと責めたのはおまえじゃないかっ！

　じわっと視界が滲んだ。

　ボロボロと、涙腺が壊れたように涙が溢れ出す。




　こんなこと言いに来たんじゃない。

　喧嘩するために来たんじゃない。

　俺は……。




「……うそ……してない……ホントに…誰とも……っ」

　だって、やっとわかったんだ。

　おまえじゃなきゃダメだって、おまえがいないとダメだって、やっとわかったんだ。

「泉……」

「しんじ…て……ホントに……っ」

　立ってられなくて、床にへたり込んだ。

　哀しくて悔しくて怖くて。

　もうダメなのか？

　もうやりなおせない？

　俺……ダメなんだ……おまえじゃないと……もう……っ……。

「ひとりじゃ…寝られない…よ……もう……ひとりじゃ……っ」

「泉……？」

　俺を抱き起こすように肩に触れた相原の体温が、俺を余計切なくさせた。

「クマじゃダメなんだ……ほかのやつでも……おまえじゃないと……俺……っ」

　震える手で相原のシャツにぎゅっとしがみついた。

　振り払われたらどうしよう。

　今さらって言われたら、どうしよう。

　だけど相原に縋りついた俺の手は振り払われることはなく、肩を抱く腕がそろそろと俺の背に回される。

　その温かさにますます視界が曇って、俺は相原の胸に抱きついた。広い背に縋って、温かな胸に頬を寄せて、もう一度言った。

「ずっとこうしてたい……ずっと一緒にいたい……」

　すると、俺の背を支えていた相原の腕にぎゅっと力が加わって、俺は痛いほどにその胸に抱き込まれた。

「あい…はら……？」

「……くっそ……っ…なんで……っ」

　呻き声とともに首筋にピリリとした痛みが走って、俺は背を仰け反らせる。

「や……痛……っ」

　相原が、高杉につけられた鬱血の痕に歯を立て、その上から血が滲むほどの痕をつける。傷の上からゾロリと舌が這って、俺は力の抜けた腕で、相原の背を叩いた。

「痛…い……っ…相原……っ」

　乱暴な愛撫。

　ジンジン痺れるような痛みが、相原の憤りを代弁するかのようで、俺は震えながらそれに耐えるしかできない。

　でも、それでもいいと思った。

　相原だから……痛みも快感も、すべて相原が与えてくれるものだから……だから受け入れられたんだ。

　無理やりでも強引でも、相原じゃなかったら、俺は許したりなんかしなかった。

　絶対に受け入れたりなんか、しなかった。

「……ぁ…やぁ……っ」

　相原の舌が首筋を伝って、耳のつけ根や耳朶を舐め上げる。シャツをくぐって素肌の上を這う熱い掌が、脇腹を撫で胸の突起を捏ねた。

　眦まなじりに溜まった涙が、相原の口づけに掬われる。

　ぎゅっと瞑つむったままだった目を開ければ、眉根を寄せ、怒ったような泣いたような顔で見つめる相原の顔があった。

　何か言わなくちゃ……もっと、ちゃんと……。

　でも、言葉が見つからなくて……なんて言ったらいいのかわからなくて……俺はがむしゃらに相原にしがみついて、キスをした。

　驚いた相原が一瞬動きを止めたのがわかった。

　だけど、止まらなくて。

　必死に舌を絡め、相原の口腔を貪る。

「泉……!?　‥…ん……っ」

　相原が止めるのも聞かず、濡れた音を立てて舌を絡めつづける。

　言葉を聞くのが怖くて……でもこの想いを伝えたくて……こうする以外に、何も思いつかなかったから……。

　息も絶え絶えになって身体を離したときには、俺の唇も相原の唇もぐっしょり濡れていて……それが結果、相原の凶暴な欲情に火をつけた。

　手の甲で濡れた唇を拭うと、相原が俺に圧し掛かってくる。

　荒々しい手つきで着ていたものを引き剥がされ、馴らされてもいないその場所に無理やり捩ねじ込まれた。

「い…っ…や…ぁ……っ！」

　激痛に喉が鳴る。

　相原の肩に爪を立てて、頭を振ってもがいても、放してはもらえない。

　乱暴に揺さぶられ、あっという間に昇りつめた相原が俺の中で弾けたとき、俺が感じていたものは、快感ではなく、苦痛だけ。

　こんな酷い抱かれ方をしたのははじめてで、俺は、ただただ恐怖と苦痛に身体を強張らせるしかない。

　ややあって、俺に圧し掛かったまま荒い息を整えていた相原が、やっと落ち着いて上体を上げた。

「泉……ごめん……ごめんっ……こんな……」

　絞り出すような、苦しげな声。

　唇を震わせて泣く俺の髪をやさしく撫でながら、相原が先の行為を詫びる。

「ば…か…やろ……っ！」

　相原の肩をポカポカ殴りながら泣く俺に、相原は至極やさしい仕種で口づけ、大きな手で強張った身体を解すように身体中を撫でてくれる。

「乱暴にしてごめん……泉……」

「……ムチャしやがって……っ」

　──恋人同士だって夫婦だって、強姦罪は成り立つんだからなっ！　バカヤローっ！

　俺のことなどまったく考えていない、自分の欲望を追うだけだったさっきの行為で、でも俺ははじめて知った。

　相原が、こんなにも熱く俺を求めていたってこと。

　痛かったけど、でも嬉しかった。

　余裕なんてない。

　理性なんかじゃ制御できない。

　マグマのような激情。

　相原をそんなふうにしているのは、誰でもない俺なんだ。

　それが、凄く嬉しくて……。

　言おうかと思って、でもやめた。

　身体を繋げたまま、俺を宥めるように身体中に羽根のような愛撫をつづける相原に、徐々に追い上げられていく自分を感じて、急に気恥ずかしくなった。

　思考は、もうずいぶん冷静さを取り戻している。

　さっきの激情はいったいなんだったのだろうかと思うほどに。

　でも、そしたら急に、いたたまれなくなって……。

「え…？　……ちょ…ヤだ……っ」

　相原が俺の背を抱き上げ、身体を起こす。

　よくよく考えたらここはリビングの床で……俺たちの周りには脱ぎ散らかされた衣類が放り投げられていて……煌こう々こうと灯りの灯ともった室内で、俺たちは裸で抱き合っていて……。

「背中、痛いだろ？」

　そりゃ痛かったけど……でもさっきはそんなこと考える余裕もなかった。

　胡座あぐらをかいて座る相原の腰を跨またぐようにして抱き合う恰好を取らされて、俺の中の相原がすごく奥まで届いているのがわかる。

「や…っ…ぁ……んっ」

　さっき相原が放ったものがぐちゅっと濡れた音を立てて溢れてきて、俺はあまりの羞恥に身を捩った。

　──あぁっ！　もう……ヤだっ！

　あんなに乱暴に抉こじ拓けられたはずなのに、俺のその場所はもう淫らに蠢いている。

　さっき放たれた相原の滑りのせいもあって、深くまで咥え込んだ相原自身を、否いや応おうなく締めつけてしまった。

「泉……」

　やさしい声で呼ばれて、渋々顔を向ける。

　満足げな相原の表情に、ますますいたたまれなくなって、俺は目の前のにやけた顔を小さく睨んだ。

　その間にも、俺の中で脈打つ怒張はどんどん巨きくなっていって……目いっぱい拓がったその場所がジンジン熱を孕んでいるのがわかる。

　たまらず身を捩ると、くちゅっと濡れた音がして、熱い肉棒が敏感になった内壁を擦り上げる。

　思わず身体が撥ねて、あまりの恥ずかしさに視界が滲む。嗚咽おえつのような喘ぎが、次々と零れはじめる。

　──怖い……っ。

　感じすぎて、怖い。

　震える背を宥めるように撫でられ、眦に溜まった涙が相原のキスにやさしく吸われて、俺は甘えるように逞しい首に縋った。

　そんな俺にクスッと笑って、相原が口づけてくる。

　啄ついばむようなやさしいキス。

「ずっとこうしてよう、泉」

　真っ直ぐな翳かげりのない瞳が、俺を見つめる。

「すべてを棄ててもいい。おまえが俺の腕のなかにいてくれるのなら……おまえが安心して眠れるのなら……それ以上、俺は何も望まない」

「……相原……」

「そんなに泣くな。明日、目が開かなくなるぞ」

「おまえが泣かせるようなこと言うんじゃないかっ」

　溢れて止まらない涙を、相原は飽きることなく口づけで吸い取ってくれる。頬に零れた涙を舐め、俺の顔中にキスの雨が降る。

　凄く気持ちよくて……俺はそのまま、相原の腕に、身を委ねた。





　　　　　ホンネ　その８




　このサド！　ヘンタイ！　エロジジイッ!!

　俺はあらん限りの罵声で内心毒づく。

　だけど俺の口から零れるのは、これ以上ないほどに恥ずかしい声ばかり。




「やぁ…っ！　も…いや…っ…あぁ……っ」

「ちゃんと答えてくれないとわからないだろ？　その秘書とやらにどこまでさせたんだ？」

　だからっ！　キスだけだって何度も言ってるだろっ!!

　もう限界まで張りつめた欲望の根元をきつく握られ、解放されないもどかしさにどうにかなりそうだ。なのに、後ろを穿つ相原の責めは容赦なくて、俺はさっきから哭き喚いていた。

　哭き叫ぶ声も涸れ果てて、喉も痛い。

「キスだけ…だって……言って……っ」

「キスだけ？　ホントに？」

　ホントだってばっ!!

　許されたくて、解放されたくて、コクコクと頷く。

　拘束された欲望が苦しくて相原の手を外そうともがいても、限界を超えた悦楽に麻痺した身体では、力なんて入りはしなかった。

「じゃあこれは？　なんでこんなとこに痕が残ってるんだ？」

　だって……それは……っ！

「して…な…い……っ…最後まで……してな……っ！」

　さっき噛みつかれた傷痕に再び歯を立てられて、俺は声にならない悲鳴を上げた。

　後ろから相原を受け入れ、首に噛みつかれ、欲望の根元を拘束されて、残った手で胸を捏ねられる。

　身体中に施される激しすぎる愛撫に、俺はもう息も絶え絶えだった。

　度を超す快楽は、苦痛にしかならない。

「おまえにこんなことしていいのは俺だけだろう？　なのにほかの男に触らせたのか？」

　いいかげんにしろよっ！

　しつこいっ!!

　相原がこんなに嫉妬深いやつだったなんて……俺は全然知らなかった。

　──こんな鬼畜な抱き方をするようなやつだったなんて……っ！

　してないって何度も言ってるのに、さっきからずっとネチネチと、こうやって俺を苛めつづけてるんだ。

　やっぱり考えなおす！

　おまえなんか……おまえなんか……っ!!

「泉……」

　耳元に落とされる熱い声。

　官能的なその声に、俺の身体はますます昂ぶってしまう。

　その熱さに、俺の羞恥も憤りも、すべてがドロドロと蕩けはじめてしまって……。

「あい…はら……だけ……」

　おまえだけだって、言ってる。何度も。

「も……だれとも…しない……から……っ」

　──だから……も……っ。

　だけど、相当溜まっていたらしい相原は、全然許してくれない。

「まだ、ダメだ」

「や…ぁっ！　や…だ…ぁ……っ」

「俺がどんなにおまえに執着してるか、この身体で覚えるまでは放さない」

　耳朶を噛まれ、胸の突起をきゅっと抓つねられて、俺はビクビクと背を震わせた。

　ヤだもう……っ！　手え放せ…よ……っ！

　力の抜けた上半身が、ベッドに沈む。尻だけ高く掲げたような厭らしい恰好で腰を振りながら、俺は必死に相原を振り仰いだ。

「こ…じ…ぃ……っ」

　涙に濡れた頬に、触れるだけのキス。

「こ…じ…だけ……晃次だけ…だから……っ！」

　俺を抱く腕に力が篭る。

「俺も……おまえだけだ……」

　根元を拘束していた指が解かれ、その代わり早いピッチで欲望を扱かれる。

「あ…ぁ…っ！　や…ぁ…っ！」

「泉……愛してる……一生……」

　ひときわ深く穿たれて、俺の背が仰け反る。

「あ…あぁ…っ！」

　俺が弾けたのとほぼ同時に、相原の欲望が弾けたのがわかった。

　ドクンッと脈打って流れ込んでくるそれに、身体の奥から満たされるのを感じながら、俺の意識は、そこでブラックアウトした。










　ちゃぷんっ。

　水音に意識が覚醒へと向かう。

「気がついたか？」

　髪を梳く手の感触が気持ちよくて、俺は温かな胸に擦り寄った。

　今の状況は、説明されなくてもわかる。

　意識を飛ばした俺を抱いて風呂に入れて、お互いのもので汚れた身体を綺麗に洗い流してくれたんだろう？

　きっとベッドに戻れば、真新しいシーツに取り替えられていて、サイドボードにはよく冷えたミネラルウォーターのペットボトルが用意されてるんだ。

「……疲れた」

　相原の腕に抱かれて湯に浸つかってるのは、この上なく心地好いけれど、でも、下半身の感覚がないってーのは、あまり嬉しくない。

　──いくらなんでも、ヤりすぎだ！　バカっ。

「あんなに情熱的に俺を誘ったんだ。それくらい覚悟の上だろう？」

　言われたセリフに「？」が飛ぶ。

　情熱的？

　俺、なんかしたっけ？？

「……ほんの数時間前のことも忘れるのか？　おまえは」

　苦い顔で言う相原に、フツフツと数時間前の自分の狂態が思い出されてきて……俺は青くなった。

　泣いて叫んで自らキスを仕掛けて……プライドかなぐり捨てて追い縋った自分。

　だって、あれは、別に……煽ったわけじゃなくて……。

「睨むなよ。泣いてる泉が可愛くて……俺の理性もブチ切れるってもんだろ？」

　なんだよ。

　結局、俺のしたことって、相原を歓ばせただけ？

　なんか……すっごく気に食わないっ。

　それで散々俺の身体好き勝手して、俺を苛めて、自分ばっかり楽しんで……！

　だいたい最初に俺のこと疑ったのは相原じゃないかっ！

　晶英は送ってくれただけなのに。

　高杉だって……そりゃちょっとはヤバかったけど、でも本当になんにもなかったんだし。第一あいつは、俺じゃなくて那央に惚れてるロリコンだぞっ。

　おまえのために我慢しようって思った俺は、なんだったんだよっ！

「泉の気持ちは嬉しかったけど、でも俺は泉と離れる気はないよ。いいだろう？」

　俺の心を読んだかのように、相原が言う。

「……辞令、蹴るってこと？」

　クビを覚悟で、それでも俺と一緒にいたいって、相原は言ってくれる。

　相原にそんなことさせたくなくて意地を張っていた俺だけど……。

「好きにしろよ。おまえがクビになったって、俺が養ってやるさ」

　相原の首を抱き寄せながら、言った。

「親父さんの会社、継ぐ気か？」

「もしものときは……。でも、那央がおっきくなるまでの間だけ、な」

　相原のことだから、そんな必要もなさそうだけど。




　俺には相原がいる。

　だからもう、嘆かなくてもいい。

　那央を囲んで微笑む義父と母を、今はまだ正視できないかもしれないけれど、でもすぐに笑って受け入れられるはずだ。

「……眠い」

　泣き疲れて、ヤり疲れて、もうクタクタ。

「のぼせるぞ」

　コテンッと相原の胸に額を預けた俺の肩を、相原が揺する。

「ベッド。連れてけよ」

　俺もう立てない。

　傲慢な態度で甘える俺に苦笑して、相原は俺を抱いたまま湯から上がった。

　バスタオルに包まれてベッドへ運ばれる。

　綺麗に整えられたシーツに横たえられて、俺はそのまま相原の手を引っ張った。

「パジャマ着なくていいのか？」

　相原の声も笑ってる。

「いいよ」

　このまま。

　肌の温もりを感じながら、今夜は眠りたいんだ。

「墓穴掘るぞ」

　なに？　それ……まだヤり足りないって言うのかよ？

「いい…よ……」

　相原の胸に抱き込まれて、急激に襲ってきた睡魔に、俺は瞼を閉じる。

　でも今は眠らせて。

　だって二週間ぶりの、相原の腕枕なんだから……。





　　　　　ホンネ　その９




　地球の営みに比べたら、人間なんてちっぽけな存在だ。

　偉大な自然の力の前に、人間なんて所しょ詮せん無力。

　しかし、だ。

　いくらなんでも、それはないんじゃないのかっ!?

「は？」

「水没？？」

　週明け、今後について二人でしっかり話し合って、揃って辞表を出しに行った俺たちに告げられたのは、なんともマヌケな結末。

　俺たちはあんぐり口を開けたマヌケ面を晒して、立ち尽くしてしまった。










「だいたいなー、単純なおまえが何を考えて悩んでるかなんて、バレバレなんだよ」

　翌日、相原から受けた数々の仕打ち（？）を責め立てた俺に対して、相原はズケズケと言い放ってくれた。

　──なにぃっ!?

「俺の心配する前に、自分の心配してろよ。〝晃次がいないと淋しくて死んじゃう〟って、顔に書いてあるぞ」

　──な……な……な……っ!!

　俺を胸に抱いたまま、ニヤニヤと人の悪い笑みを浮かべる目の前の男のしたたかさに、俺はもう言葉もない。

　そーだよ。そういうやつだったよ、おまえはっ!!

　強引で自信過剰で、何ごとにも動じなくて飄々としてて。俺の気持ちなんか、一から十まで何もかもお見通しで。

　そのことをすっかり失念していた俺は、相当なバカだ。

　──俺……そんなに相原の転勤話がショックだったのか……？？

　俺ってば、相当相原に毒されてるっ！

　めちゃくちゃムカつくけど、当たってるだけに言い返すこともできなくて、相原の腕のなかで背を向けた。

「泉？」

　無視。

「耳まで真っ赤だぞ」

　──……っ!!

「う、煩いっ!!」

　噛みつく俺を、相原はいつもの食えない顔で眺めている。

「なんだよっ！」

「泣き顔も可愛いけど、怒った顔も可愛いな」

「～～～～～～～～っ！」

　もうダメ。

　俺には手の打ちようがない。

「泉」

　まだなんかあんのかよっ！

「愛してる」

　──～～～～～～～～っ。

　真顔で言うな！　真顔でっ!!

　でも、俺の返事を待っているらしき男の笑顔に促されて、渋々、俺もホンネを口にする。

「……俺も……」

　それ以上は言葉にならない。

　しかたなく、俺は相原の胸に擦り寄って、その背に腕を回した。










　それから、自分のために相原の将来を潰してしまうような気がして素直に「淋しい」って言えなかった俺の本心も、それでも俺と一緒にいたいと言う相原の本心も、包み隠さず俺たちは語り合った。

　そして、俺の実家の事情も、すべて話して聞かせた。

　高杉の話には、少し（…かなり？）撫然とした顔をしていたけれど、でも最後にはちゃんとわかってくれた。

　だから俺たちは決めた。

　二人揃って会社を辞めようって。

　辞表を出して、相原の転勤が撤回されれば考え直す。けど、撤回されなければ、そのまま二人で会社を辞めて、お義父さんの会社を手伝うか、もしくは別のことを考えるか……とにかく、二人で生きていく方法を探そうってことになったんだ。




　なのに……っ！

「この間のハリケーンの被害が、また酷かったようでねぇ」

　二人揃ってデスクの前に立った俺たちに、「おぉ！　丁度よかった」などと能天気な顔で話をはじめた部長は、ウンザリといった様子で、ことの次第を零す。

　ちょっと待て！

　ウンザリしてんのはこっちのほうだ！

　なんなんだよっ！　それはっ!!







　すべては、相原に海外転勤の話が来た原因に立ち戻る。

　例のカリフォルニア支社は、何年か前にもの凄いハリケーンの被害にあって、街中が水没するという大災害に見舞われた。

　ずいぶん長い間水が引かなくて、世界的なニュースとして騒がれたくらいだ。

　その街がやっと復旧しはじめて、支社の業務も再開。それに合わせて業務拡大しようってことになったらしかった。そのための人員補充だったんだ。

　ところが、やっと復旧した街を再びハリケーンが襲った。

　街自体は前ほど酷い被害には遭わなくて、住民にも大した損害はなかったらしいけど、その代わり、うちの支社だけが水没したまま復旧不可能になってしまったんだ。







「なんでまた」

　さすがに言葉もなく、相原が呟く。

　部長も驚くのも通り越して呆れ返ってしまっているのだろう、肩を竦めて見せた。

「どうも川沿いの安い土地を買ったらしいんだ。前のところは土砂に埋まって使い物にならなかったらしくてね。日本でも昔からそうだろう？　川沿いとか災害に遭いやすい場所は、地価も安い」

「はぁ……」

　そんな当たり前の説明をされても……。

　カリフォルニア自体、ハリケーンなどの水害の多い土地柄じゃないか。なんでそんなとこで先のことまで考えなかったんだ？

　誰だよ、そんな土地買ったやつ！

　唯一の救いは、内装工事がこれからだったために、被害が最小限に留められたってことか？

「というわけでだね、スマンが転勤の話はなかったことにさせてもらえないか？　もちろんどうしてもということなら、ほかの支社を当たるが……」

　部長の言葉に待ってましたとばかり、相原がにこやかに返す。

「いえ、まだまだ日本でやりたいこともありますので、このまま三課に残らせていただきたいと思います」

　相原の言葉に満足げに微笑んで、部長も頷く。

「本城くんにも、相原くんの抜けた後をフォローしてもらおうと思っていたんだが……こういうわけだ。ま、よろしく頼むよ」

　何が「よろしく」なんだと思ったけれど、でも俺はいつものクールビューティと称される完璧な微笑みで、その言葉に返した。




「ところで、何か話があったんじゃなかったのか？」と、思い出したように口にした部長を、俺の微笑みひとつで黙らせ、俺たちはその場に背を向けた。

　胸ポケットにしまっていた辞表は、もはやただの紙切れ。

　その後すぐにシュレッダー行きとなったのは、言うまでもない。





　　　　　エピローグ




「ホントに一緒に来るのか？」

　次の週末、俺は花束、相原はケーキの箱を抱えて、義父の入院する病院のロビーにいた。

「心配するな。親父さんが心臓発作起こすようなことは言わないさ」

　とんでもないことを言う相原を、俺は睨む。

　カンベンしてくれ。

　酒落になんないんだってっ！

「妙なことするなよっ」

　那央だっているんだからっ！

「妙なこと…って、こんなことか？」

　花束に隠れて、掠め取るようにして口づけてきた相原に、俺は絶句するしかない。

「ば……っ！　おまえ……っ」

　こ、こんな場所でっ！

　誰かに見られてたらどうするんだよっ!!




「お待ちしておりました」

　直後後ろからかけられた声に、俺はビクッとして身体を強張らせた。

「どうなさいました？」

　高杉のしたり顔が直視できない。

　──く、くっそ～～っ。

「こちらは？」

　わかっているだろうに、わざわざにこやかに尋ねてくる高杉に舌打ちしながら、俺はしかたなく相原を紹介した。

「お噂はかねがね」

　嘘つけっ！

　おまえとヒトの噂するほど会話してないだろっ!!

「こちらこそ」

　お、おい……相原も……顔が怖いんだけど……。




　どうしようかと困り果てていたところへ、救いの神が現れた。

「お兄ちゃん！」

　華奢な身体が駆けてきて、俺の腰に抱きつく。

「那央様、廊下は走ってはいけません」

　俺に会えて嬉しくて、はしゃぐ那央を高杉が諌いさめる。それにちょっと拗ねた顔をして、那央は「だって」と言い募った。

　しかたないな、もう。

　あんまり口煩いと、嫌われるぞ。

「高杉、今日のところは許してやって。那央も、次からは守れるよな？」

　俺の言葉にコクンと頷いて、那央は俺の手を引っ張った。

「お兄ちゃん、早く早く。パパもママも待ってるよ」

　那央に引きずられるようにして病室まで連れて行かれた俺は、知らなかった。

「まったく……私にとっては最強の敵ですね、泉さんは」

「二度と泉にちょっかいかけないって約束するなら、応援してやってもいいぜ」

　睨み合っていたはずの男二人が、こんな密約を交わしていたなんて。




「相原！　ケーキ！」

　何やってんだよ、もうっ！

　母さんにもお義父さんにも、紹介できないだろっ。

　まだ本当のことは言えないけど、でも、一緒に暮らすんだって、報告しに来たんだ。

　まだお義父さんの会社を継ぐことはできないけれど、もう少し頻繁に家にも帰るようにするし、那央とも遊んでやるようにする。

　高杉の毒牙から守ってやんなきゃなんないし。




　ベッドに半身を起こせるようになった義父に、那央が甘える。その横で俺の渡した花を生けながら、母も微笑む。

　那央を囲んで笑い合う家族を見ているのは、もう辛くなかった。

　だって、俺の横にも相原がいるから。

「相原くん、泉と一緒に私の会社に来ないか？　泉はちっともいい返事を聞かせてくれなくてねぇ。つれないんだよ」

　おどけた義父の言葉に、しかし、相原はやらかしてくれた。




「泉をいただけるのでしたら、いつでも」

　俺の腰を抱き寄せ、ニヤリと笑う。

　──……っ!!

　陸おかに上がった鯉こいのように口をパクつかせる俺の横で、楽しげに笑う義父と母が、すべてを冗談だと思ってくれていることだけを祈りながら、俺は相原の足をおもいっきり踏んづけた。

　しかし……、

「お兄ちゃんと相原さん、さっきチューしてたよね～♥」

　無邪気さという名の残酷。

　途端、凍りついたその場の空気を溶かす術など、そのときの俺にあるはずもなかった。







　天使のキス









　高たか杉すぎ征せい一いち郎ろうの一日は、お仕えする波多野家の次男、那な央おを起こすところからはじまる。

　二階の一番日当たりの良い部屋。

　その部屋の前で時計を確認して、ドアをノックする。

　しかし、返事はない。

　いつものことだと諦めて、高杉は部屋のドアを開けた。







　山の手の一等地に建つ、世間一般的には豪邸と言われるレベルの屋敷。その離れで暮らすようになって、すでに丸三年になろうとしている。

　大学時代、教授の頼みで家庭教師を引き受けたのが、すべてのはじまりだった。

　あのときから、高杉は囚とらわれている。

　無邪気で残酷な、天使に……。







「那央様、起きてください。遅刻しますよ」

　綿素材のパジャマに包まれた細い肩をそっと揺すると、差し込む朝日のなか、長い睫が瞬またたき、鳶とび色いろの瞳が開かれる。

　白い瞼が数度瞬まばたきして、やがてその瞳が高杉を映した。

「おはようございます。目が覚めましたか？」

「たか…すぎ……」

　小さな手でゴシゴシと瞼を擦り、仔猫のようにしなやかな身体で伸びをする。

「さ、早くなさらないと遅刻します。お母様に叱られますよ」

「ん……」

　高杉に手を引かれて起き上がると、やっとベッドに腰掛けて、ふわりと微笑んだ。

「おはよう、たかすぎ」

　そして、那央の着替えを用意しに行こうとする高杉の手をぎゅっと引き寄せて、その頬に触れるだけのキスをした。

　おはようのキス。

　高杉が那央の世話をするようになってから、毎日繰り返されている習慣。

　しかし、那央にとっては挨拶でしかないその行為が、ここのところ、高杉には少し辛くなりはじめていた。

「たかすぎー」

　キスを返してこない高杉に焦れて、那央がスーツの袖を引っ張る。

　それに内心溜息を吐きつつも苦笑して、高杉は、その大きな手でやわらかな頬を包み込むと、桜色の頬に、そっとキスを返した。

「さ、早くお着替えを……」

　クローゼットから着替えを取り出して那央に渡そうとすると、またしても那央が頬を膨らませる。

「お約束したじゃありませんか。三年生になったらご自分でなさると……」

「ヤだっ。たかすぎが着替えさせてっ」

　細い顎をつんと突き出して、パジャマのボタンを外すように促している。

　それに、またしても嘆息して、高杉は那央のパジャマのボタンに手をかけた。

　ひとつふたつボタンを外せば、滑らかな肌が露わになる。

　子供の、ミルクの匂いすらしそうな幼い肌に、しかし高杉はそっと触れてみたい衝動に駆られて、そんな自分に苦笑した。

「たかすぎ？」

　訝しんだ那央が、覗き込んでくる。

「なんでもありません」

　そう笑って、パジャマを脱がせると、制服の白いシャツを細い肩に掛けた。靴下を履はかせ、ベルトを締め、リボンタイを結んで柔らかな髪にブラシを通す。

「さ、お顔を洗って、朝食にしましょう」

　そこまで来てやっと、那央は満面の笑みで高杉に微笑んだ。







　無邪気な小悪魔。

　──私の溜息のわけに気づいてくださるのは、いったいいつになるのだろう。

　男の苦悩など、少年は知る由もない。

　あと五年？

　あと十年？

　いったいどれだけ待てばいいのか。







「行ってきます！」

　校門前まで送り届け、車の後部座席のドアを開けた高杉の耳に、元気な声が届く。

「行ってらっしゃいませ」

　深々と頭を下げて見送る男のもとに、ふと足を止めて戻ってきた少年は、ふわりと抱きついて、キスをした。

　唇に。

「おたんじょうびおめでと。大好きだよ、たかすぎ」

　ひらひらと、もみじのような手を振って、少年はチャイムの鳴る校舎へと駆けてゆく。

　その後ろ姿を見送りながら、男は肩を竦めて綺麗にセットされた髪を掻き上げた。

「忘れてましたよ、そんなこと」

　毎日が幸せすぎて。

　毎日が苦しすぎて。

「待ちましょう。いくらでも」

　だからそれまでどうか、あの無邪気な瞳が、自分以外の存在を映すことのないように……。






あとがき






　こんにちは、妃ひめ川かわ螢ほたるです。

　この度は拙作をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　こんなに古い作品に、今また陽の目をあてていただき、電子書籍化していただけることになりました。お声をおかけくださった担当さま、手にとってくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。




　この作品は、そもそもはその昔、ホームページで読み切り連載のようなかたちで掲載したものを焼き直して出版していただいたもので、ほんとうに初期の初期の作品になります。

　そして私には珍しい一人称。

　まだ文体すら定まっていない時期で、チャレンジしてみよう！　書いたはいいのですが、妃川の作風に合わなかったのでしょう、結局これっきりになりました。以来、一人称は一作も書いていないと記憶しています。

　でもホームページ掲載時から人気のあったカップルで、そのうち続編も書けたらいいなぁ……と思いながら、いったい何年が過ぎたのか。こういうシンプルなリーマンものも、最近はあまり見かけなくなった気がします。




　イラストを担当していただきました史堂櫂先生、このたびは古い作品に素敵なイラストを描いていただき、ありがとうございました。

　表紙のさりげない接触具合が、妙に艶っぽくて素敵です。古いお話が生き返った気がします。

　またご一緒できる機会がありましたら、そのときはどうぞよろしくお願いいたします。




　妃川の今後の活動情報に関しては、ブログをご参照ください。

　http://himekawa.sblo.jp/

　ツイッターアカウントもあるにはあるのですが、システムがまったく理解できないまま、ブログ記事が自動で連動投稿されるだけで放置されております。ブログの更新はチェックできると思いますので、それでもよろしければフォローしてやってください。

　@HimekawaHotaru

　皆様のお声だけが執筆の糧です。ご意見ご感想等、気軽にお聞かせいただけると嬉しいです。

　それでは、また。どこかでお会いしましょう。




二〇一五年八月吉日


妃川　螢　　　　








ジュリアンノベルス同時配信

二〇一五年九月四日配信予定



















温もりのイイワケ【新装版イラスト入り】




著者：妃川　螢

イラスト：史堂　櫂




遊びじゃない。おまえが欲しい。それなら文句ないだろ？




営業一のクールビューティ・本ほん城じょう泉いずみと、泉の同期であり、周りからは良きライバルと思われている相あい原はら晃こう次じ。そんな２人の関係を大きく変える事件が…。酔って正体をなくした翌日、素っ裸でベッドで抱き合ってるなんて!?

『なんでおまえがここにいるんだっ!!』──身体からはじまった恋の結末は？

















檻の中の情人【新装版イラスト入り】




著者：水月真兎

イラスト：九条ＡＯＩ




ああ、そうだ。お前は、実の弟に犯されて毎晩悦びに泣くんだ。俺がそうなるようにこれからたっぷりと仕込んでやる




聖王家の第一皇子である青せい華かは、王位を巡り反乱をおこすが失敗し、果ての塔に幽閉され、牢番や囚人たちに嬲られ続けていた。ある日、偶然果ての塔に義弟で国王の朱しゅ牙がが現れる。兄の存命を知った朱牙は怒り、青華は蹂躙されるが…。






ジュリアンノベルス近日配信

二〇一五年十月二日配信予定



















ドクター・コール【新装版イラスト入り】




著者：春原いずみ

イラスト：竹中せい




高校時代からずっとおまえだけを見ている




医者として互いの実力を認めつつも素直になれない桐きり原はら圭けい史しと橋はし場ば尚なお巳み。彼らのそんな微妙な関係に尚巳の留学が波紋を及ぼす。すれ違う二人の前に緊急患者が運び込まれわだかまりを残しつつオペは開始される。

















ここしかない場所【新装版イラスト入り】




著者：かのえなぎさ

イラスト：有馬かつみ




せんせえ……、気持ちいい──




十七歳の高校生・竹たけ内うち広ひろ己みは傷つきやすい内気な性格。家を飛び出した広己を保護したのは冨樫とがし勇馬ゆうま医師だった。お互いにひかれあうものを感じた二人。密告で広己は家に連れ戻され絶望の淵に落ち込んだ広己だが、今度は力強い見方が表れて……!!。






この作品は、（有）雄飛より『温もりのイイワケ』として二〇〇一年十二月一日に発行された作品のイラストを新規に作成して、アイデジタルパブリッシングが電子書籍として配信しております。
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